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　掃そう除じ夫ふがその死体を見つけたのは白はく濁だくした空気がきんと凍りついた冬の明け方、ベルトに提さげた携帯ラジオから漏もれるノイズ混じりの音楽を片耳で聞きながら城じよう壁へき沿いのゴミを拾っていたときのことで、ああなんだかとても死体らしい死体だなあと、最初に頭に浮かんだのはそんなどこか間が抜けた感想だった。

　しゃがみ込んでしばらく見おろしていたあと、かじかんで固まった手を掃除用具から引き剝はがして死体の所持品を物色した。赤茶色の染みで半分以上侵蝕された小額紙し幣へいが数枚ワークパンツのポケットに突っ込まれていた他ほかは、残り少ない煙草たばこと安物のライターだけ。ひどく素そっ気けない物しか持っていない、素っ気ない死体だった。

「しけてるなあ」

　紙幣を自分の懐ふところに収めながら掃除夫はぼやいて、しかしそれから、

「かわいそうに。ひでえよなあ……」

　一秒前の自分の行為は完かん璧ぺきに棚にあげてそんなことを呟つぶやいた。偽善でも免めん罪ざい符ふのつもりでもなく自然と口をついて出た本心からの台詞せりふで、呟いてしまってからそんな良心があったのかと自分で自分に驚おどろいた。

　膝ひざを抱えて寒さに縮ちぢこまりながら、靴の先に転がるその死体をあらためて見おろす。

　いったいどういう傷の負い方をすればここまでひどい状態になれるのか、どこをどう怪け我がしているのかもほとんど判別できないほど全身ぼろぼろになり果てた無む惨ざんな亡なき骸がらだった。これが夜だったらゴミと見間違えて掃除していたに違いない。

　銃じゆう創そうだろうか、顔もえぐられたような傷で半ば潰つぶれて見られたものではないが、かろうじて残っている左半分の横顔を覗のぞき込むとまだ若い青年であるように思われた。

　馬ば鹿かな若造が、つまらないことで残りの長い人生をふいにしたものだ。おおかた誰だれかにそそのかされでもしてやばい仕事に足を突っ込んじまったんだろうが──そういえばそろそろ早朝の公営放送がはじまる時間だ。何か事件になっていれば報道されるかもしれない。

　そう思って腰こしの携帯ラジオのチューナーをまわしてみたとき、




　……な……。




　雑音の一部かと思うくらいのかすかな、しかし確かに聴覚に引っかかった掠かすれた声に、掃除夫はぎょっとして手をとめた。

　目線だけを恐る恐るラジオから移動させて、死体に視線を戻す。

　血まみれの右みぎ頰ほおを地面に押しつけたまま、死体が薄うすい唇をわずかに動かした。声にはならない。何しろ口は半分潰れているし、舌も声帯もおそらく使い物になる状態ではないだろう。

　それでも何な故ぜか、聞こえた気がした。




　変えるな……。




　ぽかんと口をあけて死体の青年を見おろしたまま、掃そう除じ夫ふは半ば無む意い識しきに、できの悪いからくり人形みたいなぎこちない動きでチューナーをもとのチャンネルに戻した。

　知らない者にはただのノイズとしてしか認識できないくらいのひどく音質の悪いチャンネルだ。しかし注意して耳を傾けると、弦楽器の割れた音ね色いろがノイズと朝の空気に溶け込むように控えめな心地よさで流れている。

　教会に規制されているいわゆる反体制的な音楽で、もちろん昼間の街まち中なかでこんなものを聞いていた日にはあっという間に教会兵に囲まれてしまう。どこにあるとも知れないゲリラ局から毎日ひっそりと届けられるこの番組を、人目を気にせずＢＧＭにしておけること──寒くて薄はつ給きゆうで単調なだけでひとかけらの労働意欲もわかないこの早朝仕事の、それが唯一の、密ひそかな特権なのだった。

「好きなのか？」

　訊きいてみる。青年は片方しかない目を閉じたまま、片側しか原形をとどめていない頰ほおにどこか安心したような、昔話を聞きながら眠り込んだガキみたいにも見える表情を浮かべて、再びぴくりとも動かなくなってしまった。

　答えが聞けなかったことに掃除夫は少々落胆して肩をすくめ、

「……。あっ！」

　そこでようやくはっとして弾はじかれたように腰こしをあげ「まっ、待ってろ！　水、今持ってきてやる！」

　水なんて持ってきても飲めるのかそれ以前になんでこの状態で息があるなんていうことがあるのかだいいち自分はたった今この青年のなけなしの所持金を懐ふところに収めたところであって死んでくれていたほうがむしろ好都合で──そんなことはそのときは全部忘却の彼方かなたで、とにかく何かの衝しよう動どうに突き動かされてばたばたと転がるように駆かけだした。数ブロック離れた道具小屋に水道がある。何か水を汲くめるものはあったっけ──。

　金属質の複数の足音が背中に聞こえたのはそのときだった。

　物もの盗とりの性さがで反射的に手近な建物の陰に飛び込み、そっと頭を出して窺うかがうと、朝あさ靄もやの向こうから染みだすように現れたのは白い僧衣を身にまとった五、六人の人間たちだった。背後に佇たたずむ乳白色の城じよう壁へきとほとんど同化して存在感の薄うすい、それでいて奇妙な威圧感を漂わせた一団。

（教会兵……）

　僧衣の一人がこちらを振り返りそうになったので掃除夫は壁かべに張りついて息をとめた。腰のラジオからかすかとはいえ音が漏れっぱなしだったことに気がついて慌あわてて電源を切る。

　少し待ってからもう一度こっそり窺うかがうと、僧衣の集団は城じよう壁へきの下にうずくまる青年を取り囲み、揃そろいの仮面を貼はりつけたような全員同じ無感情な顔で見おろしていた。ぼそぼそと平板な会話が数すう言こと交わされたあと、一人が青年をあまり大事じゃない荷物みたいなぞんざいな扱いで担かつぎあげた。白い僧衣の肩の上から青年の後頭部がくたっとした人形みたいに垂たれ下がり、しかしそれが人形ではない証拠に、髪をつたって赤黒い血がぼたぼたと滴したたり落ちた。

　単に荷物が一つ増えたという事実以上のことは何もなかったというように、僧衣の集団は淡々と隊列を組みなおし、染み入るように朝あさ靄もやの向こうへと消えていく。彼らの姿が見えなくなるまで、掃そう除じ夫ふは息を殺して壁かべの陰から見送っていた。

　一面ぼやけた乳白色に包まれたその光景はひどく曖あい昧まいで遠ざかるにつれて現実味が薄うすくなり、青年の頭髪に染み込んだ錆さびたような血の色だけが、唯一最後まで生々しく網もう膜まくに焼きついていた。




　あとになって考えてみると、あれはきっとあの世へと向かう死者たちの行列だったのだ。

　そもそもあの死体の青年が動いたような気がしたのだって常識的に考えればあり得ないことで、死んだ人間たちが新たな仲間を拾って去っていくその現場を目もく撃げきしてしまったのだと、掃除夫は以来本気で信じていた。
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　心の中で深く長く息を吐き、ともすると跳はねあがる心臓の鼓こ動どうを抑えつけた。決して表情に出してはいけない。これはそういうゲームだから。

「降りる奴やつはいないな？」

　親役の男が言い、自分を含めてテーブルを囲む全員が無言で頷うなずく。

「よし、勝負」

　親役の声に従って、各自手札をオープンしていく。全員そこそこ自信がありそうな、しかし落ち着かない様よう子すで自分以外のプレイヤーのカードに素す早ばやく視線を走らせる。〈連邦軍〉のフラッシュ、〈武器商人〉のスリーカード、〈錫しやく杖じよう〉と〈流る刑けい囚しゆう〉のツーペア、〈狙撃手スナイパー〉のフォーカード──。落胆の溜ため息と勝利の口笛とが入り交じる。

「お嬢じようさん、あんたは？」

　フォーカードを持っていた右みぎ隣どなりの男が訊きいてくる。こちらの手札がフォーカードより下であればこの男がこのゲームの勝者になる。

　あくまで無表情に、隣の男を横目で一いち瞥べつし、そこではじめて少しだけ表情を崩くずしてくすっと笑ってみせた。勝負相手たちが訝いぶかしげに見守る中、自分の手札をテーブルに広げる。

〈羊ひつじ飼かい〉の絵札が一枚、二枚、三枚、四枚……。

　五枚。

　カードを見つめる勝負相手たちの目が呆あつ気けにとられたように見開かれた。

　まさか、と誰だれかが呟つぶやいて、馬ば鹿かか、と別の誰かが呟いた。

〈羊飼い〉は枚数が増えるほどに役が弱くなるというやっかいなだけの最弱のカード。しかし唯一、〈羊飼い〉のファイブカードを揃そろえることができたとき、そのゲームにおける役の強弱をそっくり逆順に入れ替えてしまう革命の意味を持つ。

「じゃあ、もらいます」

　テーブルの中央に集められた賭かけ金を引き寄せながら、これも心の中だけで、今度は安あん堵どの息を吐いた。







　賭と博ばく場じようをあとにして夜の通りの人込みの中を決して振り返ることなく足早に突っ切って、最初の角を曲がって静かな路地に入ったところで、キーリはぴたりと足をとめた。

　おもむろに大きく息を吸い込んで、

「……はー……」

　今度こそ思う存分声に出して息を吐き、路地の冷たいコンクリート壁かべに背中を預けた。

「うまくやれた……」

　小娘だからと相手にされないんじゃないかとか、勝って帰ろうとしたら怖い顔の人たちが立ち塞ふさがったりするんじゃないかとか、いろいろ不安な想像もしていたのだが、幸い命とそれなりの現金を持って無事に店を出てくることができた。

『いや、驚おどろいたぜ。お前にカードの才能があるとは思わなかったな』

　顎あごの下から感心したような男の声が聞こえた。視線を落とすといつものとおり、首から下げた吊つり紐ひもの先に古ぼけた小型ラジオがぶら下がっている。

「まだまだだよ」

　謙けん遜そんでもなんでもなく、カードに関してキーリに多大な影えい響きようを与えた人物はもっとずっと強くて徹てつ底てい的てきなポーカーフェイスの持ち主だった。……ごく稀まれに、変なところで凡ミスをやらかしたりすることもあったけど。

　……うまくやれたよ。

　胸中で少し自慢げに繰くり返して、しかしすぐに虚むなしい気分になった。

「さて、ベアトリクスと合流しよう」

　無む理り矢や理り気持ちを切り換えて、軽く反動をつけて壁かべから背を離す。『どこに行ってんだあの女は？』「準備があるとか言ってたけど」話しながらもとの大通りに向かって歩きだしたとき、

「おっ、いた」

　通りの角からひょいと顔を覗のぞかせた人ひと影かげが声を投げてきた。ラジオと喋しやべっているのを聞かれたのかとキーリはぎくりとして足をとめた。「いやあ追いついてよかった、彼女」気軽な足取りで路地に踏ふみ入ってきた男の顔にはかろうじて見覚えがある。賭と博ばく場じようで同じテーブルについていた旅行者ふうの若い男だ。

「声かけようと思ったのにすぐ帰っちゃうからさ」

「何か……？」

　半歩後ずさって上うわ目め遣づかいに見返すと、男は両手を肩の上にあげて芝居がかった仕し草ぐさで降参を表してみせた。

「おいおい、そんなに怖い顔しなくても。俺おれはただ晩飯でも一いつ緒しよにどうかなあと」言いかけたところでふと驚いたように目を丸くして、「あれ、ひょっとして彼女けっこう若い？　いくつ？」

「……十六、です」無ぶ遠えん慮りよな人だなと思いつつキーリは硬い表情で答える。

「じゅうろく！」

　と男は素すっ頓とん狂きような声で復唱し、「十六かあ。微妙だなー……」片手で口を覆おおって何やら複雑な顔で、さっきはもう少し上に見えたのになあ迫力あったからかなあなどとぶつぶつと呟つぶやきはじめた。

「あの、用がないなら通してくれませんか」

　キーリは眉まゆをひそめて男の顔を睨にらみあげ（微妙っていうのはどういう意味なんだ）、相手を路地から押しやるようにさっき下がった半歩を踏ふみだした。怯ひるんだように相手が半歩引いたので内心でほっとしたのも束つかの間、肩を摑つかまれて押しとどめられ、

「いや、待ってよ。まあせっかくだからさ、飯くらい」

「放してくださっ──」

『しつこいぞ、貴様！』

　唐とう突とつに割り込んできた怒声と同時にラジオの周囲で空気が膨ふくれあがる気配けはいを感じ、「兵へい長ちようダメ！」とっさに叫んだキーリの声にぎりぎり衝しよう撃げき波はの放出は中断されて、スピーカーからぽすっと軽い空気のかすが漏もれた。

（やばっ……）

　ラジオをさっと抱きかかえて目の前の男に視線を跳はねあげる。「なんだ、誰だれだ？」男は片手でキーリの肩を摑んだまま、声の主を捜して周囲を見まわしている。

　兵長のバカ、短気。心の中でラジオに文句を言いつつ、今のうちに突き飛ばして逃げてしまおうかとアスファルトを踏む軸じく足あしに力を込めたとき──

　がらごろがらと、男の後ろから何かが転がる音が近づいてきた。

　男が肩越しに背後を振り返り、その途端とたんわっと声をあげて逃げるようにこっちに向かってきたのでキーリは反射的に壁かべ際ぎわに飛びのいた。直後、目の前で何か巨大な四角い物体が男の背中を突き飛ばし、男は派は手でにつんのめって見事顔面からアスファルトに突っ伏した。

　転がってきたのはキャスター付きのカートにくくりつけられた大きな旅行鞄とらんく──男を突き飛ばしたところで軌道を変えてぐらりと傾き、とどめとばかりその背の上に横倒しになった。

（あー……）

　壁に背中を張りつけたまま、キーリは足もとに沈んだ男の後頭部を若じやつ干かんの同情を込めて見おろした。

「痛いてて、なんなんだよ……」

　擦すり剝むいた顔を押さえつつ男がよろよろとトランクの下から這はいだしてくる。恨うらみがましく背後を振り返り、「野や郎ろうっ、何す」言いかけた文句を、しかし途中でぶち切ってぎょっとしたように目を見開いた。

　キーリも男の視線を追って顔をあげ、同じようにぎょっとして思わず心持ち身を引いた。

　切り立ったコンクリート壁に挟はさまれた路地の入り口に、両手を腰こしにあててふんぞり返った態度で立っている人ひと影かげがあった。表通りから届く街灯が逆光になって人影の輪りん郭かくをまさしく影として浮かびあがらせ、その漆しつ黒こくの人型をしたものの顔の中心で、巨大な昆虫の複ふく眼がんみたいな真ん丸のぐるぐる眼鏡めがねがグロテスクな光を放っている。

「しつこい男は嫌われるっていう母星の哲学者の名言を知らないの？」

　ぐるぐる眼鏡の人影から凛りんとした女の声が発せられた。

「相手にされてないのわかってんでしょう。とっとと失うせなさい」

「なんだ、関係ないだろ。変なカッコしやがって──」

「何、聞こえなかった？」

　かつんとブーツの踵かかとを打ち鳴らしてぐるぐる眼鏡めがねが一歩踏ふみだしたので、男は気け圧おされたように抗こう議ぎの声を飲み込んだ。

「公用語わかる？　ちゃんと耳と脳みそ繫つながってる？　なんならその軽そうな頭かち割って繫げてあげましょうか。外げ科か手術って一回やってみたかったのよね」

　人ひと影かげがもう一歩踏ふみだし、尻しりもちをついたまま男がごくりと喉のどを鳴らして後ずさる。「仕方ないからもう一度だけ言ってあげる。それで聞こえなかったらいよいよ頭をあけてみないとね……」トーンを落とした女の声が路地の薄うす暗がりに物ぶつ騒そうに響ひびき、ぐるぐる眼鏡がぎらりと硬質な光を反射する。

「と・っ・と・と・失・」

「くそっ」

　彼女の台詞せりふを最後まで聞くことなく男はぱっと跳はね起きて、半ば中ちゆう腰ごしのまま路地の反対側の出口を目指して走りだした。

「あれ、もういいの。ナンパするならするでもっと根性入れろー」

　コンクリート壁かべの隙すき間まへと消えていく男の背中を露ろ骨こつにつまらなそうな彼女の悪あく態たいが追いかけていく。
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「軟弱ねえ、ちょっと脅おどしただけなのに」

『お前のそのいでたちのせいで逃げたような気もするが……』

　ぐるぐる眼鏡めがねの視線を路地の奥に投げてふんと鼻を鳴らす彼女にラジオが呆あきれ声で突っ込んだ。キーリも胸中で頷うなずきつつ壁かべから背を離し、前に立つ彼女のいでたちをあらためて見あげる。

　トレードマークの長い金髪をすっぽり被かぶったスカーフの中に押し隠し、探偵ばりのトレンチコートの襟えりを顎あごまで立てて、とどめが鼻の半分までかかる分厚いビン底みたいな丸眼鏡──どこから見ても怪しい人だ。これが知りあいじゃなかったらキーリでも極力関かかわりあいになりたくない。

「何、その格かつ好こう」

「完かん璧ぺきでしょ？」何な故ぜか勝ち誇ったように胸を反そらして答える彼女。

「完璧っていうか……」

　準備というのがたぶんこの変装だったのだろう。街まち中なかで顔を隠すためなのだろうというのはわかる。その意味では確かに完璧かもしれないが、別の意味で疑問を感じなくもない。

　どう答えていいのやら判断できずノーリアクションで見つめ返すだけのキーリに、彼女はだんだんどうでもよくなってきたようで「ま、いいわ」と一方的に話題を終わらせた。

「それで、そんなことより稼かせげたんでしょうね」

「一応。そこそこには」

　今夜の宿代と目的地までの列車代と、あと若干の生活費。当面必要な最低限の費用を稼いだところで切りあげて、賭と博ばく場じようを出てきたところだった。派は手でに勝ちすぎる必要はないというのもキーリのカードの師匠（具体的に何かを教えてもらったわけではないが）の流りゆう儀ぎだが、ぐるぐる眼鏡の彼女のほうはその流儀に感じ入るところはまったくないらしく不満げに口をとがらせて、

「なんでそこそこでやめるのよ。勝てるだけふんだくってきなさいよ。もう、使えない子ね」

　理り不ふ尽じんな文句を言いながら倒れたトランクを引きずり起こし、自分で持つのかと思ったら当然みたいにこっちに押しつけてくる。つい手を出してカートの取っ手を摑つかんでしまってから、キーリはどうにも複雑な気分で溜ため息をついた。キーリの荷物はおまけ程度に一緒にカートにくくりつけられている中くらいのスポーツバッグだけで、ただでさえでかいのに両面が異様な感じに膨ふくらんで今にも金具が弾はじけ飛びそうなこのトランクの内部はベアトリクスの持ち物（主に服）で占領されている。

　立ち寄ったウエスタベリのショッピング街でベアトリクスが衝しよう動どう買がいをしまくった結果、この不格好なトランクと引き換えに目的地に着く前に旅費が底をついてしまったのであって、結果無賃乗車がばれて寄るつもりのなかったこの途中駅で放りだされたのであって、結果今夜の宿代すらない極ごく貧ひん状態から手っ取り早く脱出するためにキーリが賭博に手を出すはめになったのであって。

「行くわよ。はやいとこホテル探して部屋に引っ込んで明日の朝一番にこんな街からはおさらばだわ。あーもううっとうしいったらこの格かつ好こう、だからこの街で降りるのだけは嫌いやだって言ったのにっ。なんでよりにもよってこの街で降ろされないといけないのようっ」

　自じ業ごう自じ得とくという言葉は彼女の辞書には掲けい載さいされていないのだろうか。喚わめきたてながらずんずん歩きはじめた彼女のあとをキーリはカートを引きずり引きずり慌てて追いかけた。

『何を根拠にあの女は常に偉えらそうなんだ？』

「さー……」

『ったく、不ふ死し人にんってのはなんだってこうどいつもこいつも何かしら性格に更正不可能な欠陥があるんだか。蘇そ生せいの技術に何か根本的な問題があったんじゃねえか』

「……」

　キーリはあえてその話題には反応しないで、ごろごろとカートを引きながら夜の街並みに視線を巡めぐらせた。

　ウエスタベリ教区の中心地からはだいぶん離れた辺境の街だが、それでも商業都市ウエスタベリの影えい響きようを濃こく受けた街の雰囲気は開放的で、夜になってもそれなりに賑にぎわっている。古い街のわりに近代的な区画整理が行き届いていて立ち並ぶ建物はどれも比較的新しく、しかし家々の屋根の向こうに小さく見える中央広場の鐘しよう楼ろうだけが古びた造りのまま、街まち灯あかりでうっすらとライトアップされたブルーグレーの夜空に馴な染じんで佇たたずんでいる。

　斜め前を行くベアトリクスの横顔に視線を送ると、ひととおり喚き終えて気が済んだのか彼女はもう口をつぐんで黙もく々もくと歩いていた。分厚い眼鏡めがねに隠れた青い瞳ひとみの奥底にキーリには読み取れない深い表情を沈ませて、鐘楼のてっぺんをまっすぐ見み据すえて。

　ウエスタベリ教区のはずれの街、トゥールース。

〈魔ま女じよ狩り〉、あるいは〈トゥールースの大火〉──そんなふうに呼ばれるちょっとした歴史上の事件があったことで知られるこの街に、かつて一人の不死人の女が住んでいたという。

　そして今日、彼女は事件後数十年が経過してはじめて、不本意ながらこの街を訪れることになったのだった。
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　ちかちかと瞬またたく電飾に彩られ人々の喧けん噪そうで賑わう中央広場の入り口で、キーリはベアトリクスと並んで数十秒ばかり啞あ然ぜんとして立ち尽くしていた。

　正面奥にそびえる鐘楼の塔は斜め下からライトアップされて夜空に青白く浮かびあがり、そこへと続く参道の両りよう脇わきには〈魔女狩り〉の一シーンを象かたどったと思われるレリーフを看板に掲かかげた土産みやげ物もの屋やが軒のきを連ねている。レリーフと同じデザインをあしらった織おり物だとか壺つぼだとか魔ま除よけのリースだとかにはじまって、魔女のパイやら魔女のキャンディーやら、道端で大げさな手振りを交えて魔女伝説の朗読を披ひ露ろうしている者まで。

　駅の近くで今夜の宿を見つけたのが小一時間前。まだ時間もはやいし夕飯がてら鐘しよう楼ろうを見物してきたらどうかと宿主に勧められ、気乗りしない様よう子すのベアトリクスをせっかく来たんだしと誘ってもう一度街に出たのだが（なんだかんだ言って、ベアトリクスがあの鐘楼を気にしていることはわかったから）──。

　そこで目にした光景が、これだった。

〈トゥールースの大火〉で全焼した教会の建物は他ほかの場所に移転・再建されたので、すでにこの場所に教会としての役割はない。ところが奇跡的に焼け残った鐘楼に魔女の怨おん霊りようが出るという噂うわさが広まり、それを利用して胡う散さんくさい便乗商売をはじめる連中が続々と集まってきたのだという。今やこの広場はウエスタベリとノースハイロを行き来する旅行者たちを目当てにした観光名所に発展しているのだそうだ。

　教区はずれとはいえ曲がりなりにもウエスタベリ地方。商人魂だましいがここまで根を張っているということなのだろうか。

「こんな明るい街で〈魔女狩り〉があったなんて信じられないね」

　……あ。

　呼び込みのがなり声や高らかな朗読の声、見物客たちのざわめきが織おりなす喧けん噪そうの中を歩きはじめて、楽天的な空気に影えい響きようされてしまったのだろうか──ついそんなことを口に出してしまい、すぐに後悔して隣となりを歩くベアトリクスの顔色を窺うかがった。ぐるぐる眼鏡めがねの無表情な視線を周囲に巡めぐらせながら、彼女は「そうねー」と、少なくとも表面上は別に気分を害したふうもなく気軽に頷うなずいて、

「恐怖心とか猜さい疑ぎ心とか、そういう負の感情って感心するくらいあっという間に伝染するものなのよ。ひと晩で街全体が集団催眠にかかったみたいに変へん貌ぼうすることもある」

　視線は適当な方向に向けたまま、平板な口調でつけ加えた。「ベアトリクス……」何か言い繕つくろおうとしたが結局思い浮かばずに、キーリは気まずい思いで黙だまり込んだ。

　どうして今まで関連づけて考えなかったのか、自分もイースタベリの寄宿舎にいたとき魔女扱いされていたことがあったのを思いだした。言いだしっぺが誰だれだったのかはわからない。他愛のない意い地じ悪わるからはじまったものが広まるうちに妙に具体性を帯びていかにも本当っぽい話に発展し、新学期の最初の一ヵ月でキーリの寄宿舎での孤立が決定したのだ。

　そういえば最近すっかり思いだすこともなくなっていた。生まれる前のことだったくらいに遠い昔の話のように思える。けれどあそこから連れだしてもらってからまだ二年もたっていないのだ。いや、もう二年かな……。

「ねえ、ねえ。考えたんだけど」

　と、隣でふいにベアトリクスが言いだしたので、キーリは内側に沈みかけていた思考を外に引っ張り戻した。「ん。何？」心持ち気き遣づかわしげに訊きき返すと、彼女は相変わらずのぐるぐる眼鏡めがねで参道沿いの看板のレリーフを見あげながら、

「これって少しくらい私にマージン入ってもいいと思わない？」

「はあ？」

　真ま面じ目めくさった口く調ちようでそんなことを言うのでキーリは思わず裏返った声をあげてしまった。

「だって今こいつらが儲もうけてるのは魔ま女じよさまさま、私のおかげってことじゃない。それなのに私のほうはといえば一夜の宿にも苦労する極ごく貧ひん生活よ。この差はいったいなんなの？　ぜったいマージンふんだくる権利があるはずだわ」

　極貧生活はベアトリクスの浪ろう費ひ癖ぐせのせいだし、苦労して宿代を稼かせいだのはベアトリクスじゃなくて私だと思うけど……。握り拳こぶしすら作って主張する彼女の横顔をキーリは半眼で睨にらみやり、反応する気力もなく嘆息して視線を逸そらした。少しでも気を遣った私が馬ば鹿かだったかも。

　前方にそびえる鐘しよう楼ろうを何なに気げなく眺める。

　交こう錯さくする三本のライトを斜め下から受けて夜空に浮かびあがるその光景は幻想的で、しかし見ようによってはどこかおどろおどろしくもあり──。

「──？」

　鐘楼のてっぺんに人ひと影かげが見えたような気がして一いつ瞬しゆんぎょっとした。

　目を凝こらしたが、アーチ形にくりぬかれた鐘かねつき堂の窓の中には今はもう鳴らされることのない古い大おお鐘がねが吊つり下がっているだけで、べつだんおかしなものは見つからなかった。柱か何かの影がライトを受けて鐘に映り込んだのかもしれない。

「ベアトリクス、私お腹なか空すいた。何か買ってくるよ」

　特に気にすることなく気分を切り換えて、いかにしてマージンをふんだくるかという計画を懲こりもせず一人で喋しやべり続けているベアトリクスに声をかけたとき、

「魔ま女じよだ！」

　唐とう突とつな呼びかけと同時に背中を引っ張られた。一見まるで無防備な様よう子すで喋り続けていたベアトリクスが瞬しゆん時じに口を閉じて身構える。わずかに遅れてキーリも振り返ったが、背後には歩き過ぎる見物客の波があるだけ──。

「魔女だ！」

　顎あごの下から再び聞こえた声に視線を落とすと、小さな男の子がキーリのダッフルコートの裾すそをしっかり摑つかんでいた。

「……えー、と」

　反応に困って固まってしまう。男の子はキーリの顔を見あげてきらきらと目を輝かがやかせ、

「おねえちゃん魔女だよね！　やった、モニカ、魔女を捕まえたよ！」

「やめなさい、イルッ！」

　男の子の弾はずんだ声に別の厳きびしい声が重なって、人込みの向こうからもう少し年かさの少女が駆かけ寄ってきた。呆あつ気けにとられているキーリのコートから男の子の手を引っぺがし、男の子の頭を押さえつけながら自分もぺこぺこと頭を下げて、

「す、すみません！　弟がとんでもないことをっ」

「でも魔ま女じよにそっくりだよう？　絵で見たもん！」

「ばかっ、そんな忌いまわしい言葉を簡かん単たんに使っちゃだめって言ってるでしょ！」

　叱しかられて男の子はしゅんとして口をつぐむ。「いえ、あの」とんでもないとまで言われるほどのことをされたとは思わなかったのでキーリのほうが戸惑ってしまい、助けを求めてベアトリクスを振り返ると、彼女はずり落ちかけた丸まる眼鏡めがねをかけなおしながら何やら口をへの字にひん曲げていた。

「なんだか釈然としないわ、なんであんたが魔女なのよ。〈トゥールースの魔女〉は絶世の美女って噂うわさじゃないの？　それにもっと胸もあったはずだし」

「……どうせ」

　こっちこそ釈然としない気分でキーリはぐるぐる眼鏡のおかしな旅の仲間を睨にらみやった。彼女のほうは悪びれたふうもなく、「あーあ。なんか気が抜けちゃった」と大げさにあくびなんかをしてみせて、

「観かん光こう客きやくみたいなことするのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきたし、私戻ってるわ。あんた適当に食べて帰ってくれば」

「ベアトリクスってば……もう」

　一方的に言い置いて人込みの中を立ち去っていってしまう彼女の背中を見送りながら、とことん自分中心な性格と頭に被かぶったスカーフからわずかに覗のぞく金髪にかつてのルームメイトの姿を重ねあわせて、しょうがないなあとキーリは諦あきらめ半分の溜ため息をついた。

　まだ申し訳なさそうに小さくなっている少女とその弟の少年にあらためて向きなおり、軽く腰こしをかがめて目線をあわせる。

「あの、私が困るんだ……。もういいから顔あげて」

「うん！」

「こらっ」

　少年のほうが真っ先にぱっと明るい顔をあげ、囁ささやき声で弟をたしなめつつ少女もやっと頭をあげてくれた。それでもまだ俯うつむき加減に「ほんとにすみません」と謝しや罪ざいを繰くり返し、弟を軽く横目で睨んで、

「この子ってばあなたの格かつ好こうを見て、それで……」

「あー……」

　キーリは納得した声を漏もらして自分の格好を見おろした。

　伸ばした黒髪に黒のダッフルコート。出がけにホテルの主人が話していた魔女の怨おん霊りようについての噂うわさを頭の隅すみで思いだす。

　聞いたところによると、なんでも相当多数の目もく撃げき情報があるらしい。顔に醜みにくい凄せい惨さんな火傷やけどを負った、長い黒髪に黒服の女。鐘しよう楼ろうのてっぺんで恨うらめしげに両手を広げておどろおどろしい声で訴える。熱い……苦しい……憎にくい……。人間どもに復ふく讐しゆうを……過去の愚ぐ行こうを忘れるな……。あまりに具体的すぎるし、台詞せりふもなんだか芝しば居いがかっていてどうにも噓うそくさい。しかし客寄せのためのアトラクションだろうと疑った人々が鐘楼を調べてもなんの仕掛けも見つからず、やはり本物の怨おん霊りようという説が有力らしい。

〈トゥールースの魔ま女じよ〉の正体を知っている──知っているどころではなく一いつ緒しよに旅をしていたりするキーリからすればもちろん彼女が怨霊になっているはずはないし、それに黒ずくめというイメージは彼女とはかけ離れている。魔女の怨霊っていったい……？

「イル、何度も言ってるでしょう。魔女なんてもうどこにもいないのよ。ずっと前に火あぶりになって死んだんだから」

「でも幽ゆう霊れいはいるんだよっ。みんな見たって言ってるもん」

「それはここの人たちがお客さんを呼ぶために大げさに言ってるの。いくら魔女が邪じや悪あくな存在でも、神さまは広い御み心こころでお赦ゆるしになって御み許もとへお召しになったのよ。悪魔の使いでさえ改心して赦されたお話、前に礼拝で聞いたでしょ？」

「……」

　弟を説得する少女の台詞に無む意い識しきに眉まゆをひそめてしまったのが伝わったのか、少女が不ふ思し議ぎそうにこちらを見あげてきた。キーリは表情を取り繕つくろい、

「じゃあ、私は行くね」

　言い置いて幼い姉きよう弟だいのもとを離れた。自然と早足になっていて、それに気づかれたくなくてもう振り返らなかった。







　魔女のパイとかいうのをひと切れ買い、見物客の賑にぎわいから離れた広場の隅すみのほうへ行って路肩に腰こしを降ろした。ラジオを隣となりに置いて電源を入れると、ぷつっと短い雑音のあと音質の悪いアップテンポの音楽が静かに流れはじめる。人目のあるところでは聞けない禁止された種類の音楽だが、ここなら少しくらいの音は大丈夫だろう。

「兵へい長ちよう？」

『……おう』

　声をかけると、一拍おいて弦楽器の割れた音ね色いろの向こうから男の声が答えた。

　広場の騒さわぎが苦にが手てだと言うので入り口に着いたときから電源を切っていたのだ。言われてみると、喧けん噪そうと人々の興こう奮ふんした感情が飛び交う人込みの雰囲気は以前イースタベリで訪れた植民祭のカーニバルと似ている。

　今年ももうそろそろ植民祭の季節がやってくる。パイをぱくつきながら（どのへんが魔女のパイなのか、玉ねぎとミートフィリングのなんの変哲もないパイだった）視界の先にぽつぽつと浮かぶ広場の灯あかりを眺ながめて、もうそんな時期なんだなと考えた。

　冷え込みが感じられるようになった秋の夜風にコートの中で軽く身をすくめ、顔にかかる邪じや魔まな髪を搔かきあげる。

「兵へい長ちようさ、少し無口になったよね」

『……あ？　そうか？』

「うん。あんまり文もん句く、言わなくなったし」

『別にそんなつもりはねえが……。文句を言う相手がいねえからじゃねえか』

「ああ、そっか」

　妙に空そら々ぞらしい受け答えになった。

　それからまた二人とも口を閉じてしまい、沈ちん黙もくが気まずくて頭の中で別の話題を探していると、ラジオのほうも同じことを考えていたのか、『それより』とどこか無む理り矢や理りな感じで切りだした。

『お袋さんのこと、何かわかるといいな』

「あ、と、そうだね」

　同じ話題を思いついていたところを先に言われて若じやつ干かんあたふたと頷うなずく。

「まさかベアトリクスが内ない緒しよで調べてくれてたなんて思わなかったよ」

『……まあ、』少し間があった。『あの女も相当素直じゃねえからな』

　ベアトリクスと最初に知りあったあの街──宇宙船の遺い跡せきを望む西サウスハイロの鉱山街に住んでいたのは、もう一年半も前のことになる。事件があってあの街を出てから、ベアトリクスと一緒に東サウスハイロの街々を転々とする暮らしになった。自じ警けい団だんという穏おだやかでない組そ織しきがあるにしろ、広大なうえに教会兵の絶対数が少ないサウスハイロ大陸は大都会ウエスタベリの混こん沌とんに次ついで不ふ死し人にんが身を隠すのに好都合なのだという。

　もしかしたらキーリの気が塞ふさがないようにわざとあちこち忙しく引っ張りまわしてくれたのかもしれないし、でもまあたぶん単に飽きっぽいだけなんだろう。

　東サウスハイロでの生活が唐とう突とつに終わりを迎えることになったのは、サウスハイロ大陸で過ごす二回目の春が過ぎて、寒冷な本大陸に比べると長い夏の季節に差しかかった頃ころ。そんなことを調べている素そ振ぶりなんて少しも見せなかったベアトリクスに、彼女の情報筋からキーリの母親についての手がかりが得られたといきなり伝えられたのだった。

　場所はノースハイロとウエスタベリの教区境に位置する街。東サウスハイロから本大陸北部のノースハイロ教区まで行くには、砂さ船せんで本大陸に戻り、鉄道を乗り継ついでウエスタベリ経由で北へ──最短ルートを最少のタイムロスで強行したとしても一ヵ月近くかかる道のりだ。休きゆう憩けいを挟はさみながらの普通の旅程なら二、三ヵ月必要になる。

　行ってみる？　あんたにその気がなければやめてもいい。ノースハイロは遠いわ。

　ベアトリクスに（何な故ぜかちょっと不ふ機き嫌げんそうに）選択権を任されたとき、キーリは少しためらったあと、やはり前者を採った。実のところ今さら母親や自分の出生のことをどうしても知りたいわけでもなかったのだが、それでも、それなりに何ごともなく過ぎていく日常に順応しつつも常に何か違和感があったし、何より、目的地が首都のお膝ひざもとと言われるノースハイロ教区であったことが、たぶん一番の理由だったのだと思う。

　一年半前の春、キーリのカードの師匠はサウスハイロ大陸を出て首都へ向かった。向かったらしい。そう聞かされている。

　その後の音おと沙さ汰たはない。

　一年半。夏と秋と冬と春と夏が終わって秋が半分過ぎた。

　いつの間にか誕たん生じよう日びがもうひと巡めぐりして十六歳になって、伸ばしっぱなしの髪も背中に届くくらいになって、イースタベリの寄宿舎を出た十四歳の冬から二つ歳としを取って背も若じやつ干かん伸びたけれど、どことなくあの頃ころの感じに戻ったかもしれない。

　それから、これもあの頃着ていたのと同じような黒のダッフルコート（スカートを穿はく気まではさすがに起きないので下はショートパンツにブーツだが）。

　どうしてか、気がついたらそういう格かつ好こうになっていた。

　もしかしたら、と考えているのかもしれない。十四歳の秋の終わり、イースタベリの駅で偶然出会ったときみたいに、もしかしたら。

　……馬ば鹿かみたいだ。

　それ以上考えるのをやめてパイの残りを口に放り込み、意味もなく慌あわててごまかすような感じで「いほう」行こうと言おうとしたのだがそんな口く調ちようになりつつラジオを持って腰こしをあげる。

　コートの裾すそを払うついでに夜の闇やみにいっそう暗く沈み込む自分の黒ずくめの格好を見おろして、さっきの姉きよう弟だいのことを思いだした。逃げるように去ってきてしまったことに後ろ暗さを覚えて、まだまだ子供っぽいなと自分に呆あきれる。

　でも、神さまはきっと不ふ死し人にんの魂たましいを安らかに天に召してくれる気なんてないのだろう。それにもしも神さまを信じる人々の魂がすべて滞とどこおりなく天に召されるというのなら、どうして死んでもなおこの地上に縛しばりつけられて苦しんでいる亡ぼう霊れいたちがいるんだろうか……。




　熱い──。




「ふぉ……」口の中のものを急いで飲み下してから、「どうしたの、兵へい長ちよう？」

『何がだ？』

「今、」

　言いかけてキーリは言葉を切り、きょろきょろと周囲に視線を走らせた。

　参道の人込みのほうが何やら騒さわがしい。もちろんさっきから賑にぎやかではあったが、浮き足だったような興こう奮ふんした騒さわぎに変わっている。

　小走りで駆かけ戻り、土産みやげ物ものの露ろ店てんの隙すき間まからもとの参道に顔を出すと、何か諍いさかいが起こっているようで通りの一角に人だかりができていた。

「今鐘しよう楼ろうに、黒い髪の女がっ……俺おれのことを睨にらんでたんだ！」

　主張する声と何もいないじゃないかと馬ば鹿かにする声が飛び交っている。

　騒ぎを遠巻きに眺める野や次じ馬うまの壁かべの後ろでキーリは立ちどまった。鐘楼の鐘かねつき堂に目を凝こらして何かを見つけようとしている人々の姿もあり、キーリも人々の頭越しに鐘楼のてっぺんを見あげたが、当たり前のように人ひと影かげなど見えない。

　見えないが──。

「……兵へい長ちよう、あの塔とう誰かいるね」

『キーリ』

　鐘楼に視線を向けたまま呟つぶやくと、ラジオがぼそりと、念を押すようにそれだけ囁ささやいた。

　キーリは軽く顔をしかめ、「わかってる。首は突っ込まない」若じやつ干かん意地になって言い返して鐘楼から視線をはずした。兵長にきつく言われているから──ではなく、もう子供じゃないから危険かもしれないことに好奇心だけで首を突っ込んだりはしない。

　遠くの鐘楼と近くの人だかりに背を向けて、しかしその場を離れる前にもう一度、半分だけ振り返った。

　鐘つき堂の中にはやはり誰だれの姿も見えなかったが、何かを訴えかけるような視線がじっと突き刺さっていることに気がついていた。たぶんキーリには見えているということが向こうにもわかるのだろう。

　きびすを返して歩きだしてもまだ背中に視線を感じていた。しかし見ているだけで何も言ってはこない。

　……私は首は突っ込まないけど。

　心の中で呟く。相手を突き放すように、というより自分自身に意地になって。

　けど、私に何か用があるなら、そっちから来ればいいんだ。
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　熱いという感覚も痛いという感覚もすでになく、ただ引きつれた感じが気持ち悪くて頰ほおを擦こすると焼けただれた皮ひ膚ふが剝はがれて手のひらに貼はりついた。

　周囲は炎と煙と夜の闇やみに包まれて、強風が炎を巻きあげる轟ごう音おんの向こうで人々の悲鳴や喚わめき声が聞こえている。煙が喉のどに入り込んで呼吸ができないので助けを呼ぶこともできない。

　苦しいとか怖いとかいう感情もなんだかもう遠いところにある。

　どうしてこんなことになったのだろう。薄うすれゆく意い識しきの中で、黒いメイド服の裾すそに火が燃え移っていく様よう子すを他ひ人とごとみたいに見おろして、少女は自じ嘲ちようぎみに考えた。

　ハラー氏のお屋や敷しきに住み着いているあの女は不ふ死し人にんらしい──そんな噂うわさが広まるきっかけを作ってしまった本人は決してあの人を陥れようとしたのではなく、むしろ自慢したくてうずうずしていて、街の友だちにこれは絶対秘密なんだけどと言いつつ告白してしまったのだ。私がお世話させていただいてるお嬢じようさまはね、実は魔ま女じよなのよ。だから決して歳としを取らずに、いつまでもあんなふうにお若くて綺き麗れいなままなんだわ。

　それからあとの事じ態たいの進行といったら呆あきれるほど迅速だった。街全体が何かの細菌に集団感染でもしたかのように噂はあっという間に広まって、ハラー氏のお屋敷の魔女は捕まって鐘しよう楼ろうの地ち下か牢ろうに放り込まれて火あぶりの刑に処せられて、しかし魔女のために焚たかれた火は彼女の美しい金の髪を燃もやすついでに、噂と同様に迅速に凶悪に街全体に燃え広がった。

　まだ死にたくない……。

　起きあがろうとしたが、すでに頭を持ちあげる力も残っていなかった。さっきまでかろうじて動かすことができた腕ももう動かない。

　どうしてもあと一つしなくちゃいけないことがあったのに、どうやら無む理りみたいだ。

　燃え広がるスカートの火を眺ながめながら、視界が次第にぼんやりとした暗くら闇やみに沈んでいく。

「……い……」

　せめてここで言っておこうと残った力を搔かき集めて声を絞しぼりだしたが、最後まで台詞せりふを言い切ることができたのかはわからなかった。







　枕まくらに頰ほおをつけたまま、キーリは目だけをあけて青灰色の薄うす闇やみに包まれた部屋の一点を見つめていた。

　ホテルの寝室。閉ざされたカーテンの向こうは室内の薄闇よりも一段暗い夜の闇色。強い風が窓ガラスを叩たたいている。

　その窓の前に人ひと影かげが佇たたずんでいた。着ているメイド風のエプロンドレスの黒が、夜闇の中で沈み込むのではなく不ふ思し議ぎとぼんやりとした暗い光を滲にじませている。首から上は闇に消え入って顔は見えないが、相手のほうもじっとこちらを見つめているのがわかる。

（……なんだ、ほら。ちゃんとそっちから来たね……）

　声には出さずに話しかける。

　人影が近づいてくる。足音は立てていないのに、ずるずると何かが床を引きずるような気配けはいが何な故ぜかある。

『おいっ、キーリ──』

　視界の外からラジオの声が割り込んでくる。

『キーリ、逃げろ！』

　キーリはベッドに横になったまま動かずに、近づいてくる人ひと影かげの闇やみに紛まぎれて見えない視線をそれでもまっすぐに受けとめていた。もしかしたら本当に動けないのかもしれないが試していないのでわからない。

『キーリ、おいってば！　何やってる！』

　あらぬ方向へ放たれたラジオの衝しよう撃げき波はが壁かべを叩たたく音が聞こえた。サイドテーブルに置いておいたのは覚えているが、どっちに向けてあったんだっけ。変な方向だったかも。

　メイド服の人影はすぐ目の前まで近づいている。そのまま立ちどまらずに、しかしぶつかることもなくするりとキーリの身体からだと重なって、そこで姿が消え──

　視界が一いつ瞬しゆんぐにゃりと歪ゆがんだような気がした。

　数秒後、

　ベッドの上でキーリはゆっくり身を起こした。

　駄だ目めだおい待てとか正気になれとかラジオがまだ何かうるさく喚わめいていたが反応することなく、コートを取って部屋を出る。
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「確かこのへんに……あった」

　呟つぶやいた声が螺ら旋せん階段の壁かべに乱反射して自分の声じゃないみたいに響ひびく。よく残ってたなあと感心しながら壁に這はわせた指の先に触れたランプに火を入れると、黄色い光がじわりと灯ともって古い石壁とその周辺の狭い範はん囲いの風景を浮かびあがらせた。

　冷んやりとした石壁に手を触れて、ところどころ焼けた壁の感触を確かめる。

　鐘しよう楼ろうは外から見物できるのみで一般客は立ち入ることができず、人ひと気けがなくなった深夜になってからこっそり忍び込んだ。奇跡的に焼け落ちなかったというだけで相当脆もろくなっているし建物自体古いので、内部はかなり危険な状態になっている。慎重に壁をつたいながら周囲に視線を巡めぐらせて、どうも視界がひどく歪むと思ったらこんなところで誰だれかに見られる心配などないというのにまだあのド近眼眼鏡めがねをかけていた。

「……悪かったわねえ。私だって好きでこんなダサいカッコしてんじゃないわよ」

　誰にともなく小声でぼやいて眼鏡をはずし、トレンチコートの胸ポケットに突っ込んだ。スカーフのほうは防寒にもなるので被かぶったまま、あらためてあたりを見まわす。

　閉へい塞そく感かんのある狭い空間。あるものといえば石壁と低い天てん井じよう、鉄てつ格ごう子しの覗のぞき窓がついた小さな扉とびら、壁の鍵かぎ掛けの痕こん跡せき、階上の闇の中へと消えていく細い螺旋階段。

　教会の鐘楼の地下に牢ろうがあるというのも穏おだやかではないが、本来は牢ではなく信仰者が独ひとりでこもって深い祈りを捧げる場所だったらしい。

（意外と何も思わないもんね……）

　懐なつかしく思うのか、それとも憎ぞう悪おが募るのか──ここに戻ってきたとき果たして自分はどう感じるのだろうと思っていたが、さっぱりしたことに取りたててなんの感情もわいてこなかったというのが結論だった。

　壁かべのランプを取りはずし、覗のぞき窓の格こう子し越ごしに牢の奥をかざしてみる。暗い小部屋の片かた隅すみに簡かん易い洗面台の残ざん骸がいが見える以外は何も残っておらず、床に厚く埃ほこりと灰じんが降り積もっている。当時は他ほかにもなけなしの寝台があったと思うが。

　堅くて狭くてかけらも寝ね心地ごこちを保証してくれない簡易寝台、ふてくされてそこに寝転がっている当時の自分の姿が、闇やみの中でランプの火が灯ともるようにぼんやりと滲にじんで見えてきた。せっかく働かないで綺き麗れいな服着ていい暮らしできるとこ見つけたのに、あーくそお風ふ呂ろ入りたい煙草たばこ吸いたいとかなんとか壁相手にぶつくさと毒づいたりして、虚むなしくなって溜ため息とともにごろりと身体からだの向きを変える。人の気配けはいに気づいて首をもたげると、扉の覗き窓からそっと見ている人ひと影かげがある。

　黒髪に黒いメイド服の少女。見たことがあるような気もしたが地味な少女だったし、使用人はハラーの屋や敷しきに何人もいたので正直言って個別に気にかけたことはない。

「なんの用？」

　ぶっきらぼうに吐き捨てると少女はびくりと首をすくめて、「あの、お食事を……」そう言っていったん覗き窓から姿を消すと、扉の下の隙すき間まからパンとシチュー皿が載のったトレーを差し入れてくる。

「……誰だれに言われたの？」今から処刑される人間に食事も何もないだろう。

「いえ、誰にも」

「誰にも？」

　少女の答えに眉まゆをひそめる。「はい。あの……、」再び覗き窓に顔を見せた少女は不自然なほど恐きよう縮しゆくして縮ちぢこまり、「私……、私が……」何か言いたいことがあるようだが言いかけては口ごもるばかりなのであっという間に苛いら々いらしてくる。大人おとなな応対をしてやる余裕もそうする理由も、もうこの街にはない。

「いらない。毒でも盛ってあったら嫌いやだし持って帰って」

「毒なんてっ……」

「あのね、私今すごく気分がすさんでるのよね。あっち行ってくれる？」

　別に毒を盛られたところで死ぬことはないだろうが（実際毒を食らったことなどないので知らないが、少なくとも死ぬほど苦しいことは苦しいかもしれない）、追い払う口実にしただけだ。狭い寝台の上で寝返りを打ってそっぽを向くと、少しして床のトレーが下げられるのがわかり、遠えん慮りよがちな靴音が壁に反はん響きようして階上へと消えていった。

　それから広場の火刑台に引き立てるために揃そろって頭の悪そうな顔をした街の男たちが降りてくるまで、訪れる者はもうなかった。







　壁かべを向いてふて寝していた自分の姿が闇やみの中にじわりと消え入り、割れた洗面台が灰じんと埃ほこりに埋もれているだけの無人の地ち下か牢ろうの風景に戻る。

　別に思い入れがある記き憶おくというわけでもない、ただこの牢で最後にそんなやりとりがあったなあというだけの話で、しかし考えてみると、不ふ死し人にんと知れた途端とたん手のひらを返して化け物扱いしはじめた街の人間たちの中で、最後に普通の人間として（不死人に食べ物など持ってこないだろう普通。馬ば鹿かじゃないのか）話しかけに来たのはあの使用人の少女だけではあった。匿かくまってくれていたハラーの当主ですら、集団ヒステリーを起こした住民たちに詰め寄られるとあっさり説得を諦あきらめて自分を引き渡したくらいなのに。

　そのハラーの当主は〈トゥールースの大火〉後流は行やった疫えき病びようにやられたとかで、ハラー家自体が今はもうこの街に存在していない。ざまあみろというのが半分、運がない男だったなあという同情が半分。使用人たちはどうしたのか、大火に巻き込まれた者もいればまだこの街で暮らしている者もいるだろうが、どちらにしてもたいして記憶には残っていない。

　顔が知られているという理由以上に、戻ってきたらいろいろと苦い記憶が甦よみがえるのではないかと今まであえて避さけていたのだが、蓋ふたをあけてみればこの街にとってあの事件は商売のネタに使われる程度の過去のできごとでしかなく、自分にとっても同じようなもので、疼うずくと思っていた傷きず痕あとは案外綺き麗れいさっぱり乾ききっていた。

（我ながら拍子抜けだわ。私って引きずらない性格よねー……）

　爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりたい相手の顔が差しあたって一つ頭に浮かんだ。そいつの面めん倒どうくさい性格のせいでキーリというお荷物を預かるはめになったわけだが、まあ悪くない日々だったかなと今は思っている。

　自分の存在を否定しない誰だれかがいてくれるのは、ちょっといいかもしれない。

（ま、言わないけどねこんなこと）

　胸中で舌を出して思考を打ち切り、かすかな焦げ臭くささと、それから少しの思い出が染み込んだ地下牢をあとにした。

　静かな靴音を響ひびかせて石壁に挟まれた螺ら旋せん階段を上る。階上にランプをかざすと緩ゆるやかにカーブする壁と壁のあいだに地上へ続く鉄の扉とびらが見えてくる。わずかに隙すき間まがあいた扉の向こうで強い風が吹き荒れて、重い鉄の扉を小刻みに震しん動どうさせている。

「わっ、と……」

　扉を押しあけて顔を出した途端、強風にばたばたとスカーフが煽あおられた。

　トゥールースの夜は風が強い。入り組んだ岩棚が街の西側に切り立っているため、西からの風が岩棚を抜けるあいだにぶつかりあい強烈なつむじ風となって街に吹き込んでくる。逆に朝になると東側の平坦な荒野から家々の屋根を撫なでる穏おだやかな風が吹く。

〈大火〉のときもちょうどこんな夜だった。

　強風と暗くら闇やみの中で若じやつ干かん手もとに苦労しながらもとのとおりに閂かんぬきを降ろし、結果的には何をしに来たわけでもなく無意味なことに時間と労力を使ってしまった気分で扉を離れた。

　数歩歩いていったん立ちどまり、スカーフを押さえながら夜空に佇たたずむ鐘しよう楼ろうを見あげる。

　それでも一応来てみたことで、さっぱりと気が済んだような気もした。これもキーリのおかげと言ったら誉ほめすぎか。けれど今こうしてあの子の旅に同行していなければ、おそらくこの街を訪れることなど二度となかっただろう。

「帰ろっと」

　独ひとりごちて軽いステップできびすを返したとき、

「……？」

　夜闇に包まれた中央広場をふらふらと歩いている小柄な影かげを見つけた。

　反射的にランプの火を消し、壁かべ際ぎわで気配けはいを潜ひそめてかすかに届く街まち灯あかりを頼りに暗闇に目を凝こらす。人影は鐘楼の表門の前で腰をかがめてごそごそしていたと思うと、中ちゆう腰ごしのまま何かを引きずるようにして今度は裏手のほうへとまわっていく。

（キーリじゃないの。何やってんのあの子……）

　夜闇と同化する黒髪と黒いコートのせいで肌はだの白さがかえって浮きあがって見えて、すぐにそれと知れた。ホテルに戻ってからたいして会話も弾はずまず早々にベッドに入って、深夜こっそり部屋を出てきたときにはよく寝入っていたはずだが（ラジオに行き先を問われてうっとうしかったので壁のほうに向けてやったら壁に向かって何やら言い募つのっていた）。

「キー……」

　気軽に呼びとめようとしたとき、ちょうど少女があたりを窺うかがうように顔をあげた──無造作に垂れた黒髪の隙すき間まから覗のぞく少女の顔を目にしてベアトリクスは思わず声を飲み込み、壁に張りついて息をとめた。

　少女は何ごともなく再び視線を落とし、やはり中腰で何かを引きずりながら鐘楼の裏手へと消えていった。

（げ、何あれ……）

　壁に張りついたまま、少女が消えた方向を視線だけで追って顔をしかめる。

　何をやっかいなことになっているのやら、少女の白い顔に別の人間の顔がぶれるように重なって見えていた。

　焼けただれた皮ひ膚ふが半ば溶け落ち、ほとんど判別不可能なほど無む惨ざんになった焼死体の顔が。
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　穴をあけたブリキの大缶を両手で引きずって、鐘楼の正面から壁に沿って歩く。缶の側面が地面を削けずる耳みみ障ざわりな音にあわせて黒い液体がとぷとぷと流れだし、吐き気を誘う澱よどんだオイル臭があたり一帯に充満する。

　鐘しよう楼ろうを半周して裏手にまわったところで缶の中身が空になり、無む造ぞう作さに手を放すとがらんがらんと安っぽい騒そう音おんを立てて足もとを転がっていった。まだ少し残っていたオイルがこぼれて暗あん灰かい色しよくの地面に点々と染みを作った。

　壁かべ際ぎわに立ち、ダッフルコートのポケットからライターを出して、布を巻きつけたたいまつの先端に近づける。

　ぼっ……！

　ライターの火が目の前で一いつ瞬しゆんめくれあがるように大きくなり、オイルを染み込ませた布に即座に燃もえ移った。闇やみの中でたいまつの先端が飴あめ色いろに燃えさかりはじめ、無言でそれを見つめる少女の顔に熱気と小さな火の粉が降りかかる。




　焼き殺せ！




　鼓こ膜まくの奥で誰だれかの声が聞こえる。はやく焼き殺せ！　骨まで残さず灰にするんだ、生き返るぞ！　狂気じみた煽せん動どうの喚かん声せいとともに、たいまつの火の中にあのときの光景が浮かびあがってくる。中央広場に組みあげられた火刑台を取り囲み、憑つかれたような形ぎよう相そうで拳こぶしを振りあげている街の人間たち。しかし次の瞬間、火刑台にくくられた人ひと影かげではなく街の人間の側から悲鳴があがる。もっと強くもっと激はげしくと焚たかれた火が強風に煽あおられて広場に飛び火し、瞬またたく間に人々に襲おそいかかって炎の舌の餌え食じきにしていく。

　逃げまどう人々のただ中で右往左往している自分の姿も見える。黒い煙に巻かれた壁が目の前に崩くずれ落ちてきて逃げ道を塞ふさぎ、メイド服の裾すそに火が燃え移る。慌あわてて消そうとするが手ではたいた程度ではどうすることもできず、両手と両足が熱せられた鉄のように真っ赤に染まって皮ひ膚ふが剝はがれ落ち骨がどろどろと溶けて──

「……！」

　はっと我に返って少女は自分の身体からだを見まわした。

　ダッフルコートも、それを着込んだ両手も両足も燃えてはいない。まだ手に掲げたたいまつの先端でぱちぱちと火の粉がはぜているのみ。

（ふう……）

　一つ息をついて視線をあげ、あらためてたいまつの火を見つめる。今はまだこれだけの火だが、地面に落とした瞬間風に煽られてあっという間に街中に燃え広がり、渦巻く炎の舌がすべてを呑のみ込むだろう。

　あのときのように。

　今夜、あの〈大火〉がこの手で再現される。過去の自分たちの愚かな行いによる悲ひ劇げきを忘れ、むしろ利用して鐘しよう楼ろうの前で浮かれ騒さわぐ人間たち。脅おどしだけでは効果がなかった以上、現実の悪夢として思い知らせてやる必要があるのだ。

　たいまつを持つ手が小こ刻きざみに震ふるえていた。鼓こ動どうがとくとくと速くなる。

（大丈夫。やるんだ……）

　自分に手と心しん臓ぞうがあったのはとっくの昔のことで、この震えも動どう悸きもこの身体からだの持ち主のものであって自分ではないのだと少女は無む理り矢や理り自分自身を納得させ、怯ひるむ心を立てなおした。

　握り込んでいたライターをポケットに戻してたいまつを両手で持ちなおし、オイルが染み込んだ地面の上にゆっくりと掲げる。

　この手を放したときすべてがはじまり、そしてすぐにすべてが終わる──。

「何をやってるの？」

「！」

　割り込んできた女の声にぎくりとして振り返ると、鐘楼の壁かべの陰から人ひと影かげが現れた。

「誰だれっ……」

　夜よ闇やみの下でスカーフを目ま深ぶかに被かぶった訝いぶかしい格かつ好こうのせいもあったが、それ以上に女が持つ研とぎ澄すまされたような雰囲気に気け圧おされて少女は身を強こわ張ばらせ、それでも必死でたいまつを前に突きだして威い嚇かくした。

「ち、近づかないで」

「今すぐその子から出ていきなさい」

　凄すごみのある声こわ色いろで命じて女が一歩こちらへ踏ふみだす。たいまつを掲かかげたまま、そのぶん少女は後ずさる。

「近づいたら本当に火をつけますっ……。こっ、この女の子も火に巻き込まれて死ぬことになります。来ないで──」

「キーリ」

　と、女は虫の居所が悪そうに眉まゆをあげ、少女ではないもう一人の少女の名前を呼んだ。

「聞こえてるんでしょ」

「な、何を言って……」

「あんた意い識しきがあるわね、キーリ」

「えっ？」

　思いもかけない台詞せりふに少女は裏返った声をあげた。「う、噓うそ！」反射的にたいまつを頭上に振りあげ、自分の中の何かを追い払うように地面に向かって振りおろそうとしたとき、ところが少女の力に別の意思が働いて腕を押しとどめた。「やっ、どうして……！」どうして干渉できるの！　混乱してやみくもにたいまつを振りまわしたが、もう一つの意思が邪じや魔まをしてぎこちない直線的な動作にしかならない。

「嫌いやっ、出てこないで！」

　あらん限りの力で抵抗し、振りかざしたたいまつから火の粉が舞まってコートの袖そで口ぐちに飛び火した。「熱っ──」とっくに失ったはずの感覚が手の甲に走る。

　瞬しゆん間かん、脳裏でその手の皮がめくれ落ち飴あめのようにどろどろと腕が溶けだした。

「いやあぁっ！」

　火を消そうとしたのか幻覚を消そうとしたのか自分でもわからないまま少女はとにかく無茶苦茶むちやくちやに腕を振りまわした。しかし焦げた臭においが広がるだけで消火の役には立たない。

「何やってんのよ、馬ば鹿か！」

「来ないでえっ！」

　駆かけ寄ってきた女に取り押さえられそうになってますます恐慌を来きたし、相手の顔にたいまつを叩たたきつけてしまったところで自分の行動にはっとした。女が被かぶったスカーフがあっという間に炎に包まれる……！

　女は動じることなくスカーフを剝はぎ取ってオイルに濡ぬれていない地面に叩き落としただけで、続いてこちらのコートの袖口を摑つかんで、自分の手のひらが焼けることも構わずに素す手でで火を揉もみ消した。

「あ……」

　最後に女がブーツの底でたいまつを踏ふみ消しているあいだに、少女は腰こしを抜かしてその場にへたり込んでしまった。

　尻しりもちをついて放心したまま、目の前に立つ女を見あげる。

　剝いだスカーフの下から露あらわになったのは、少々の火傷やけどを負っても十二分に端たん麗れいな白い横顔。腰まで届く金の髪が足もとの残り火を受けて燃もえるような輝かがやきを放ちながら、トゥールースの夜風に煽あおられてなびく。

　偽にせ物ものを演じた自分などとは比較にならない。その容よう貌ぼうはまさしく伝説どおりの〈トゥールースの魔ま女じよ〉──。

「あぁ……」

　どうして今まで気づかなかったのだろうと、少女は自分の愚かさを蔑さげすんだ。あんなに憧あこがれていたのだから、あの人が帰ってきていることがわからないはずはなかったのに。

「キーリ」

　火を消し終えた〈魔女〉が横目でじろりと厳きびしい視線を投げてきた。

「そいつを追いだしなさい。できるんでしょう、キーリ」

　それを聞いて少女はびくりと肩を震ふるわせ、身体からだを手放すまいと全身を強こわ張ばらせた。まだ渡したくない。もう少しだけ、お願い──。

　願いを聞いてくれたのか──身体の持ち主は、今度は無む理りに干渉してこなかった。

「何考えてんの、この馬鹿」

　〈魔女〉がいっそう表情を険けわしくし、プレッシャーをかけるようにブーツを踏ふみだす。

「あんたがやらないんなら、無理にでも私が出て行かせるわよ」

「ま、待ってくださいっ、私っ……」

　彼女の声を遮さえぎって少女は言いかけたが、躊ちゆう躇ちよして途中で口ごもった。でも今言わないといけない、せっかく時間をもらったんだから。あのとき直接言えなかったんだから。

　意を決して、少女は〈魔ま女じよ〉のブーツの前に身を投げだした。

「私のせいなんですっ、私があなたのことを街の人に言ってしまったんです！　そのせいであんなことにっ……」

「なんの話？」

〈魔女〉の怪け訝げんな声が頭の上に降ってくる。彼女のスカーフの燃もえかすが積もった地面に額ひたいを擦こすりつけんばかりにひざまずいて、少女は続ける。

「ずっと謝あやまりたかったんです。私のせいであんな、あなたにあんなひどいことを……。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい……」申し訳なさと、しかしやっと言えたのだという安あん堵ど感かんが心を満たした。暗くら闇やみに少女の嗚お咽えつが響ひびき、頰ほおをつたった涙がオイルのそれよりも小さな透明な染みをいくつも地面に作る。

　しばらくして、黙だまって立っていた〈魔女〉がブーツの爪つま先さきをこちらに向けて膝ひざを折った。

「……そっか。あんただったのね、あのとき牢ろうに来たのは」

　しゃくりあげながら少女は無言で頷うなずく。

「あの〈大火〉で焼け死んだの？」

　頷く。

　次に〈魔女〉の声が聞こえるまでに、数秒の間があった。

「……バッカじゃないの。そんなこと引きずって今まで消えられなかったの？　使用人の誰だれかが口を滑らせたことなんてわかってたのよ。別にあんたが言わなくても、そのうち誰かの口から漏もれていたことだわ。何を一人で悲ひ劇げきの主人公気取ってんのよ」

　ばっさりと切り捨てられて若じやつ干かん鼻はな白じろみながら顔をあげると、〈魔女〉が子供みたいに膝を抱えた格かつ好こうでしゃがみ込んでこちらの顔を覗のぞき込んでいた──はじめて彼女が屋や敷しきを訪れ、はじめて少女が彼女を見たときにとても可愛かわいらしい方だなあと思った、彼女らしい少し悪いた戯ずらっぽい微笑を乗せて。

「見てのとおり、私はこうして無事でいるわよ。あんたのほうがよっぽど辛つらかったんじゃないの。そんな姿になって、苦しんで死んだんでしょう」

「私はっ……、私はいいんです、これは罰ばつなんですっ……」

　俯うつむいて首を振ると、「だからそれが馬ば鹿かなのよ」と遠えん慮りよのない声が頭の上にかかる。

「もういいんだってば、私はあんなのもうなんとも思ってないんだから。いつまでも気にされるほうが迷惑だわ。……まったく、なんでこう私の周りってめんどくさい性格の奴やつが多いんだか」

　呆あきれたような溜ため息と、そしてふわりとやわらかい手の感触が優やさしく髪を撫なでた。




　もういいね……。




　心の中で、声が響ひびいた。




　長いあいだ苦しんだんだね。疲れたよね……。もう、いいんだよ……。




「……はい……」

　控えめな光に包まれて浄化されるように、意い識しきがゆっくりと溶けていく。

　心の中で語りかけてくるもう一つの意識に感かん謝しやを述べて、少女は本来そうであるべきとおりに、本来の持ち主に身体からだを返した。
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　車窓いっぱいに広がる景色は果てしなく退屈な砂色の朝の空と、トゥールースに穏おだやかな東の風を運ぶ緩かん傾けい斜しやの荒野。空と同じ色の煙を長く吐きだして景色をいっそう単調に塗ぬり重ねながら、荒野の線路を列車が走る。

　トゥールースの市街地を抜けると線路は北北東に軌道を変え、いよいよウエスタベリとノースハイロとの教区境へと向かっていく。

『お前って奴やつはお前って奴はお前って奴はお前って奴は……』

　今け朝さからすでに何千回も聞かされた台詞せりふをまだまだ延々と繰くり返されて、キーリは座席の上で身をすくめながらどうして耳にはフタがないんだろうと真剣に考えた。こちらの心境など知るよしもなく、窓辺に置いたラジオのスピーカーからはがみがみ声が続いている。ラジオなりに暴れまわってサイドテーブルから落っこちたらしく、朝起きたら床の上で俯うつぶせになって悪あく態たいと雑音を吐き続けていた。

　最近無口になったなどと思ったのはまるっきり気のせいだったようだ。

『なんであんな無む謀ぼうなことしたんだ！』

「なんとなく、大丈夫かと思って……」

『ほほう、なんとなく大丈夫……どこも大丈夫じゃねえーっ！』

　飛びだした怒鳴り声にキーリが慌あわててボリュームを落とそうとすると、ラジオも気がついたようで一つ咳せき払ばらいをして言葉を切った。そこで終わるかと思ったのだが甘い期待はあっさり粉砕され、多少口く調ちようが抑えられただけでまだくどくどとお説教が続く。

『二度とあんなことするんじゃねえぞ。わかったな、絶対の約束だ』

「うー、ん……」

『あ？　まさか何か反論があるのか？』

「……ううん」

『いいか、今回はたまたま素直に帰ってくれる霊れいだったからよかったものの、普通だったら本気でどうなってたかわからねえんだぞ。死んだ人間ってのは本質的に仲間を引きずり込みたがるんだ。その霊自身が意い識しき的てきに望んでいようがいまいがそれが性さがってやつで……』その話も今け朝さから何百回も聞かされた。

　心配をかけたことはそれなりに反省しているが、下へ手たしたら次の駅に着くまで続きそうなお説教にはさすがにうんざりして片耳で聞き流しながら、キーリはボックス席の向かい側にちらりと視線を投げた。

　ベアトリクスが窓辺に肘ひじをついて外の景色を不ふ機き嫌げんそうに睨にらんでいる。顔と手の火傷やけどは言われてみれば痕あとが残っているという程度に治りかけていて、そんなことよりも今朝からずっと世界中が気に入らないみたいな仏ぶつ頂ちよう面づらをぶら下げているのは、どうやら自慢の髪がひと房焦げたからだ。キーリのほうもコートの右の袖そで口ぐちが若じやつ干かん焦こげて、軽い火傷を負った手の甲に大きな絆ばん創そう膏こうが貼はられている。

「なんでわかったの？」

　問いかけると、ベアトリクスは頰ほお杖づえをついたまま目線だけをずらして訊きき返してきた。

「何が」

「私の意識があるって」

　少女の霊の自己が弱かったせいか、ふわふわと夢を見ているような感じではあったが取とり憑つかれているあいだも一応意識はあった。解放されると同時にそのままキーリも意識を失ってしまい、目が覚めたらホテルのベッドに寝ていて火傷の手当てがされていた。

「なんでって、あんたね」

　あくまで不機嫌そうにベアトリクスは吐息して、

「ライター、捨てないでポケットに戻したからよ」

「あ……」

　そう言われてキーリは納得し、コートの上からポケットのライターの感触を探った。大事なものだったからたいまつに火をつけたあと自然と意識が働いてちゃんとポケットに戻して、それがきっかけで少女の霊に干渉できることがわかったのだった。

「まったく、どいつもこいつも……」

　苛いら々いらと吐き捨ててベアトリクスは窓の外に視線を戻した。火傷の痕が薄うすく残る彼女の横顔を見つめて、キーリはふと気がついた。ライターを見せたことなんて一度もないし話題に上ったこともないのに、いつから知ってたんだろう。

　あの少女の霊を通して最後に感じたベアトリクスの手の感触を思いだす。馬ば鹿かじゃないのとぶつぶつ言いながら不器用に髪を撫なでてくれたあの手はもしかしたら、あの少女だけではなく自分にも向けられていたのかもしれない。もしかしたらだけど。

　それきり会話は途と切ぎれてしまい、キーリも窓辺に頰ほお杖づえをついて何気なく窓の外に視線を投げた。

　かなりの速度で走っているにもかかわらず景色はほとんど変化することなく、遠くかかる砂色のガスの向こうで空と大地が交わってぼやけた地平線を形成している。まだ地平線の先に低く薄うすい影かげとしてしか見えないが、大陸の北の果てに世界の端から端までかかる長城のように横たわる岩の山脈が姿を現しはじめている。

　少しだけ、けれど心から、心配をかけたことをあらためて申し訳わけなかったと思い、

「ごめん……」

　ベアトリクスとラジオと、どちらにも聞こえるように、けれどどちらに向かって言ったようにも聞こえないように、ぽつりと呟つぶやいた。
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　夢を見て、目が覚めた。

　はっとして座席から半分腰こしを浮かせ、きょろきょろと左右を見まわす。規則的な振動に包まれた細長い車しや輌りよう。窓辺に置かれたラジオのスピーカーから控えめな音量でアップテンポの音楽が聞こえ、窓の外では昼下がりの砂色の空と荒野が織おりなす雄大で退屈な景色が緩ゆるやかに流れている。

　ボックス席の斜め向かい側を見ると、赤しやく銅どう色いろの髪の青年が座席の上で行ぎよう儀ぎ悪く脚あしを組んで煙草たばこを吸いながらうろんげな視線を向けていた。

「何、お前」

　何やってんだお前は、というような意味なのだろうが真ん中の部分がすっぽり省略されている。いつもどおりの素そっ気けない言い方。

「あ……。怖い夢、見て」

　言いかけていったん声が詰まる。いつもどおりのはずなのに何な故ぜかひどくほっとして、詰まった言葉が一気に溢あふれてきた。

　うたた寝をしていて目が覚めると同じボックス席には知らない人ばかりが座っていてラジオもなくなっている。おかしいと思って前後の座席や他ほかの車輌まで捜しに行くのだがみんなどこにもいなくて、車しや掌しようの背中を見かけて訊きいてみようと声をかけると振り返ったのは顔のない白い人形、気がつくと他の乗客も全員のっぺらぼうの人形で、関節をぎくしゃく鳴らして座席を立ってぞろぞろと列車を降りていく。キーリもその行列に押し流されて列車を追いだされ、しかしそこにはホームがなくて白はく濁だくした霧きりに包まれた底なしの深しん淵えんへと落っこちて──。

「はー。何それ」

　覚えている端から夢の内容を説明すると、つまらなそうな顔で聞いていた青年は煙草をくわえた口の端を歪ゆがめてやっぱりつまらなそうな反応をした。

「怖かったのにぃ」

「あー、わかったわかった」

　適当にあしらわれてキーリが口をとがらせると、青年はやれやれというように脚を組みなおして明後日あさつての方向に煙を吐きだしながら、

「ちゃんといるだろ、ここに」

　面めん倒どうくさそうに、そう呟つぶやいた。







　夢を見て、目が覚めた。

　はっとして座席から半分腰を浮かせ、きょろきょろと左右を見まわす。細長い車輌、窓辺に置かれたラジオ、窓の外を流れる昼下がりの荒野の景色。

　ボックス席の斜め向かい側を見ると、長い金髪を三つ編あみにした美人がうろんげな視線を向けていた。

「何やってんの、あんた」

「あ……」

　言いかけてキーリは言葉を切り、「あはは、寝ね呆ぼけた……」気の抜けた笑いを漏もらしてすとんと座席に座りなおした。ベアトリクスはぱちくりと瞬まばたきをして、煙草たばこに火をつけようとしていたようだが何な故ぜか途中でやめた。

『久しぶりに長旅をしたな。明日には着くんだろう？』かすかに流れるノイズ混じりの音楽に紛れてラジオのスピーカーから男の声が聞こえ、「そうねー」とベアトリクスが気のない返事をする。

『着いたらどうするんだ？』

「情報屋と接触して、あとのことはそれ次第ねー」

『お前もたいがい行き当たりばったりだな』

「失礼ね、ちゃんと考えてるわよ。手はじめにあんたを売り飛ばして帰りの旅費を作る」

「だめー」

　キーリは窓ガラスに寄りかかって二人の会話を聞き流していたが、さすがにそれは聞き捨てならずに頭をあげて口を挟はさんだ。「なんでよう」なんでも何もないのだがベアトリクスのほうはかなり本気らしく唇をとがらせて言い返してくる。

「じゃああんたがまたカードで稼かせいでよー」

「毎回勝てるとは限らないよ。それに自分の食いぶちは自分で稼ぐ。ベアトリクスが言いだしたんじゃん」

　しかめ面つらで正論を言うキーリにベアトリクスは妙に胸を反そらして、「違うわよ。これは正当な情報料なの」などとまたよくわからないことを言いはじめた。

「情報料？」

「私のおかげであんたの母親の手がかりが見つかったわけでしょ。だからあんたが情報料代わりに私のぶんの旅費を持つわけ。情報提供には対価がつくのが当たり前、世の中タダで手に入るものなんてないわよ。それが大人おとなの世界ってやつよ。あんたももう十五なんだから」

「もう十六」

　前半のベアトリクス理論は適当に受け流してキーリがそれだけ訂正すると、彼女は言われてはじめて気がついたようなぽかんとした顔をした。

「いつ十六になったの？」

「……」

　さすがにあんまりな反応にキーリは絶句して相手の顔を見つめ返した。

　十六の誕たん生じよう日びなんて半年も前に過ぎたんだけど……キーリからも言いださなかったし別に誕生日を覚えていて欲しかったわけでもないが、知りあったのが十五になってすぐの頃ころでそれから一年以上たっているんだから、少し考えれば一つ歳としを取っているのは当たり前だ。

　髪のアレンジが日によって変わる程度でまったく一年半の変化が窺うかがえないベアトリクスの容姿を眺めて、それも仕方がないのかもしれないと考える。永遠とも言える時間を持つ不ふ死し人にんにとっては、一年半なんてせいぜいキーリにとっての一ヵ月半くらいのものなのだろう。

「キーリぃ。怒ったの？」

　急に黙だまり込んだので居い心地ごこちが悪くなったのか、ベアトリクスが機き嫌げんをうかがうような猫ねこなで声になって顔を覗のぞき込んできた。

「ねー。わかった、来年はちゃんと誕生日やってあげるから」

「いいよ、どうせ忘れるくせに」

「今度は忘れないわよー。誓う誓う。何か欲しい？」

「何もいらないから自分のもの買うのも我慢してよ……」

　時間感覚よりも彼女にはどっちかというと金銭感覚のほうをなんとかして欲しい。半はん眼がんで言うと彼女は心外というように、

「どうしてよ、別に迷惑かけてないじゃない」

『思・い・っ・き・り・かかってんだよっ！』

　横からラジオが突っ込みを入れ、キーリも胸中で同意してちらりと頭上に視線を送った。耐たい荷か重じゆうをかなり圧迫していると思われる巨大なトランクが無む理り矢や理りな感じで棚に詰め込まれ、列車の振動にあわせてぎしぎしと棚を軋きしませている。

　トランクいっぱいの衝しよう動どう買がいくらいならまだ控えめなほうで、アルバイトから帰ってきて珍しくベアトリクスがいるなと思ったらアパートの部屋全体がウォークイン・クロゼットみたいになっていたこともあった。啞あ然ぜんとして戸口で立ち尽くすキーリを尻しり目めにベアトリクスは鏡かがみの前でうきうきと服をあわせたりなんかしていて──そのくせすぐに飽きてもう着ないからと福祉施設に送りつけたりするので、実はけっこう世の中の役に立っているのかもしれない。

　もっとも当人にそれを言ったらいきなり怒りだしてラジオを一いつ緒しよに梱こん包ぽうして送ってしまって取り戻すのに苦労したなんていう冗じよう談だんにならない事件になった。確かあれがちょうど今年の誕生日の時期だった。

「ベアトリクスって誕生日ないの？」

　思いついて訊きいてみる。「嫌いやなことをあっさり訊くわね、あんた……」前に誕生日絡がらみで苦言を言われたこともあるし、案の定じようベアトリクスは急に不機嫌になって片方の頰ほおを引きつらせた。

「知らないわよ。あったかもしれないけどとっくに忘れた」

「じゃあ夏の真ん中の日にしようよ」

　気にしないでキーリが気軽に続けると怪け訝げんそうに瞬まばたきをして、

「なんでよ」

「いいの。私も来年ベアトリクスの誕たん生じよう日びやってあげるよ」見た目の歳としを取らなくたって誕生日くらいあってもいいはずだ。キーリの誕生日だってどうせ正確な日じゃないんだし。

　ベアトリクスはまだわずかに頰ほおを引きつらせたまま少しのあいだ固まって、それからつんと横を向いた。

「勝手に決めないでよ。迷惑だわ」

『ははん。ちょっと嬉うれしいんだろ』

　からかい口く調ちようで割って入ったラジオを横目で睨にらみ、「あんたも記念日が欲しいんなら今日をその素す晴ばらしい日にしてあげる」『何？』「あんたの命日」言うなり片手でラジオをわし摑づかみにして立ちあがりがたがたと窓をあけようとする。

『阿あ呆ほう、やめろっ！』

「人間さまに向かって偉そうなこと言うからよ。ラジオのくせに」

『俺おれだって本当は人間だってのっ』

　じゃれあう一人と一台の様よう子すを蚊か帳やの外で眺ながめて、キーリは小さく苦笑を漏もらした。

　来年になっても再さ来年になってもたぶんベアトリクスはこんなふうに綺き麗れいで気まぐれで猫ねこみたいな女の人のままで、ラジオはもう少しおんぼろになっているかもしれないけど、やっぱり短気で口うるさくてロックが好きな兵へい長ちようのままなんだろう。

　来年の誕生日も再来年の誕生日も、ベアトリクスとラジオと一いつ緒しよの今の生活が当たり前みたいに続いているんだろうと、自然とそういう状況を受け入れている自分がいる。それはそれでいいのかもしれないと考えながら、またガラスに頭をつけて外の景色に視線を流す。

「……？」

　いつの間にか列車が速度を落として、景色の流れが緩ゆるやかになっていた。

　首をかしげているうちにさらに減速して歩いても追いつけそうな速度になり、やがてかたんと軽い振動とともに、何もない線路の途中で完全に停車した。

　ベアトリクスと顔を見あわせ（ラジオをサンドバッグみたいに吊つり下げてぽこぽこ殴っていた）、

「停とまったね。どうしたのかな」

「私に訊きかないでよ」

　前後の座席からもざわめきが伝わってくる。かといってもちろん列車を降りるわけにもいかずそのまましばらく待っていると、車しや輌りようの後方の連絡扉とびらから車しや掌しようが姿を見せた。

　乗客たちの訝いぶかしげな視線を一手に受けて車掌は心持ちたじろいだ様よう子すを見せたあと、お急ぎのところ申し訳わけありませんが、と事情を説明しはじめた。
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「少し降りていてもいいですか」

　訊きいてみるとくれぐれも発車に遅れないようにと念を押されたうえで許可をもらうことができ、キーリはデッキのステップから軽い足取りで線路に飛び降りた。

　道床ばらすとを踏ふみながら列車に沿って歩いていくと前方に野ざらしのホームがあり、その一角に粗末な駅舎が見える。ホームに鼻先を突っ込んだところで列車が停車して、先頭の機き関かん車しやの少し先で鉄道局の制服を着た車しや掌しようと機関士、それに乗客の協力者が数人外に出て瓦が礫れきをどける作業をしている。

　特に手伝えることもなさそうだったので作業を横目で眺ながめながら、崩くずれたコンクリートの塊かたまりを足がかりにホームの端によじ登った。

　使われなくなってずいぶんになる駅なのだそうだ。

　かつては駅の背後に街があったが、ウエスタベリ・ノースハイロ双方の中心地から中途半端に遠く取りたてて産業もなかったため過疎化が進み、今ではもう住んでいる人間はいないという。脆もろくなったホームが崩れて線路が塞ふさがれていたので、障害物の撤てつ去きよ作業のあいだしばらく停車することになった。

　サウスハイロの気候に慣なれた肌はだにはいっそう冷たく感じられる内陸部の荒野の風が荒れ果てたホームを吹き抜けていく。コートのポケットに両手を突っ込んで、無人のホームをてくてくともう少し歩く。

　指先に触れたライターをいつもの癖くせでポケットの中で握り込んだ。──一年半前、三さん輪りんトラックの荷台で一人で目が覚めたあの日、荷台の隅すみに落ちていたのを見つけた。決して高価なものではなくて、というかはっきり言ってまったくの安物でたぶん彼にとっては失なくなったら失くなったで別にどうでもいいようなもので、けれどあれ以来キーリのポケットの中でいつか持ち主に返される日を待っている。

　……返す日なんて来ないかもしれない。

　最近そんなふうに考えるようになってきた。このライターみたいにキーリのことも離れたら離れたでどうでもよくなったっていうのは大いにあり得る。あの人にとってはどうせたいして問題にもならないのであろう一年半は、キーリにとってはそう思いはじめるのに十分な長い時間だった。

　一段強い風が吹いてコートの裾すそと髪が煽あおられた。母親のことが済んだら、邪じや魔まだからそろそろ切ろうと思う。ライターもそろそろ捨てよう。

（どうせ安物だし……）

　誰だれにともなく心の中で悪あく態たいをつく。

「あれ……」

　軽く頭を振って髪を払ったとき、灰白色のホームの片かた隅すみに何か茶色っぽいものがぽつんと佇たたずんでいるのが目にとまった。

　置き物のように見えたが、置いてあるわけではなくて座っている。

　ぼさぼさの赤茶色の毛をした中型犬。

　改札跡の傍かたわらでまっすぐ線路のほうを向いて座っていたが、キーリの存在に気がついたのかこちらに首をまわして、垂れていた尻しつ尾ぽをぱたんとひと振りした。

　挨あい拶さつをしてくれたのかと思ったら、しかしなんでもないような顔ですぐにまた視線を前に戻してしまった。

「愛想がない犬ですまんね。飼い主にしか懐なつかない奴やつで」

　ふいに声をかけられて周囲を見まわすと、いつからいたのか改札の中に一人の老人が立っていた。深みを帯びたグリーンの外がい套とうと制帽はウエスタベリ地区の鉄道局員の制服。右腕に金の縁ふち取どりの腕章がはまっている。年格かつ好こうや制服の色は違うが、イースタベリの列車でかつて出会ったある車しや掌しようと、どこか雰囲気が似ていた。

「本日はご利用まことにありがとうございます。ここの駅長をしとる者です」

　老人は制帽の鍔つばに手を添えて少々しゃちほこばった挨拶をし、しかしすぐに気軽な態たい度どになって、「まあ駅員が一人しかいないから自動的に駅長ってだけなんだがね」と、白い眉まゆ尻じりを下げて気恥ずかしそうに笑った。

「どうも……」

　つられて挨拶を返したきりキーリは一いつ時ときその場に突っ立っていたが、ポケットに手を入れたままふらりと改札に歩み寄った。

「駅長さんの犬ですか」

「いやいや。週末になると出で稼かせぎに行っとる飼い主を迎えに来るんだよ。この街の連中のほとんどはウエスタベリの商業区まで稼ぎに出とるんでね」

「そうなんですか……」

　曖あい昧まいな相づちを打って、改札の脇わきにちょこんと座る赤毛の犬に視線を向ける。犬はまた一いつ瞬しゆんだけこちらを見て尻尾をひと振りし、またすぐに前を向いた。

　キーリは軽く微笑ほほえんで犬に近づき、改札の壁かべを背にして犬の隣となりに膝ひざを折った。膝を抱えてしゃがみ込むと目線がほとんど同じ高さになり、犬の目に映っている視界ときっと同じなのであろう駅の風景をぼんやりと眺ながめる。

　単線軌道の粗末なホーム。錆さびついてあちこち破れた鉄線のフェンスの向こうには灌かん木ぼくがぽつぽつと生える荒野の景色が広がっている。

　出稼ぎの人々が一人も帰ってこなくなって、どれくらいたつんだろう。

　秋風が身に凍しみてきてコートの裾すそでショートパンツの素足を包み込み、抱えた膝頭に顎あごをつける。線路の復旧にはもうしばらくかかりそうだ。

　ふいに斜め上から駅長の笑い声が聞こえた。改札を振り仰ぐと駅長はばつが悪そうに咳せき払ばらいをして、

「失礼、気を悪くせんでくれるかな。いや、犬が二匹になったみたいでね」

　そう言われて、キーリは瞬まばたきをして隣となりに座る犬の横顔を窺うかがった。犬のほうは知らん顔で、ぼさぼさの毛に半分がた隠れた焦こげ茶色の瞳ひとみをまっすぐホームに向けている。薄うす汚よごれた赤茶色の毛に瘦やせた体たい軀く、申し訳わけないけれどはっきり言ってみすぼらしい犬なのに、態度は妙みように飄ひよう々ひようとしていてつい笑いが漏もれてしまう。

　犬は今度はちょっと抗こう議ぎするように尻しつ尾ぽでぱたぱたと二回地面を叩たたいた。

「はは。ごめん」

　笑いを収めて真ま面じ目めな顔で謝あやまったりして、キーリは少し考えてから、しゃがんだまま半歩横にずれて身体からだの片側を犬にくっつけた。

　埃ほこりと砂と犬臭さと、それからコートを通して腕に触れる赤茶色の被毛の体温をなんとなく感じたような気になって、不ふ思し議ぎと少し暖かくなった。無人のホームを吹き抜ける風の音と離れたところから雑音のように届いてくる復旧作業の掛け声を聞き流しながら、少しのあいだ目を閉じた。
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　閑かん散さんとした灰白色のホームの片かた隅すみで、黒髪に黒いコートの少女が一人ぽつんと膝ひざを抱えている（隣となりにみすぼらしい赤毛の犬が見えないこともないが関かかわる気はないのであえて視界からはずす。まったく、なんだってあの子は行く先々で何かしらああいうものと出会ってしまうのだろう）。

　車窓に頰ほおをくっつけて列車の前方に見えるホームを眺ながめていたベアトリクスは、

「十六だって」

　しかめ面つらで呟つぶやいて視線を車内に戻した。

「生なま意い気き。いつの間に」

『俺おれは知ってたぞ。本人が言わねえから言いだせなかったけどよ』

「何よう、自分ばっかり理解者ぶって卑ひ怯きようだわ。ラジオのくせに」

　窓辺のラジオを睨にらんで唇をとがらせる。ほとんどの乗客は運転再開を待つあいだも座席に残っているため、お互い声を潜ひそめてぼそぼそと話す。

『いや、これでも俺はお前にはけっこう感かん謝しやしてんだぜ。なんだかんだでよくキーリのことを気き遣づかってくれてる』

「やめてよ、それ嫌いやがらせ？　暇ひま潰つぶしに何年かつきあってあげてもいいと思っただけよ」

『その何年かが、俺やお前や、それにあの馬鹿にとって暇潰し程度の時間だとしても、キーリにとってはそうじゃねえってことだ。十六年のうちの一年半の割合は小さくない』

「……まあ、ね。ちょっと前までちんくしゃなガキだったのに、十六だって。生意気」

　感心と悪あく態たいを半々にさっきの台詞せりふを繰くり返してホームに座る少女の姿に視線を流し、そりゃあナンパくらいされるだろうと、これも感心と悪態を半々に考えた。

　十六と言ってもまだまだ子供には違いないが、言われてあらためて見ると手足がすらりと伸びて子供っぽさが抜けつつあり（美人になったかと問われれば、ベアトリクスに言わせればやはり取りたてて目立つところもないのだが）、それに大人おとなびた落ち着いた表情を見せるようになったような気もする──大人びたというよりはむしろ冷めた表情と言ったほうがいいのかもしれないが。

「連れださないほうがよかったのかしら。サウスハイロにいたときはけっこう普通に明るくしてるように見えたのに、旅に出てからあんな顔することが多くなったわ」

『旅に出たから、どうしてもいろいろ思いだすんだろう。特に列車はな』

「……さすがに私だってねえ、」

　窓辺に頰ほお杖づえをついて吐息すると窓ガラスが一いつ瞬しゆんだけ白く曇くもった。「あの馬ば鹿かがあの子を置いてここまで本格的に音信不通になるとは思わなかったわよ」

『一度は連絡あっただろう』

「一度だけよ」

『一度だけでも、キーリに教えてやれば安心するだろうに。本当に言わねえでいいのか？』

「だから、言わないんじゃなくて、言えないのよっ！」

　頰ほお杖づえをついた顎あごを浮かせて思わずちょっと泣き声混じりに言い返し、また顎を戻して溜ため息をつく。

　キーリには話していないが、彼女の母親についての手がかりを送ってよこした情報提供者こそが、あの馬鹿がラジオとの共通の代名詞として定着しつつあるところの男なのだった。一年半前の別れ際ぎわ、東サウスハイロ港の郵便局に連絡ルートを確保しておいたのだ。連絡方法を決めておいたことなど今まではなかったのだが、今回はキーリを「預かる」という名目があったので完全に消息が途と絶だえることがないように無む理り矢や理り同意させた。そのルートを使って、一度だけ連絡があった。

　しかしながら、いくつかまずい理由が重なって素直にはキーリに言いだしにくい状況になってしまっていた。

　最初のうちは月に一度ほどは見に行っていたのだがなんの音おと沙さ汰たもないのでベアトリクス自身もそのうちすっかり忘れてしまい〈理由その一〉、今年の夏のはじめに夏服のショッピングがてら港の近くまで行ったときに思いだして久しぶりに郵便局に寄ってみると、封書が一通舞まい込んでいた。消印の日付はそれより約半年前の秋、場所はノースハイロの教区境。郵便事情は良好ではないので届くまでに一、二ヵ月かかったとしても、……届いてから数ヵ月も放置してしまっていたというのは怒られそうで言えない〈理由その二〉。さらに封書を投とう函かんしてからあとの送り主の消息がまたぱったりとわからない。あの男の性格からして投函した場所にまだいる可能性はまずないと見てよく、その先の足跡を残している可能性も低い。期待させておいて会えなかったら余計にがっかりさせるだろう〈理由その三〉。

　そして〈理由その四〉がさらに問題なのだが──。

　肝かん心じんのその封書の中身ときたら、「キーリの母親」という殴り書きの一行と情報屋がいる場所のメモ（惑星上の星の数ほどある街々のいったいどこなのかはすっ飛ばしていきなりストリートの名前だ。消印から街がわかったからよかったものの、あの男は意思伝達能力に救いようのない欠陥がある）、それに今は使われていない古い紙し幣へいが一枚。この紙幣を通行証代わりに情報屋に見せればキーリの母親についてなんらかの情報をくれるということなのだろう──ベアトリクスにだけかろうじて理解できる公式で翻ほん訳やくすると。

　それだけだった。今どこでどうしているかとか、キーリは元気にしているかとか、そういう気き遣づかいを一文字たりとも書けない人間なのだ。

「……あれを見せて安心できると思う？」

『いや。かえって落胆させそうだな……』

「でしょ」

　あの馬ば鹿かは、と同時に毒づいてしまってからベアトリクスは心底嫌いやな顔でラジオを睨にらみ、

「だいたいあの馬ば鹿かのことであんたとこうやって妙みょうに話があっちゃってるのも気に食わないわ。ラジオのくせに」

『悪かったな。俺おれだって気に食わねえよ』

「あいつを引きとめなかったあんたにだって責任あるのよっ」

『しょうがねえだろ。男には男の事情ってのがあんだよ』

「なぁにが男よ、ラジオのくせにぃっ」

　つい声を高くして喚わめいてしまい、隣となりのボックス席の乗客がうろんげに横目を投げてきたので慌あわててラジオに耳を傾けているふりを繕つくろって、窓の外に視線をずらした。

　ホームの上の少女の姿を遠く眺ながめて、一年半前のあの朝のことを思いだす。

「泣くかと思ったのに……」

『そういう子なんだよ』

「まぁた理解者ぶって」また声が高くなりかけて、続きは口の中でぼやく。ラジオのくせに。

『それに関しちゃお前はもちろんあの馬鹿も見込みが甘えよ。あの子はああいうときに泣く子じゃねえよ』

「ふん、だ」

　ホームから視線をはずし、車窓いっぱいに広がる荒野の景色を仏ぶつ頂ちよう面づらで睨にらむ。走っているときですらほとんど変化がないのに動いていないと発狂しそうなほど退屈だ。

　あの朝、三さん輪りんトラックの荷台で目覚めて、昨夜ゆうべまでいた人間がいなくなっていることに不安な顔をするキーリに事情を話した。事情と言ってもエイフラムはユドの消息を追って首都へ向かった、あんたは足手まといだから置いてった、仕方なく私がしばらく面めん倒どうみることになったけどオーケイ？　私と一いつ緒しよが嫌いやなら他ほかのあてを探してあげるわ──その程度のことを早口で並べたてただけだが、それから内心ひやひやして反応を待っていると、口をへの字にして聞いていたキーリは話を咀そ嚼しやくするだけの時間をおいてから、一言、用事が済んだら帰ってくるのかとだけ訊きいた。たぶんねと我ながら苦い顔で答えると、

「……わかった。ベアトリクスが迷惑じゃないならベアトリクスと一緒にいる」

　意外にもすんなり納得したような顔でそう言ったきり、以来その話題が彼女の口から出ることはなくなった。こっちが拍子抜けするくらいの大人おとなな反応に、これなら大丈夫だろうとひとまず安心したのだが……。

　それにしたって、言われてみると一年半なのだ。いくらなんでもあの男は、

（……馬鹿すぎる……）

　こめかみにちくちくと痛みすら覚えて、顔をしかめて何度目かの溜ため息をつく。

　もしこの惑星に神さまなんてものがいるんだったら、十五歳になったばかりの少女をほっぽり置いて十六歳と半分が過ぎるまで待たせておけるあの馬鹿の、悪気はないくせにどこか極端な部分が抜け落ちた神経をなんとかしてくれないものだろうか。
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　パァ……ン……

　髪を搔かき混ぜる風に乗ってかすかな警けい笛てきが聞こえ、キーリは目をあけた。線路にかかる砂色のガスの向こうに目を凝こらすと、停車中のキーリたちの列車の後ろから別の列車が近づいてくる。

「たいへんっ……」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、瓦が礫れきの撤てつ去きよ作業をしている車しや掌しようたちが後続の列車に気づく様よう子すがまったくないので、すぐに了解した。そのまま静観していると、やがて後続の列車はキーリたちの列車を何ごともなくすり抜けてホームに滑り込んできた。

　どこか薄うす膜まくが一枚かかったような、現実感の薄い摩ま擦さつ音とともに車しや輪りんがゆっくりと回転を落とし、キーリの目の前で列車が停車した。

　ばう。

　隣となりに座っていた犬がはじめて吠ほえ、立ちあがって列車に向かって尻しつ尾ぽを振りはじめた。

　各車しや輌りようのデッキから乗客たちがぱらぱらと降りてきて、改札のそばにしゃがみ込んで見あげているキーリの脇わきを少し疲れた足取りで歩き過ぎる。改札を通る一人一人に老いた駅長が穏おだやかな声をかけて見送る。おかえり、今週もご苦労さん。ウエスタベリは景気はどうだい。よい週末を。

　改札を抜けて四角くくりぬかれた出入り口から駅舎の外へ出たところで、人々の背中は乳白色の外の光に溶けるように、一人、また一人と視界から消えていった。

　最後に列車からつなぎの作業着を着た一人の男が降りてきたとき、犬がぴょんと跳ねるようにキーリのそばを離れて駆かけだした。

「あ……」

　思わず立ちあがって見送るキーリのほうにはもう見向きもしない。飼い主の足にくっついたり離れたりうろうろとまとわりつき、飼い主が腰こしをかがめて顎あごの下を撫なでると気持ちよさそうに耳をぺたんと折りたたみ一いつ生しよう懸けん命めい首を伸ばして飼い主の顔に鼻先を近づけようとする。飼い主が歩きだすとその周りをくるくるまわりながら一いつ緒しよに歩きだし、そうして他ほかの乗客たちと同じように、一人と一匹は並んで駅舎の外へと消えていった。

　しゅうう……。

　乗客を降ろし終えた列車が蒸じよう気きを噴ふきあげて再びホームを滑りだした。

　キーリと荒れ果てた無人のホームと改札と、それに深しん緑りよく色いろの制服の駅長だけが最後に取り残されて、再び何ごともなかったようにホームには荒野から吹く風と離れたところで作業をしている人々のかすかな話し声が戻ってきた。

　乗客たちと赤毛の犬が消えていった駅舎の出口を見つめたまま、キーリはしばらく改札の脇わきに突っ立っていた。

「いいな……」

　無む意い識しきに呟つぶやいてから、なんとなく自分自身をごまかして視線をはずし、コートのポケットに手を突っ込む。さっきまで身体からだの片側に感じていたほのかな温ぬくもりの代わりに、大陸北部の秋の風がコートを通して凍しみ入ってくる。

「あんたも誰だれかを待ってるのかい」

　今日の仕事を終えて改札を閉める準備をしながら駅長が訊きいてきた。「まあ……。でも、もう帰ってこないかもって、最近」キーリは複雑な苦笑を漏もらして応じる。

「会いに行けばいいことじゃないのかい」

「や、でもどこにいるかも」

「だったら捜しに行けばいいじゃないか」

　当たり前というようにさらりと言われてキーリはきょとんとして仕事中の駅長の横顔を見つめ、「はい、まあ」曖あい昧まいに答えて視線を足もとに逃がした。

　数歩後ずさりして、駅舎のコンクリート壁かべに背中をつける。

　捜しに行こうかと、今まで何度も考えた。

　でも足手まといで置いていかれたんなら余計に迷惑がられるかもしれないとか、もし本当にもう帰ってくるつもりがなかったんだとしたらわざわざ会いに行ってそれを確認するのが怖いとか、それに何より、キーリに一言の説明もなく行ってしまったことをずっと怒ってもいるのだ。それをこっちから捜しに行くなんて、なんだか根負けしたみたいじゃないか。

　……そう言いつつ、今こうして首都方面へ向かっている自分がいたりもするのだが。

（何やってんだろ、私……）

　我慢するのは小さい頃ころから慣なれている。帰ってくるまで待ってるくらい、そんなに難しいことじゃなかったはずなのに……。

　パァンッ！

　と、今度ははっきりと現実感のある鋭するどい警けい笛てきが鼓こ膜まくを叩たたいた。

「……あ！」

　顔をあげるといつの間にか線路の復旧が終わり、列車が緩ゆるやかに走りだしている。

「キーリ！　何やってんのよ！」

　客車の窓からベアトリクスが顔を出して声を張りあげ、列車の後方を指差してすぐに頭を引っ込めた。列車は徐々に速度をあげてホームを滑り抜けていく。

「うわ、やばっ……」

「お嬢じようさん」

　慌あわてて駆かけだしたとき、背中に駅長の声がかかった。

「あんたと話せてよかったよ。永遠にこうして一人で列車を待ってるだけってのは退屈でね」

「いえ、」

　走りながら半分だけ振り返り、「さよなら、お元気で」と言うのも変だなと思ったがそれ以上の挨あい拶さつが思い浮かばない。

「さよなら。よい旅行を」

　駅長は深しん緑りよく色いろの制帽の鍔つばを持ちあげて別れを告げる仕し草ぐさをし、微笑ほほえんで続けた。「旅ができるのは羨うらやましいよ。あんたは私やあの犬みたいに、もうこの場所で待つことしかできないわけじゃない」

　その言葉に、キーリは首をひねったまま二、三歩走ったところで思わず足をとめ、改札で見送る駅長の顔を見つめ返した。

「キーリ、乗らない気っ？」

「あっ、乗る！」

　ベアトリクスの声にはっとして前に向きなおり、ホームを滑っていく列車を追いかける。後方の客車のデッキに姿を見せたベアトリクスが手すりに取りついて喚わめく。

「一生ここに住みたいんなら喜んで置いていくわよ、空き家使い放題だしねっ」

「もう、乗るって！」

　がみがみ言いながらも手を伸ばしてくれたベアトリクスに引っ張りあげられてデッキに飛び乗り、手すり越しに振り返ると、ホームの片かた隅すみにこぢんまりと立つ改札は速度をあげた列車からあっという間に取り残されていく。

　鉄てつ柵さくで閉へい鎖さされ、すっかり荒れ果てた改札口。色褪あせた深緑色の外がい套とうと制帽がもう何年も忘れ去られたように壁かべに掛かっているだけで、そこに駅長の姿はなかった。

　本当はもう二度と来るはずのない列車を、あの駅長はいつから待っているんだろう。いつまで待ち続けるんだろう……。

　デッキから見送る視界いっぱいに駅の背後に建つ市街地の景色が広がりそして遠ざかっていく。荒廃した建物の屋根がまばらに佇たたずむその光景は、遠目に見ると林立する灰色の墓ぼ標ひようの群れのようでもあった。

　今はもう誰だれも住んでいない、捨てられた駅と捨てられた街。

「あっ……」

　街はずれに佇む大小二つの影かげを見つけ、キーリは風に舞まう髪を押さえながら遠ざかっていく街並みに目を凝こらした。

　大きいほうの影は作業着姿の人間。小さいほうはあの赤毛の犬。飼い主の傍かたわらでしゃんとした姿勢で座り、並んで列車を見送っている。

（ばいばい……）

　手すりから身を乗りだして小さく手を振る。

　犬は相変わらず飄ひよう々ひようとしたまま、別れの挨あい拶さつをするようにぱたぱたと尻しつ尾ぽを二回振った。
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「……死んだ？」

　そう呟つぶやいた自分の声は、なんというか真っ白だった。決して動揺したとかそういうわけではなく平静に受けとめてはいたのだが、ただなんというか、考えたことがなかったのでどういう反応をすればいいのか今ひとつ思い浮かばなかった、とでもいうのか。

「情報源は？」

「〈門の街〉でそいつと接触した人間がいる。今年の冬だ」

「それで？」

「教会兵に連れていかれた」

「どうして死んだってわかるの」

「その時点で死んでた」

　買ったばかりの煙草たばこの箱を手の上で弄もてあそびながら、ベアトリクスは「そう」と当たり障さわりのない相づちを打った。

　夜を迎えた繁はん華か街がい。道端に立つ煙草売りの小さなスタンドの隣となりで街灯に寄りかかり、通行人の流れに何なに気げなく視線を巡めぐらせる。今夜の宿を探しているのだろう、大きな鞄かばんを抱えた旅行者たちが足早に歩き過ぎていく。

　ノースハイロ教区の南西の端、ウエスタベリ教区との境界線上に建つ教区境の街──首都へのゲートであるノースハイロ北端の〈門の街〉へと向かう巡礼者たちの宿場町でもある。

「〈門の街〉に行けば、その接触したって奴やつと会える？」

　視線は通りに流したまま、傍はた目めには独ひとり言ごとのような問いを重ねる。煙草スタンドの中で店番の男が暇ひまそうに新聞に目を落としながら、「会いたければ、居場所を知ってる人間と連絡を取ってみるけど……」と同じく独り言のように呟いて、

「ここから先は、あんたの知りあいから頼まれてたぶんとは別料金になるなあ」

「……いいわよ」

　内心で舌打ちしながらベアトリクスは店番を横目で睨にらんで頷うなずいた。わざわざ別の人間を経由しないでもストレートに教えてくれればいいものを、横の連れん携けい網もうが発達しているぶんだけ少しでもそのネットワークをたらいまわしてマージンを吸いあげようとする。情報屋というのは食えない連中だ。

「毎度。じゃあ三日後に来てくれ。金もそのときでいいよ、美人だから特別サービス」

「ありがと」

　なんの感かん銘めいも受けない礼を返して街灯の支柱から背を離し、もう煙草屋を振り返ることなく雑ざつ踏とうに紛れて歩きだした。歩き煙草に火をつけながら残りの煙草の箱をトレンチコートのポケットに突っ込み、襟えりを立てて北の大地の深まる秋の外気を遮さえぎる。

　首都の教会総本山のお膝ひざもとであるノースハイロ教区に入るとどことなく街の雰囲気が厳げん粛しゆくになり、教義で喫煙が禁止されているわけではないものの堂々と表通りで歩き煙草たばこをふかしている人間は少ない。すれ違う通行人の中には露ろ骨こつに眉まゆをひそめる者もいるが、知らん顔で足早に人込みを抜けていく。

　キーリがいる前では控えているんだから、一人で歩くときくらい好きなようにさせてくれてもいいじゃないか。

（だって銘めい柄がら一いつ緒しよなんだもん。くそ……）

　故意にあわせたわけではないが、エイフラムという馬ば鹿かと偶然にも好んで吸う煙草の銘柄が同じなのだ。気を遣つかっているんじゃなくて、そんなことで気を遣いたくないのでキーリが見ている前では自然とあまり吸わなくなった。

（死んだ、わけないわよね……）

　ポケットに両手を突っ込み、立ちのぼる煙越しに夜の街並みと前を歩く通行人の背中に視線を流しながら、今しがた聞いた情報を胸中で反はん芻すうする。

　エイフラムがこの街でキーリの母親に関する情報を得、さっきの情報屋にメモを託して東サウスハイロの自分宛あてに郵便を送ったのが、去年の秋とのこと。消印の日付とも一致する。

　そして噂うわさによると同じ年の冬、首都のとある機き密みつ施設で侵入者騒さわぎがあり、相当の数の警けい備び兵が動いたらしい。高度エネルギー文明時代のパワープラント跡に教会出資で建設されて何やら物々しいことをやっているという以外情報屋のネットワークでも詳細は摑つかんでいないようだが、おそらく以前エイフラムから聞いた（詳しく言いたがらなかったので強引に聞きだした）、宇宙船の遺い跡せきに棲すんでいたとかいう男がいた施設のことだろう。

　侵入者がその施設で何を摑んだのか──ネットワークは一時期その話題で持ちきりになり、情報を買おうと多くの人間が捜しまわったらしいが、当の侵入者はそれきり行方ゆくえ知れずになってしまった。同一人物と思われるひどい銃じゆう創そうを負った死体が〈門の街〉で目もく撃げきされて教会兵に運ばれていったという話が少しあとになってから伝わり、肩すかしを食らったような印象を残して、その話題はやがて自然消滅したという。

　去年の秋、教区境のこの街から首都へ向かい、その冬に首都の機密施設とやらに入り込んで、首都の入り口の街で死体で発見され──予想される行動ルートと、本人だろうと思われる目撃情報に矛む盾じゆんはない。かなりの確率で信頼してよさそうな情報ではあるが……。

　煙と一いつ緒しよに溜ため息をつく。

　いつかどっちかが先に殺されるか捕まるかする日が来るというのは当然あり得ることだったし（当たり前すぎてわざわざ想像したこともなかった）、そのときに多少寂しくは思ってもそれほどたいした感情が芽め生ばえるはずはなかったのだが、今は少し事情が変わっている。

（ほんとに死んでたら呪のろうわよ、まったく……）

　キーリの面めん倒どうを一生押しつけられるなんてまっぴらご免だ。しばらくという約束だったんだから、ちゃんと引き取りに来い。

　信頼できそうな情報……だからこそ、間違いであって欲しい。
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　街灯の支柱に打ちつけられた金属プレートをしばらく見あげて、それからキーリは手の中の古いマッチに視線を落とした。

　プレートの区画表示と、マッチに書かれた住所とを見比べる。

「この裏のほうかな……？」

　今いる場所が四番通り十三。探している住所は四番通り四十七。さっきここを通り過ぎて通りの端まで行ってしまったのだが、表通りに面した番地は三十までしかなく、三十一番地以降は折り返して裏のほうに続いているようだった。

　酒場か何かと思われる店のマッチだが、印刷が掠かすれて店の名前も住所もほとんど読み取れず、住所の部分だけ上から手書きの文字でなぞられているという不可解なものだ。

　日暮れ前、旅の目的地である教区境の駅に着き、着く頃ころから何な故ぜか言葉少なくなってきたベアトリクスにくっついて繁はん華か街がいの街頭に立つ煙草たばこスタンドを訪れた。ごくありふれた小さなスタンドで店番も取りたてて特徴も愛想もない男で、ベアトリクスがその店番にあまり見かけない種類の紙し幣へいを渡して一言二言話して最後に売り物の煙草の中から一つの銘めい柄がらを指差すと、店番はその煙草を一箱と、売り物には見えない古いマッチを差しだした。

　マッチの裏表をざっと確認してベアトリクスはキーリにそれを渡し、もう少し用事があるから先にこの住所のところへ行っているようにと言ったのだった。

　わけがわからない。

「ベアトリクスってけっこう何考えてるかわからないよね」

　四番通り十三の建物の脇わきから路地に入り、周囲に人通りがなくなったのでラジオに向かってぼやいてみる。普段ふだんはこっちが辟へき易えきするくらいよく口がまわるくせに、今回の旅に関かかわることではベアトリクスは妙みように口が重い部分がある。誰だれかのせいで説明嫌いに慣なれてしまってあまり深く突っ込まない自分も自分なのだろうとは思うけど。

『まあ、あの女にもいろいろ思うところがあんだろ』

　と、意外にもラジオが彼女のほうの肩を持つ発言をしたので、賛さん同どうしてくれることを期待していたわけではないがキーリはちょっと仏ぶつ頂ちよう面づらになった。路地の出口を睨にらんで歩きながら口をとがらせて、

「兵へい長ちようもちょっと変。最近なんかベアトリクスのフォローするし」

『何を子供っぽいことを言ってんだ、お前は』

「そういうんじゃない」

　子供っぽいと言われてついむっとした口く調ちようで言い返してしまい、子供っぽくならないように声のトーンを抑えて続ける。

「……何か隠してる？」

『べっ、別に何を隠してるってんだよ』

「じゃあわかった、ベアトリクスが美人だからだ」

『いやまあ、そりゃ美人だけどよ。……って、あのな』何も言っていないのだがラジオは勝手に慌あわてたように自分に突っ込んで、『違うぞ、今のは一般論であって俺おれがどう思ってるかとは関係ねえぞ』

　兵へい長ちようはどう思ってるんだろうというのも訊きいてみたい気がしたが、今はそれは置いておいてキーリはラジオを半はん眼がんで睨にらみおろし、

「じゃあ何か隠してる？」

　とさっきの問いを繰くり返した。ぱりぱりとへんてこな雑音がスピーカーから漏もれただけで、すぐには返事がない。

「……兵長、私もう子供ってわけじゃないんだよ。何かあるんなら」

　焦じれてきて促そうとしたところで路地を抜けて裏の通りに出てしまい、道端に寝転がっていた浮浪者がうろんげな視線を投げてきたので仕方なく口を閉じた。

　煙草たばこ売りのスタンドがあった駅前の通りは宿場町として栄えていたが、駅を離れるにつれてあの賑にぎわいが噓うそのように人通りが少なくなり、立ち並ぶ建物も寂さびれて街灯の間かん隔かくも広くなってくる。駅からだいぶ距離があるこのあたりに来るともう巡礼者で賑わう宿場町という面おも影かげはかけらもなく、街灯が作りだす鈍にぶい光の空間の片かた隅すみにゴミが吹き溜だまり、寒さをしのぐようにその中に埋もれている浮浪者の姿が見える。

　街灯の区画プレートを見あげて四番通り四十七の刻印を確認し、その場所に建つ建物に視線を移した。

　扉とびらの上から吊つり下がった裸はだか電球が小さな看板を控えめに照らしている。




　　　ライブ＆バー〈アドルフ・サックス亭〉




「ライブ＆バー……」

　手の中のマッチに視線を落とす。店の名前は掠かすれて読み取れないが、ライブ＆バーという文字はそう言われてはじめてだがなんとなく判読できるような気がする。

　金属製の重い扉を押しあけるとほのかな暖だん気きとアルコール臭、それに何かの楽器の音ね色いろが漏もれてきた。管楽器かな、と思いながらもう少しあけて中を覗のぞき込むと、狭くて薄うす暗ぐらいエントランスの先に黄みがかったホールの灯あかりがぼんやりと浮かんでいる。

　たいして広い店ではない。適度に照明が抑えられたホールにテーブル席がいくつか設けられているが、テーブルについている客はごく数人。ぽつぽつと突きだして見える客たちの頭の向こうにちょっとしたステージがあり、そこだけが他ほかより若じやつ干かん明るいライトを受けて、ダークカラーのスリーピースにがっしりした身体からだを押し込んだ男が俯うつむき加減に管楽器を吹いている。寄宿学校の音楽の授業では見たことがない、不ふ思し議ぎな形の楽器だ。

『ほう。サックスか……』

　ラジオが感心したように囁ささやいたので、そういうものなのだとわかった。

　首を伸ばして覗のぞき込んでいるうちにホールの脇わきのカウンターでグラスを磨みがいていた人物と目があった。スタンドカラーのぱりっとしたシャツに黒いチョッキを着た、典型的なバーのマスターという感じでかえって特徴のない壮年の男だ。

「いらっしゃい」

　硬直してしまったキーリに対してマスターのほうは表情を変えずに平板な口く調ちようでそう言っただけで、また視線を落としてグラスを磨きはじめた。無愛想だなと顎あごの下でラジオが毒づいた。

　ステージのサックス演奏は変わりなく続いている。テーブル席の客たちの頭越しに横目でステージを眺めながら、キーリは心持ちびくついた足取りで店の奥へと進んだ。

　カウンターの前に立ったこちらの顔を一いち瞥べつして、マスターがぼそりと言う。

「炭酸水か何かにしておきますか」

「いえ、これを」

　丁てい寧ねいながら突き放した口調にキーリは慌あわてて左手をコートのポケットから出し、カウンターの上で拳こぶしを開いた。握り込んでいたマッチを見せるとマスターの細い目が一いつ瞬しゆんだけ見開かれたように見えたが、

「これを持って、ここに行くように言われたんですけど……」

「うちのマッチじゃないですね」

　次の瞬間にはあっさり切り捨てられて、そういう反応は予想していなかったのでキーリは当惑して口ごもった。この住所に行けと指示されただけなので、そう言われても次にどうしたらいいのかまったくわからない。

　ラジオに助けを求めて胸もとに視線を落としたとき、目の前のカウンターにグラスが置かれた。

　細長いグラスに淡い琥こ珀はく色いろの液体が注がれている。グラスの底から液体の表面へと小粒の泡がいくつも連なって上っていく様よう子すをきょとんとして見つめていると、マスターの声が頭の上にかかった。

「どうぞ」

「あの、お酒は……」

「ジンジャー・ソーダだよ。飲んでごらん」

　言葉遣づかいがくだけるのにあわせて声に含まれる空気もやわらいだ気がした。促されてキーリは背の高いカウンターチェアに上って腰こしをかけ、しゅわしゅわと小さな泡を立ちのぼらせているグラスを手に取った。

「そこで待っているといい。しばらくしたらはじまるから」

　マスターはそれだけ言って、また黙もく々もくとグラスを磨みがく仕事に戻ってしまった。

　はじまるって、何が……？　首をかしげてラジオを見おろしたが同じように疑問を表すような尻しりあがりの雑音が漏もれただけで、キーリはカウンターチェアを四十五度ほどまわして背後のホールの様よう子すに横目を投げた。

　ホールの中ほどのテーブルで談笑している男女の二人連れ、そこから少し離れた席で一人静かにグラスを傾けている男、それからホールの隅すみに目をやると、空のグラスをいくつもテーブルに散らかしたまま突っ伏して眠っている客が一人──キーリを入れても客の数は片手で数えられる。それにライブ＆バーというわりにはステージの演奏にはべつだん誰だれも耳を傾けていないようで、ステージ上の奏者が俯うつむき加減に演奏するサックスの音ね色いろが物寂しくホールに響ひびいている。

　時間帯からすればもっと賑にぎわっていてもいいはずなのに、いつ潰つぶれてもおかしくないようなひどく閑散とした店だった。

（ベアトリクス、何やってんだろ……）

　どうにも居い心地ごこちが悪く、椅い子すの上で身じろぎをしてカウンターに向きなおる。グラスに軽く口をつけて傾けると氷がからんと唇に触れ、甘さとほろ苦さが混じったような複雑な味と、少し気の抜けた炭酸の微弱な刺し激げきが口の中に広がった。

　手持ちぶさただったので嚙かみしめるように時間をかけてグラスの中の炭酸水を飲み干すあいだ、テーブル席の二人連れから一度だけ追加のオーダーがあった以外マスターは一言も喋しやべらずグラスを磨き続け、単調なミディアムテンポのサックスの音色がまわしっぱなしのレコードみたいに繰くり返されてホールを気け怠だるい空気で満たしていた。







「どこがライブ＆バーなんだ？　ライブなんて何もやってねえの」

　何かがおかしいことに気がついたのは、二人連れの客が精算を済ませて帰る際、戸口で男のほうが連れの女にそう漏らしたときだった。

　いい加減閉店時間のようなのにベアトリクスは結局来やしないし、いよいよ本当に所在がなくなって自分も帰ろうと思いはじめていたのだが、それを聞いてキーリははっとしてホールを振り返った。

　一人で来ていた男の客もテーブルに代金を置いて帰ったあとで、さっきよりも一段階暗くなったホールの隅で酔っぱらいの客だけがまだテーブルに突っ伏して熟じゆく睡すいしている。ステージ上のサックス奏者の姿も、ずっと聞こえていた管楽器の音色も消えていた。

　消えたのではなく、そもそも最初から他ほかの客には見えていなかったのだ。

「そろそろだよ」

　マスターの声が後頭部にかかり、カウンターを振り返ると他にいくらでも片づける場所はありそうなのにマスターは相変わらずグラスを磨みがいている。瞬まばたきをして再びホールに視線を移したとき、

（え……？）

　数秒前とがらりと変わっていたホールの光景に、キーリは思わず自分の目を疑った。

　いつの間に集まってきたのか、さっきまでの閑かん古こ鳥どりが噓うそのようにホールはたくさんの客で賑にぎわっていた。程よく酔っぱらった様よう子すで談だん笑しようしながら、誰だれもがちらちらと照明の落ちた奥のステージに視線を送っている。何かがはじまるのを待っているように。

（この人たち……？）

　ポーン……。ポーン──……

　弦楽器を調弦する弾はずんだ音が響ひびき、それを合図にざわめきがすうっと静かになった。

　じわりと滲にじむような光でステージの上が少しずつ浮かびあがってくる。最初は音楽と呼べるものではなく各自が好き勝手に調律をしているだけだったが、やがて特に息をあわせたわけでもないのに自然と音が混じりあって、ミディアムテンポの演奏がはじまった。

　キーリはカウンターチェアにお尻しりを半分引っかけたまま、テーブル席で演奏に聴きき入る人々の頭越しに呆あつ気けにとられてステージを見つめていた。バンドは四人組。弦楽器が二本とドラムス、それにサックスという少し珍しい取りあわせで、弦楽器のうちの一人がヴォーカルも兼ねている。全員ダークカラーのスーツを着た四十代くらいの中年男性だが、シャツやタイやサスペンダーを斜に構えた感じで着き崩くずして、それがちょっとかっこいい。

　短めのイントロダクションが終わったところでホール中から喝かつ采さいがあがり、その喝采が終わらないうちに、次からが本番というようにもっとアップテンポの賑やかな曲に切り替わった。

　既き視し感かん、いや既聴ちよう感というべきか、耳に覚えのあるメロディ──少し考えてすぐにその理由がわかる。

『あぁ……』

　首に下げたラジオから溜ため息に似た感嘆の声が漏もれた。そう、ラジオのお気に入りでキーリも何曲かは口ずさむことができるほどに繰くり返し聞かされている。非公認のゲリラ局から届けられる、ロックという教会に禁止されている種類の音楽。

『おい、夢みたいだぜ、バンドの生演奏が聴きけるなんてよ……。生きててよかった、いや死んでてよかった……』

「あはは、変なの」

　感かん極きわまった様よう子すで陶とう然ぜんと呟つぶやくラジオに小声で応じ、キーリも軽く目を閉じて、ホールを満たす音ね色いろと歌声に耳を傾けた。

　一曲目の演奏が終わり、また客のあいだで拍手が起こる。キーリも一番後ろで控えめに手を叩たたいていたとき（兵へい長ちようは『ブラボー……』と囁ささやいただけだったが、きっとラジオの中で拍手喝かつ采さいを贈おくっているだろう）、

「セツリさん！」

　思いもかけない名前で呼びかけられた。

　驚おどろいて手をとめ、奥のステージから手前のホールに視線を移す。テーブル席に座っていた客の一人が椅い子すを蹴けって立ちあがり、目を丸くしてこちらを見つめていた。声につられて周りの人間も振り返り、キーリはつい反射的に椅子の上で姿勢を正した。

「セツリさん！　よかった、無事だったのか！」

「今までどうしてたんだ！」

　最初に声をあげた男をはじめとして、常連らしい客たちがあっという間にカウンターの周囲に集まって次々に声をかけてくる。キーリはラジオを抱きしめて身をすくめ、自分を取り囲む人々の顔を上うわ目め遣づかいに見まわした。

「あの、セツリは母です。……亡くなりました」

　おずおずと口を開く。もう少し遠まわしな言い方があったんじゃないかと思ったが言ってしまったあとで、興こう奮ふんして集まってきていた人々の空気が一気に冷え込んだ。ああ、そうだよなあと誰だれかがひどく落胆したように呟つぶやいた。

　なんとなく責任を感じて椅子の上で小さくなっていると、

「おいおい、歓迎しろよ。セツリの忘れ形見だよ」

　と、人垣の後ろから落ち着いたトーンの男の声が聞こえた。客たちが少し場所をあけると今しがたステージでサックスを吹いていた男が立っている。他ほかのメンバーよりも若じやつ干かん年上に見えて貫かん禄ろくがあり、たぶんこの男がバンドマスターなのだろう。

「キーリだろう？」

「……はい」

　身をすくめたままキーリが頷うなずくと、人垣の中からまたわあっと歓声があがった。

「キーリって、あのチビ？　本当に？」

「うわ、大きくなったなあ、セツリさんそっくりだ！　俺おれのこと覚えてるか？」

「俺は、俺は？」

「バカ覚えてるわけねえだろ、ちっちゃかったもんな？　あのときいくつだったんだっけ」

「あ、あの……」

　矢や継つぎ早ばやに質問が降りかかってきたが、キーリは一つも答えられずにただぱくぱくと口を開閉させた。無む邪じや気きに沸わき返る人々の後ろでバンドマスターが口の端に笑いを浮かべ、

「楽しんでってくれ。今夜は最高のライブにするよ」

　言い残して、メンバーが次の曲のスタンバイをしているステージへと戻っていった。

　二曲目はミディアムテンポだがおどけた感じのノリのいい曲。演奏がはじまってホールが再び賑にぎやかな音おん響きようで満たされる中、キーリは集まった客たちにこっちこっちと誘われて、ステージに近い真ん中のテーブルに座ることになった。

　話題の中心に据すえられて居い心地ごこちの悪さに固まったまま、頭の上で飛び交わされる陽気な騒さわぎを眺ながめやる。靴や指先でリズムを取りながら音楽に耳を傾ける人たち、ジョッキやグラスを片手に昔話に花を咲かせる人たち──会話の中にセツリやユドという単語が頻ひん繁ぱんに登場するのに気がついて、

「兵へい長ちよう……」

　視線を落として囁ささやいたが、ラジオはすっかりバンド演奏に夢中になっているようで会話のほうにはぜんぜん反応を示さない。キーリは呆あきれ半分に胸中で苦笑してラジオを首からはずし、少しでもステージに近いテーブルの前のほうに置いてやった。

「セツリさんはしばらくここで働いてたんだよ。小さい君を連れてふらっとこの街に来て」

　親しげに話しかけられて、隣となりに座った客の顔を振り仰ぐ。最初にキーリに気がついて声をあげた、愛あい嬌きようがある感じの太っちょの男だ。

「覚えてない？」と訊きかれてキーリが首を振ると男はそうだよなあと頷うなずいて、「どれくらい前かな、時間の感覚がよくわからなくなってて……君は今いくつに？」

「十六と半分です」

「ああ、じゃあもう十五年くらいたっちまったのかな。そんなになるんだなあ」

　昔を思いだすように目を細めてそう言う男はまだ若く、せいぜい二十代の前半だろう。それから男は自じ嘲ちようぎみに軽く笑って、

「俺おれもセツリさんには憧あこがれてたんだけどなあ。いや、子連れだったけどさ、綺き麗れいで気取らない人で常連みんなの憧れでさ、でもいつの間にかユドといい感じになってやんの。あんな堅かた物ぶつのどこがいいんだか。いやいい奴やつだったけどね、でも俺のほうがさあー」

　なんだかだんだん失恋の愚ぐ痴ちっぽくなってきて、男の横顔を見つめて話を聞いていたキーリは小さく吹きだしてしまった。

「す、すみません」

「いや。はは」

　慌あわてて笑いを収めると逆に相手のほうが照れくさそうに笑いだした。

「俺の話はどうでもよかったな。君と会えて嬉うれしいよ。本当にセツリさんそっくりだ」

「そんなに似てますか」

〈砂の海〉で会った母親の面おも影かげを思いだしながら訊いてみる。黒髪に黒い瞳ひとみ、我ながら地味なほうだと思う顔立ち。外見上の特徴は似ていたかもしれないが、母親を印象づける何よりの特徴だった深くて落ち着いた雰囲気みたいなものは自分にはまだまだぜんぜんないと思う。そんなものは永遠に備わらないような気もするし。

「よく似てるよ」

　隣となりの男はにこにこしてそう言うと、ホールを振り仰いでキーリがさっきまで座っていたカウンターのほうを示してみせた。

「だって、ほら」

　カウンターの前に、一人の女性の姿があった。

　てきぱきと動きまわってお酒や料理を運んだり常連客と気さくに会話を交わしたり、時折りふっと息を抜いてバンド演奏に耳を傾ける。背中までの黒髪を頭の後ろで一つに結んで、白いブラウスにシンプルな黒のエプロンがよく似合っている──。

「お母さっ……」

　キーリは身をひねって椅い子すから腰こしを浮かせ、その姿勢のまま固まって、かすかなノイズをともなって薄うす闇やみの空間に浮かびあがるその光景を凝ぎよう視しした。

　エプロン姿の母親がカウンターの隅すみのほうに視線を投げてやわらかく微笑ほほえむ。暗い照明のホールの奥でさらに陰に入ったその場所に座っているのは、一人の常連客。砂色の無ぶ精しよう髭ひげと大柄な体格が〈砂の海〉で体たい験けんした記き憶おくにはっきりと残っている。

　そしてもう一人、大柄な男の膝ひざのあいだにちょこんと収まって所在なげに畏かしこまっている、まだきっと自分のこともあまり認にん識しきしていないくらいの小さな小さな女の子。けれど母親が近くに来ると顔をあげて、少しはにかんだような笑顔を見せる。

（私だ……）

　幸せそうな三人の様よう子すが、色いろ褪あせて掠かすれたフィルムを再生しているようにホールの片隅に映しだされている。ＢＧＭはバンドの生演奏──。

「ほんとに家族みたいだったよ」

　背もたれに頰ほお杖づえをついて同じ光景を眺ながめていた隣の男が懐なつかしそうに微笑んで、

「ユドは無愛想な奴やつだったけど、君はよく懐なついてて。一見ぜんぜん懐いてるように見えないんだけどね。でも俺おれとか他ほかの奴が抱こうとするとものすごい勢いで振りほどいて逃げてっちまう子でさあ」

「あはは……」

　我ながらあり得そうな話だ。照れ笑いで応じながら、キーリは目の奥に込みあげてくる熱いものを無む理り矢や理り押し戻してきゅっと唇を嚙かんだ。コートの陰で拳こぶしを握りしめる。

　まだ泣かない。

　決めたから、今はまだ。

　ホールを照らす鈍にぶい灯あかりの下で映像は徐々に薄れていき、残像の切れ端がぱらぱらとばらけてノイズの粒りゆう子しになって、最後に闇に溶けていった。

　この空間に染み込んだ、かつてここに集まっていた人々の記憶だったのだろうか……。もう何も映っていないホールの片隅から、それでもまだ何か見えるような気がして視線を動かすことができずに、キーリはしばらくテーブルの脇わきに立ち尽くしていた。

　背後で聞こえるバンド演奏はスローテンポで少し暗い音ね色いろの、けれど控えめな温かさを感じるバラード曲に変わっている。

「私や母は、いつまでここに……？」

　視線はそのままに、まだ若じやつ干かん放心状態で隣となりの男に訊たずねると、「うん、そんなに長いことはいられなくてさ……」と何か言いにくそうな苦い空気を含んだ答えが返ってきた。

　ゆっくりと視線をずらして、バンド演奏で盛りあがるホールの様よう子すを一望する。

　上じよう機き嫌げんで音楽とアルコールに酔いしれる常連客たち。粗末なステージで、けれど誇らしげにライトを受けて演奏を続ける四人組のバンドメンバー。

　賑にぎやかで平和な酒場の風景。けれど酒場という空間に特有の、アルコール臭と紫し煙えんと人いきれでむせ返るような、そして人間の生のエネルギーに溢あふれたあの濁にごった空気と匂においは、この場所には存在しない。

　隣の男を振り返る。

「あなたや、ここの人たちは……」

　少しためらってから、訊きいた。

「どうして、亡くなったんですか」
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　およそ八十年前の大戦後、教会が『疲ひ弊へいした社会の救済』に乗りだして当然のように支配者面づらで惑星全土に君くん臨りんするようになったとき、いくつかの音楽が規制対象になった。教会の基準によるところの低俗で粗暴で不信心な歌詞、六弦や四弦の弦楽器とドラムスを中心として無む節せつ操そうな騒そう音おんをがちゃがちゃと搔かき鳴らす、ロックという種類の音楽もその一つだった。

　その野や蛮ばんな音楽を公然と演奏するライブ＆バーとくれば、教会にしてみればゲリララジオ局と並んでともすれば暴動を企てていてもおかしくない異端者たちの集会所なわけであり、もちろん発見され次第教会兵が駆かけつけて徹てつ底てい的てきに掃そう討とうする。

　この店にそれが襲しゆう来らいしたのは、今から十五年ほど前のこと──。

「……そこまでするのかというほど容よう赦しやのない、徹底したがさ入れだった。他ほかの同じような店に対する見せしめに利用されたんだろう。店やバンドの関係者だけでなく常連客まで残らず捕まって、抵抗した者はその場で殺された」

　照明が落ちた深夜のライブ＆バー。カウンターの周辺だけをわずかに照らす黄みがかった灯あかりの下で、黒いチョッキのマスターがグラスを磨みがきながら静かに語る。

「ふーん……」

　ベアトリクスはカウンターに頰ほお杖づえをつき、自分の煙草たばこの先から立ちのぼる細い煙を眺ながめながら、マスターの昔話に気け怠だるい相づちを打った。

　閉店少し前に店に着いてはいたのだが、キーリになんと言おうか考えているうちに深夜の秘密のライブがはじまったので、そのまま戸口に寄りかかってバンド演奏に耳を傾けていた。べつだん好きな音楽というわけではないが、どこか懐なつかしい匂においがした。

　夜半をだいぶ過ぎてライブが終わると集まっていた人々の気配けはいもぽつぽつと消えていき、店が本来の閑散とした静けさを取り戻したときには、残っている人間はマスターと泥酔した客が一人と、ホールの片かた隅すみで眠り込んでいる少女だけだった。

「がさ入れの混乱の中で、セツリとキーリの二人をユドに押しつけてとにかく最優ゆう先せんで店から逃がした。ユドはなかなか承知しなかったが、小さいキーリを誰だれかが守って逃がさないといけなかったし、それにお前が捕まって正体が知れたら規制音楽のがさ入れどころでは済まない、不ふ死し人にんを匿かくまっていたと重罪を着せられて死ななくていい者まで全員殺されることになる。お前の事情を何も知らない奴やつらだって多いんだ、そいつらまで巻き添えにする気か。マスターが脅おどし半分にそう説得してね」

　マスターが語る話の中には、しばしば別の人物を指すマスターという単語が登場した。

　事件当時のマスターはバンドのリーダーらとともに主犯格として処刑されている。今店を経営しているこの男はバンドメンバーの一人であり、事件から数年後に釈放されて戻ってきて、廃はい屋おくとなっていたこの場所で店名も変えてひっそりと新しい店を開いたのだそうだ。下っ端で補欠みたいなもんだったから主犯格からはずされちまってね、と男は自じ嘲ちようぎみに、一いつ緒しよに処刑されたほうがよかったのかどこか残念そうに苦笑した。

「ここで店をはじめてしばらくして、閉店時間を過ぎてから人の気配けはいを感じるようになった。日を追うごとに賑にぎやかになって、そのうち懐なつかしい音楽が聞こえてきて、仲間たちが帰ってきているんだとわかったよ。俺おれはこのために生き残ったのかもしれないな。仲間たちがまた楽しく騒さわげる場所を作るために」

「霊れい感かんがあるのね、マスター」

「少しだけだが」

　伏し目がちに頷うなずくマスターの顔を、ベアトリクスはくわえ煙草たばこを唇の先で上下させながら興きよう味み深げに見あげた。キーリ以外に霊感が強い人間に会ったことがないわけではないが、珍しいことは確かだ。

「話したところではセツリにも若じやつ干かんあったようだ。その娘のほうにさらに強い資質が現れていて、どうもそれが原因でセツリは子供を連れて家を出てきたらしい。俺たちには素す性じようを明かさなかったから、詳しくは知らないが」

「父親のことは結局わからないのか……」

　独ひとりごちて思案を巡めぐらせる。小さな娘を連れたセツリという素性の知れない女がこの店に転がり込んできて働きはじめ、常連客だったユドと知りあい（この男もふらりと現れて、街で消防の仕事を手伝っていたという）、教会兵のがさ入れに遭った際に逃亡してその後の行方ゆくえは知れなくなった。以前エイフラムから聞いた〈砂の海〉での話と繫つなげると、おそらく直接ウエスタベリ方面へ逃げることに失敗して迂う回かいしたルートを取り、極きよく東とうの港からイースタベリを経由してウエスタベリへ入り込もうとしていたのだろう。

　とりあえずキーリの父親がユドではないということははっきりした。エイフラムと話していたときも、二人ともこれについてはたぶん違うだろうと予測はしていた。エイフラムに言わせれば、あの禁欲主義の塊かたまりみたいな超堅かた物ぶつ男は自分の立場を考えないで無責任にガキを作ってしまうような馬ば鹿かではない（あんたは馬鹿だからやりかねないわねとからかい半分に言ってみたら、冗じよう談だんとも本気ともつかない神妙な顔をしやがった。大馬鹿）。

　そうなると、父親はいったい誰だれなのか。

　別に今さらどうでもいいことのような気もする。自分の素性や過去のできごとなんかより、今のあの子にはもっと大切なものがあるだろう。

　頰ほお杖づえをついた顎あごをずらしてホールを振り返ると、いつからいるのやらどろどろに泥でい酔すいした客が隅すみのテーブルでよだれを垂らして眠り込んでいる。それは無視して、ホールの奥に視線を移す。

　薄うす闇やみの中に小さなライトがぽつんと一つ取り残されて、無人のステージとその前のテーブルに頰ほおをつけて寝息を立てている少女の横顔を照らしている。ステージは長いあいだ使われた形跡がなく埃ほこりが降り積もり、さっきまでホールいっぱいに詰めかけて喝かつ采さいを贈おくっていた常連客たちの姿も影かげも形もない。

　バンドの生演奏の代わりにテーブルの上のラジオからノイズ混じりの弦楽器の音色がかすかに流れて、少女の周囲の空間だけを控えめに包み込んでいる。

（どうすんのよ、もう……）

　溜ため息が漏もれた。

　この街に来たら何かしらエイフラムの足跡が摑つかめるかもしれない。そうしたらキーリにあのメモを見せて事情を話して、今後の行動を決めさせようと思っていたのだが……。

　わかったことと言ったら、死んだかもしれないという最悪な類たぐいの情報のみ。

　なんだか無む性しように腹が立ってくる。考えてみるとどうしてキーリとあの馬ば鹿かのことで自分だけがこんなに神経を使ってやらないといけないんだ。生きているにしろ死んでいるにしろ、どうせあの馬鹿のほうはこっちがどれだけ気を揉もんでいるかなんてことには末まつ端たん神経の一本でだって気がついていやしないのだ。

「マスター、お酒ちょーだい。うんと強いやつ」

　カウンターに向きなおって唐とう突とつに言うと、相変わらずグラスを磨みがいていたマスターが迷惑そうに眉まゆをひそめた。

「とっくに閉店なんだが」

「カタイこと言わなくてもいいじゃない。酒えー」

　やってられるかとぶつくさ言いながらベアトリクスは吸い殻がらを灰皿にねじ込んだ。

　琥こ珀はく色いろの液体が注がれたグラスが目の前に置かれるなりひっつかんでストレートのまま一気に呷あおり、「あー。味わって飲んでくれよ、高いんだから……」出し損そこねたロックアイスの容器を手にしてマスターが溜め息混じりにぼやいた。
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「ユリウスさま」

　表の見張りに顔を見せて留りゆう置ち所じよの門を通され、建物内に入ると独房の看守が奥から迎えに出てきていた。

　うん、と短く応じ、先に立って歩く看守について、雑居房の鉄てつ格ごう子しが並ぶ通路を奥へと進む。殺さつ風ぷう景けいなコンクリートの壁かべと天てん井じように二人分の靴音が異様に大きく響ひびいて聞こえ、雑居房の隅すみのほうで死んだように寝転がっていた囚しゆう人じんの何人かがうるさげな視線を向けてきたが、すぐに面めん倒どうくさそうに視線を逸そらして寝返りを打った。

　こっちまで生気を吸い取られそうな囚人たちの自じ堕だ落らくぶりを横目で一いち瞥べつしながら、建物にこもる鉄てつ錆さびと汚物の臭においに顔をしかめる。何度来てもこの臭いには慣なれない。慣れたくもないので構わないが。

「それにしても、わざわざ首都からご足労いただかなくても……」

「いいんだ、ちょうど試し験けん休みだし。喋しやべれるようになったって？」

「一応は」

　雑居房の区画を抜けて通路を隔てる錠じよう前まえつきの格こう子し扉とびらをくぐり、急傾斜の狭苦しい階段を下っていくと、鉄の扉に小さな格子窓がついた独房が並ぶ区画に入る。雑居房より使用率が低く人間が少ないぶん汚臭が多少薄うすまってほっと息をつく。しかし代わりに錆の臭いが嫌いやに強調され、壁かべと床から浸しみ入ってくる湿っぽい冷気が肌に張りついて、軽く身み震ぶるいをして神官服の上から着込んだ外がい套とうの襟えりを立てる。

　奥まったところにある一つの独房の前で看守が立ちどまり、小窓でちらりと中を確認してからこちらを振り返った。

「口はきけますが、会話になるかわかりませんよ」

「いい。話してみる。あけろ」

「しかし危険では──」

　おずおずと言われて、ユリウスは眉まゆをひそめて看守の顔を見返した。

「もうそんなに動けるのか？」

「いえ、まだ動けないと思いますが……」看守はこちらの顔色を窺うかがうように言葉を濁にごしてから、続けた。当たり前のことを。

「不ふ死し人にんですよ？」

「だからなんだ？」

「いつ暴れて咬かみついてくるかわかりません」

「……」猛もう獣じゆうの一種か何かだと思ってるのか。

　いい加減苛いらついてきた空気を読み取ったのか、看守は口の中でもごもごと言い訳わけをして腰こしに吊つるした鍵かぎの束を取り、ご丁てい寧ねいにも四つもある鍵穴に一つずつ差し込んでいった。最後に閂かんぬきをはずし、錆さびた音を軋きしませて分厚い鉄の扉を押しあける。あきらかに腰が引けた格かつ好こうでぎりぎり人がすり抜けられる程度の隙すき間まを作ったところで、

「あの、何かあっても私の責任じゃ……」

「わかってる。オレ一人で話す。入ったら閉めろ」

「は、」

　今ひとつ中途半端な返事をして、看守は二歩下がって扉の前をあけた。ユリウスが場所を替わって独房に足を踏ふみ入れると間をおかず背後で重厚な音とともに扉が閉まり、しっかりと閂がかけられた。あけるときよりずっと素早いなと胸中で舌を出す。

　低い天てん井じようから裸はだか電球が一つだけ吊つり下がり、錆びついたような灯あかりで独房の内部を照らしている。狭い部屋だ。五歩も歩けば端から端まで着いてしまう。そのうち一歩をすでに踏みだしてしまっているので、房の隅すみでうずくまるように寝転がっている人ひと影かげとの距離は残り三歩もなかった。

「よお。生きてるか」

　声をかけて少し待つ。数秒おいてから人影がぴくりと反応を示し、地面につけた頰ほおをずらしてこちらを見あげたが、たいして興きよう味みがなさそうにすぐにまた目を閉じた。

　ユリウスは溜ため息をついていったん会話の成立を諦あきらめ、三歩の距離をおいたまま相手を観察した。

　体力の回復までは追いついていないようでひどく衰弱した様よう子すではあるが、右目と右頰に貼はられた大きなガーゼが顔の半分を覆おおっている以外は目立った外傷はだいぶ消えて、なんというかようやく死んでいない人間らしくなった。

　先月見に来たときにはまだ顔の大部分に轢れき死体のごとき凄せい惨さんな傷きず痕あとが残っていてとても見られたものではなく、口を動かすこともできなかった。喉のども潰つぶれていたからいずれにしろ喋しやべれなかったと思うが。それでも意い識しきはあったようで月にいっぺんほど様子を見に寄るたびに片方しかない赤しやく銅どう色いろの瞳ひとみでじろりと睨にらまれたので、こちらのことを認識してはいるのだろう。右腕の義手だけは当たり前だが不ふ死し人にんといえども勝手に修復されることはないようで、歪ゆがんだ金属骨格とケーブル類が絡からみあったがらくたになったものが二の腕からぶら下がって地面に投げだされている。

　去年の冬、最初にこの男を拾ったときのことを思いだす。呼吸もまともにしていないようなあの状態から、半年以上かかったとはいえ放っておいてここまで回復するのだから、不死人というものの実じつ態たいを目まの当たりにしてあらためて空恐ろしさを覚える。

　……ただ、そのぶん痛々しさも普通の人間の場合以上かもしれないという感想を持ったりもする。普通だったらそれで死んで終わりのところを、決して安らかに天に召されることなくなぶり殺されるような苦痛を味わいながら少しずつ少しずつ組そ織しきが再生していく、そんなふうに見えるのだった。

「……んだよ……」

　じっと見おろされているのを感じて気分が悪くなったのか、うっとうしそうに眉まゆをひそめて相手のほうから口を開いた。まだひどい掠かすれ声で喋り方も舌足らずだが、拾ってからはじめて声を聞いた。

「何が目的で首都に入り込んだ？」

「……」

　詰問口く調ちようで言うと完かん璧ぺきに無視された。せっかく会話が成立しそうだったのにまた沈ちん黙もくが降りてしまい、仕方なく口調を若じやつ干かんやわらげて、質問を個人的なことに変える。どのみち一番訊ききたかったのはこのことでもあるし。

「首都に来たのはお前一人なのか？　キーリは？」

　今度は無視というより固まっていると言ったほうがいいような空白の時間があったあと、不ふ機き嫌げんそうなむっつりした答えが返ってきた。

「……お前に言う必要ねー」

「あのな」短く嘆息して、「オレは命の恩人だぞ？　オレがいなかったらお前いま絶対生きてないぞ」

「よけーなお世話だ。くそガキ」

「もうガキじゃない」

「ガキ」

　舌打ちとともに繰くり返されて、そっちの態たい度どのほうがよっぽどガキじゃないかとユリウスは呆あきれ半分不満半分に口をつぐんだ。

〈砂の海〉を渡る船上で彼らとはじめて会った冬からもう二年近くがたっている。あの頃ころは年ねん齢れいよりもだいぶ下に見られたし、実際子供っぽかったかもしれないが、あれからたくさん勉強して背だって伸びて、最近では神学生としての勉強や勤めの傍かたわら個人的に武術の訓練だって受けはじめたのだ。

　以前は首をずいぶん持ちあげて見あげた記き憶おくがある長身の相手を、今は自分のほうが見おろしている。いやそれはもちろん相手が横になっているからであってまだまだ身長差はありそうだが、あともう何年かすれば背だって歳としだって本当に追いついてやる。キーリにだってもう子供扱いされないだろう。

「キーリはどうしてるんだ。元気なのか？　お前がここにいることは知らないだろ？」

「……うるせー。関係ねーだろ」

「そうじゃなくて、キーリは心配してないのか？」

　相変わらずの邪じや険けんな反応に焦じれてくるのをどうにかこらえて根気よく訊きき返す。どういう経けい緯いでこいつ一人が首都に来て、キーリが今どこでどうしているのか知らないが、少なくとも自分がこいつを拾ってからの半年以上の期間はまったく連絡が取れていないはずだ。

「お前だって会いたくないのか？　居場所がわかってるんならオレから連絡して──」

「うるせえって言ってる」

　たたみかけようとしたがとりつく島もなく言い返されて閉口したとき、相手がまたわずかに地面から頰ほおをずらして、伏せていた左目を薄うすくあけた。見ようによっては錆さびた血の色を連想させる赤しやく銅どう色いろの瞳ひとみがじろりとこちらを睨にらみあげる。

「……それ以上その話続けてみろ。殺す」

　一段階トーンが落ちた声こわ色いろの中に威い嚇かくするような低い唸うなり声すら感じ取って、ユリウスは思わずびくりと息を飲んだ。いつ咬かみついてくるかわかりません──。さっきは自分で一いつ蹴しゆうした看守の台詞せりふが急に現実味を帯びて脳内に呼び起こされ、三歩の距離が一気に鼻先寸前に縮ちぢまる錯さつ覚かくを覚える。

　しかし一いつ瞬しゆん膨ふくれあがった殺さつ気きはすぐに面めん倒どうくさそうな空気に搔かき消され、

「帰れよ。疲れた」

　もとの口く調ちように戻って吐き捨てると、地面に頰ほおを押しつけてまた目を閉じてしまった。ぎりぎりの体力で喋しやべっているようだ。

　無む意い識しきにとめていた呼吸をユリウスはこっそりと細く吐きだして、「わかった。今週中はこの街にいるからまた来る」努めて落ち着いた声で言い置いてきびすを返した。

　小窓の外に向かって合図をすると、看守が閂かんぬきをはずして扉とびらをあけた。

「大丈夫ですか」

「何がだ」耳もとで囁ささやかれてつい不ふ機き嫌げんな声で応じ、表情が凍りついていることに気づいたのはそのあとだった。

　なんとなく悔しい気分で扉をくぐろうとしたとき、

「ユリウス」

　背中に声をかけられて、内心若じやつ干かん怖おじ気けづきながら振り返る。声の主は薄うす暗ぐらい独房の隅すみで相変わらずぼろ布みたいに転がったまま、薄い唇をわずかに開いて何か言おうとしたが、

「……いい。疲れたから今度」

　出てきた台詞せりふは結局それだけで、ぷつりと死んだように動かなくなった。

　今度。また来るということに関しては別に拒まれていないのだろうか。きょとんとしながら短く「ああ」とだけ頷うなずいて、独房を出た。

　そういえばはじめてまともに名前を呼ばれたような気がする。
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　ホールの隅のロッカーの中にモップとバケツを見つけた。ホールの椅い子すを全部テーブルの上にあげて床の隅々までモップ掛けをして、椅子をテーブルから降ろしながらひととおり磨みがいて、カウンターや厨ちゆう房ぼうの触ってもよさそうなところを適度に片づけてシンクを磨いて、朝一番からそんなことをやっていたのでそこまでしてもまだ夕方の営業がはじまるまでにはしばらく時間がありそうだった。

『やりすぎだろ……』

「だって暇なんだよ」

　カウンターの端に置いたラジオに呆あきれられつつキーリはきょろきょろと店の中を見まわして、今度は奥のステージの掃そう除じをはじめた。別に掃除が好きなわけではないが一度手をつけると徹てつ底てい的てきにやってしまうのだ。

　ステージはもう何年も使われていないようで、床にも音おん響きよう機材にもべたついた埃ほこりがこびりついてなかなか掃そう除じのしがいがある。秋も深まった時節だというのに汗を搔かきながらバケツの上で雑ぞう巾きんを絞しぼっていたとき、背後に気配けはいを感じた。

　しゃがんだ姿勢で振り返ると、黒いチョッキのマスターが二階へ続く階段の前でぽかんとした顔で立っていた。

「あ」

　慌あわてて立ちあがり、なんとなく雑巾を後ろ手に追いやって、

「すみません、勝手なことして。お世話になってるので……」

「いや、違う違う」

　マスターのほうも慌てたようにそう言って、我ながらぺかぺかになったと思うホールに視線を巡めぐらせながら近づいてきた。

「悪いな、助かるよ」

「いいんです。こういうお店で働いてたことあって、ついはりきっちゃって」

　掃除をしながら、西サウスハイロの〈バズ＆スーズィーズ・カフェ〉で働いていた一ヵ月を懐なつかしく思いだしていた。ベアトリクスと東サウスハイロを転々としているあいだも、自分の食いぶちは自分でねと言ったきりベアトリクスは現れたり現れなかったりの気まぐれ女ぶりを発はつ揮きしていたのでアパート代がもったいなくて飲食店で住み込みのアルバイトをしていた時期もある。

　教区境のこのライブ＆バーを訪れて三日目。ふらふらと出かけがちなベアトリクスとゆっくり話す時間がなく次の行動が決まらないので、キーリは成り行きで店の二階に寝泊まりさせてもらっている。居い候そうろうさせてもらっているお礼に店を手伝おうと思ったのだがはっきり言って閑かん古こ鳥どり状態なので営業中に手伝えることはあまりなく、今日は開店までの時間に掃除をしようと決めたのだった。

「もう少しなので終わらせちゃいます」

　掃除を再開する前に水を替えてこようとバケツを持ちあげたとき、前に立つマスターの靴の先に、ぱたりと一つ水すい滴てきが落ちた。

　床にできた小さな染みをきょとんとして見おろし、顔をあげる。

「あっ、いや」マスターがはっとしたように片手で顔を覆おおい、頰ほおを滑り落ちた水滴の痕あとを手のひらで拭ぬぐった。

「セツリが帰ってきたような気がしちまって。はやめに練習に来るとよくこんなふうに掃除をしてて……すまない、大人おとなげないところを」

「いえ。大人げなくないです……」

　そう言ったきりキーリは言葉が見つからず、両手でバケツを提さげたまま俯うつむいた。二人きりで佇たたずむ寂さびれたライブ＆バーのホールを気まずい沈ちん黙もくが包み込む。

　ごまかすような咳せき払ばらいをして、マスターが再び口を開いた。

「もしよければ、ずっといてくれても構わないんだが」

「あの」

　答えに詰まってキーリはまた少しのあいだ黙だまり込み、「……ごめんなさい」バケツと一いつ緒しよにぺこりと頭を下げた。

「ずっとはいられないんです。人を捜しに行こうと思って」

「ああ、あの赤毛の」

　さらりと言いかけてマスターが台詞せりふをぶち切るのとキーリが唐とう突とつに顔をあげるのと、ほとんど同時だった。バケツの水がぱちゃんと跳はねて足を濡ぬらした。

「赤毛って……、もしかしてハーヴェイを知ってっ……」

　口に出してから、自分の声で聞くその名前が何かひどく珍しいもののような気がして唇に違和感を覚えた。口にすることも考えることも今まで自然と避さけていた名前──。

　一つ唾つばを飲み下し、掠かすれた声で、あらためてその名前を口にする。

「ハーヴェイ、ここに来たんですかっ……？」

「あーいや、名前は聞かなかったんだ。それに口止めされて──」口止めされての部分でマスターはいっそうまずいという顔になって言葉を濁にごした。まったく聞かされていなかった事実にキーリはマスターの顔を愕がく然ぜんと見あげて、

「口止めって、誰だれに──」

『あ……。あぁ──……』

　カウンターの上でラジオが喘あえぐような意味不明の声を漏もらした。







　約束どおり三日後に例の煙草たばこスタンドを再び訪れ、〈門の街〉でエイフラムと接触があったという掃そう除じ夫ふの名前と居場所がわかったものの、さてどうしようとベアトリクスは今後のことを決めかねたまま、ライブ＆バー〈アドルフ・サックス亭〉の扉とびらを押しあけた。

　日が暮れてそろそろ営業がはじまる時間だろうが、開店早々から訪れる奇特な常連客などもちろんこの店にはいない。遠えん慮りよなくずかずかとホールに足を踏ふみ入れると、カウンターの前に座っていた黒髪の少女が振り返った。

「おかえり。ベアトリクス」

「あー、うん」

　我ながらエイフラムがよくやりそうな要領を得ない応答をしてしまう。カウンターの奥でマスターがおかしなふうに顔を引きつらせ、カウンターの上でラジオがぐずぐずというようなうっとうしい雑音を何な故ぜかこっちに向かって吐きだしている中、キーリがカウンターチェアごとくるりと向きなおって訊きいてきた。

「ハーヴェイの行方ゆくえ、何かわかった？」

「んー。一応一つ糸口はできたけどさー……」

　結んだ金髪をいじりながら渋い顔で応じる。流れに任せて普通に答えてしまってから心しん臓ぞうがひっくり返った。

「って、えあっ、なななんのこと？」

　とっさにはぐらかしたが完かん璧ぺきに失敗してしどろもどろになり、キーリがじっとりと上うわ目め遣づかいの視線を向けてくる。助けを求めて視線を泳がせるとカウンターの奥でマスターが申し訳わけないというふうに顔を引きつらせ、カウンターの上でラジオがやっちまったとでもいうような雑音を吐きだしていて、

「あー……」

　ベアトリクスはぱくぱくと数回口を開閉したあと、

「あぁ──……」

　喘あえぎ声にも似た長い溜ため息を漏もらして、がっくりとうなだれた。

「どういうこと？　私が知らないところでハーヴェイと連絡取ってたの？」

　物静かなのに有う無むを言わせない迫力を内包したキーリの問いが垂たれた頭のてっぺんに突き刺さる。ちらりと顔をあげるとキーリは両手を膝ひざの上で揃そろえてカウンターチェアにちょこんと座り、まっすぐな視線でこちらを見み据すえている。

　機き先せんを制されたような感じでなんだかもう強気で押し切る気力が失うせて、ベアトリクスは肩を落として答えた。

「連絡取ってたってほどじゃなくて……」

「手紙が来たって本当？」

　ええい、それも言っちゃったのか呆ぼけオヤジと横目でラジオを睨にらみつけたが、「ベアトリクス」キーリの声に促されてぴょこんと視線を戻し、降参の溜め息をついて、トレンチコートの内ポケットに手を突っ込んだ。

　くたびれた一通の封書を突きつけるようにキーリに差しだす。キーリは椅い子すを立ってそれを受け取り、封書の表裏をひっくり返して目を通してから、中を開いて素そっ気けなさの模も範はん解答みたいな一枚だけのメモを引き抜いた。

「えーとつまりね、あんたの母親のことを調べてよこした情報筋がいるって言ったけど、それがエイフラムだったわけなのよね。でもそれが来たあとぱったり消息が途と絶だえちゃって生きてるか死んでるかもわかんなくて、それにその手紙だってあんまりでしょ？　だからあんたに言いだせなかったのよ、そういうわけで全部あいつが悪いのよ、うん、そう……」

　コンマ一秒もあれば読み終わる程度のものなのだがキーリがメモに目を落としたまま動かないので間が持たずに言い訳じみたことを並べたて、それでも間が持たなくなってベアトリクスは尻しりすぼみになって口ごもった。

　手もとの紙切れを見つめたまま、キーリが静かに口を開いた。

「兵へい長ちようも知ってたんだね。二人で隠してたんだ」

『あ、ああ、いや、隠してたわけじゃなくてよ』

　カウンターの上の共犯者が歯切れ悪く肯定する。「……ふうん」と、キーリはそれについてはそんな相づちを打っただけで、こちらに視線をあげた。

「それで、ハーヴェイは今どこにいるの？」

「いや、だからわかんなくて……」

「糸口ができたってさっき言った」

「う」

　言葉に詰まってラジオに視線を送ったがどうにも頼りになりそうになく、

「ベアトリクス」

　再び促されて、「……あー、もう」いい加減ごまかすのも面めん倒どうになって、すっかり観念することにした。

「わかったわよ。言うわよ。言えばいいんでしょ」

　決めた途端とたん急に開きなおった気分になってきて、隠していたのも全部この世話の焼ける女とあの無神経な男のことを思ってのことなのにと考えるとなんで私が責められないといけないんだと半ば逆ギレで胸を反そらして両手を腰こしにあてたりなんかして、

「あんたが聞きたがったんだから、私知らないわよ。──いい、糸口っていうのは、もしかしたら死んだかもしれないってこと」

　それから首都の機き密みつ施設で起こったという騒そう動どうのことや〈門の街〉の目もく撃げき者しやの掃そう除じ夫ふのことなど、煙草たばこスタンドの情報屋から得た話を全部白状するあいだ、キーリは視線を斜め下に落としたまま表情を一つも動かすことなく聞いていた。

　もちろんガセかもしれないが、教会兵に連れて行かれたというのが本当ならまず生きてはいないだろう。そういう意味のことを最後に、よくわからないがどうだ参ったかとばかりに口をへの字にひん曲げて、ベアトリクスは話を締しめくくった。

　少しの沈ちん黙もくがあり、内心びくびくして反応を待つ。

「……そう。そんな大事なこと、私だけずっと知らなかったんだ」

　泣きだすでも怒りだすでもなく、キーリは平静な、かえって怖いくらい無感情な声で呟つぶやいただけで、普段ふだんは閑かん古こ鳥どりが陣取っているくせにこんなときばかりタイミングよく客が入ってきたので、その話は中途半端なところで脇わきに追いやられて翌朝までほっぽり置かれることになった。

　問題はかけらも解決していないが、差しあたって話をうやむやにできたことにベアトリクスはほっとしたのだが──。







「……やられた」

　翌朝。

　もぬけの殻からになった部屋の戸口に突っ立って、ベアトリクスは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　店の二階の一角、かつてセツリと小さな娘が使っていたとかで、昨日までその成長した娘が寝泊まりしていた寝室に本人の姿はなかった。荷物も全部片づけられて鞄かばんもコートもなく、お世話になりましたとでもいうようにきちんと整えられたベッドの上にボロくさい小型ラジオだけが取り残されている。

　ベッドに駆かけ寄ってラジオをひっつかむと電源が切られていた。乱暴に電源を入れなおし、

「ちょっと！」

『おい待て、キーリッ！』

「とっくにいないわよ！」

『何っ？』

　短い喚わめき声がぶつかりあったあとお互い口をつぐんで睨にらみあい、それから若じやつ干かん気を落ち着けて会話を再開する。

「どういうこと、いつ出てったの？」

『普通に寝てたんだよ、普通にっ。それが急に早朝に起きだして荷物をまとめはじめたから引きとめようとしたら、いきなり切りやがって』

「くそ、一応納得したような顔しといてフェイントなんて舐なめたことをっ──」

　ラジオの吊つり紐ひもを摑つかんで廊下に飛びだすと斜め向かいの部屋から寝ね間ま着き姿のマスターが出てきたところだった。仕事柄夜型なのだろう、寝ね呆ぼけた顔で朝っぱらから何を騒さわいでるんだというようなことをむにゃむにゃと言うので、ベアトリクスは八つ当たり半分にマスターの胸ぐらを摑んで詰め寄った。

「〈門の街〉行きの列車って何時なの、まだ間にあうっ？」
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　ジリリリリリリ、リ……

　鳴り響ひびいていた発車ベルが中途半端な余よ韻いんを引いて途と切ぎれ、利用客たちのざわめきも何な故ぜかわずかに遠えん慮りよがちになって、一いつ時とき微妙な静けさがホームを包み込む。

「待って、乗ります！」

　駅の係員が列車の前後を確認し、発車オーライの合図をする寸前のところでキーリはデッキのステップを駆かけあがって、連絡扉とびらから車しや輌りように飛び込んだ。

　連絡扉の内側に背中をつけて息を弾はずませているとボックス席から乗客たちが怪け訝げんな顔を覗のぞかせたので、急いで空席を見つけて滑り込む。腰こしを降ろしてスポーツバッグを座席の隣となりに置いたとき、かたんと引っかかるような振動があり、窓の外の景色がゆっくりと後方に滑りだした。

　抑えた深呼吸をして息を整えながら、流れていくホームの景色を見送る。

（ごめんね、お母さん……）

　そんな言葉が頭に浮かんだ。

　かつて母親と小さな自分が暮らしていて、ユドと──母親にとってたとえ世界中の全部が敵になっても守ってあげたいと思う人と出会った、きっと二人の思い出がたくさん詰まっている街。店のマスターもずっといて欲しいと言ってくれたけれど、今はどうしても他ほかにやらないといけないことがある。




　捜しに行けばいいじゃないか。あんたは待つことしかできないわけじゃない──




　あの廃駅で出会った駅長の言葉が、躊ちゆう躇ちよしていた背中を押してくれた。

　今まで何をぐずぐずしていたんだろう。待っていようなんて思わないでとっとと捜しに行けばよかったんだ。絶対見つけだして会って顔見て──

　文句を言ってやる。

　コートのポケットに突っ込んでいた右手を、握りしめていたものと一いつ緒しよに引っ張りだして拳こぶしを開く。安物のライターとしわくちゃになった一通の封筒。ライターを握り込み、封筒の中からこれもしわくちゃになった一枚のメモを引きだしてみる。

　上う手まい下へ手たの問題以前に非常に雑な字と味も素そっ気けもない文体で、必要最低限未満の内容がたぶん左手で走り書きされている。字を書いているところなど旅先の宿屋でサインしているときと、それからキーリが一いつ瞬しゆんだけ気まぐれで教会史のレポートの冒頭を書いていて横からスペルの訂正を入れられたときくらいしか覚えがないが（そのくせ簡かん単たんな単語の綴つづりをど忘れしていた）、記き憶おくに残っている筆跡と間違いなく同じものだ。

　眺ながめているうち、心の底のほうからふつふつと怒りがわいてくる。

　用件だけの殴り書きって、何それ。もうほんの一言でも何か書き足すことがあってもよさそうなものだ。

　何も言わずにいなくなって、一年半なんの音おと沙さ汰たもなくて、もう帰ってくる気はないのかもとこっちが悩んでいるあいだ何をしてたかと思えば、お母さんのことを調べてた？　どうしてそういうことには頼まなくても気がまわるのに、こっちがそのあいだどんな気持ちで待っているかってことにはひとかけらも思考が働かないんだろう。根本的にどこか天然呆ぼけなのだあの人は。

（ぜったい文句言ってやるんだから……）

　覚悟しろ、と心の中で宣告してやって、ライターと一緒にメモを両手で握りしめた。

　目を閉じて祈るように、握りあわせた両手に強く額ひたいを押しつける。

　文句言ってやるんだから、だから……。

「ぜったい生きてて……」

　呟つぶやいた声に反応してくれる相手はいない。旅をするときは常に一いつ緒しよで離れることがなかったラジオは置いてきてしまった。座席の下から届く規則的な振動と乗客たちの控えめなざわめきだけが、一人で座る四人がけのボックス席を現実感の薄うすい雑音のように包み込んでいる。

（一人旅、はじめてだ……）

　孤独と不安と焦しよう燥そうと、そして心こころ許もとないかすかな希望を乗せて、列車は首都へと続くゲート〈門の街〉に向け、一路北へと走る。
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　どこのどいつが知った顔で言いだしたのか知らないが、惑星が丸いなんていうのは絶対噓うそだ。

　どこまで行ってもひたすら平坦な岩肌の荒野が続いているだけで、球面を実感できる証しよう拠こなどかけらも見あたらない。遥はるか前方に青みがかった低い影かげとして横たわる北の山脈は歩いても歩いても遠ざかっているように見えこそすれ近づいているなんてことはあるはずがない。

　きっとこの大地は歩いたら歩いた距離だけ反対向きに回転するベルトコンベアのようなものに乗っかっていて、あの嫌いやみたらしい山脈は世界の果てに悠ゆう然ぜんと寝そべって決してたどり着くことのない旅人を左うちわで嘲あざ笑わらっているのだ。くそー。

「考えてみると明日の朝まで待って次の列車に乗ればよかったのよ。なんで徒歩で追いかけてるのよ。服は汚れるし髪は傷いたむし口の中ざらざらするし、乙女おとめの柔やわ肌はだが紫外線焼けで荒れたら誰だれが責任取ってくれんのよ」

『本当に不ふ死し人にんなのかお前は、女め々めしいことをぐだぐだと並べやがって……』

「思いっきり差別だわそれは。問題発言よ。あのね、今は戦争中じゃないのよ。時代は平和なのよ。時代に見あった要求をして何が悪いっていうのよ」

『わかった、わかったからとにかく振りまわすなっ』

　トランクをくくりつけたカートを片手でごろごろ引きずって、片手でラジオの吊つり紐ひもをぶんぶん振りまわして、線路沿いを歩きはじめて半日。列車はもちろんのこと線路に沿ってできた轍わだちの上を走るトラックの影も一度も見かけることなく、砂さ塵じん層そうの隙すき間まから射さす砂色の陽光はとっくに中天を通り過ぎて西に傾きはじめている。

　何も徒歩で〈門の街〉を目指さなくとも、明朝の列車を待ったほうが結果的にはもっとも効率よく追いつけることに気がついた時点で引き返せばよかったのだが、そのときにはもう引き返すのも腹立たしいくらいの距離を歩いていたので意地になって前進している。

「だいたいあんたが悪いのよ。保ほ護ご者しやを自称するんだったらあの子がどんな行動に出るかくらい予測しなさいよっ」

『無茶むちや言うな、俺おれだってまさか一人で飛びだすなんて思ってなかったんだよっ。もとはといえばベアトリクス、お前が最初にあの手紙を見せなかったから、隠しごとが積もり積もってこんな事じ態たいになったんじゃねえか』

「あんただって知ってて黙だまってたんだから共犯じゃないの。それに見せられなかったのはあの手紙の中身があんまり無神経だったからだし、そうよ、何もかもあいつが馬ば鹿かで考えなしだから悪いんじゃない。なんで私が」

　唐とう突とつに気がついて言葉を切り、同時に足をとめた。

　ひっきりなしに喋しやべり続けていた自分の声とトランクを引きずる音が一時停止し、周囲に漂う荒野の静寂が妙に虚むなしく感じられる。線路の上を舞まう砂すな埃ぼこりがからかうようにトレンチコートの裾すそを煽あおる。

『どうした？』

「引き返すわ」

　きびすを返し、再びトランクを引きずってもと来た道筋を戻りはじめるとラジオが慌あわてた声になって『おい待てよ、本気か。ここまで来といてなんだよ。戻るのだってひと苦労だろうがよ。車が通るのを期待して進んだほうがいいって、なあ』

「なんで勝手に出てった迷惑女をわざわざこっちが追っかけてやらないといけないのよ。どこぞでのたれ死のうが変な界かい隈わいに迷い込んで捕まって身体からだ売られようがなんだろうが好きにすればいい」

『ばっ、冗じよう談だんじゃねえぞそんなこと──』

「知るもんですか、私はエイフラムに頼まれたぶんは十分すぎるほど面めん倒どうみたわよ。これ以上はあいつを死ぬまで使いっぱにして借りを返させたって割りにあわないわ。そもそも生きてればの話だけどねっ」

　早口で言いたてながらすたすたと二十歩ばかり後戻りしたところでまた唐とう突とつに足をとめ、

「……」

『おい、今度はなんだよ』

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔で地面を睨にらんで沈ちん黙もくしたあと、また百八十度向きを変えて北に向かっててくてくと歩きはじめた。

『……ベアトリクス』

「何よ」

『割りにあわない性格だな』

「捨てていくわよ」

　本当に捨てていってやろうかと思ったが、こんな荒野の真ん中を一人で喚わめいて歩くのはそれこそ虚むなしいので街に着いてから売り飛ばしてやろうと固く心に決めたとき、自分の声とラジオの声とカートを引きずる音と荒野を満たす雑音だけに慣なれた聴ちよう覚かくに、かすかに異質な音が引っかかった。

　立ちどまって斜め後ろを振り返る。線路から少し離れた大地を線路と平行に突っ走る轍わだちの上に砂すな埃ぼこりがあがっている。

　目を凝こらしているとかすかに聞こえていた化か石せき燃ねん料りようのエンジン音が次第に近くなり、幌ほろがかかった三さん輪りんトラックの姿が見えてきた。

「……らっきぃー」

　弾はずんだ声で呟つぶやいてカートの持ち手を握りなおし、線路を離れてそちらへ駆かけ寄る。そのあいだにトラックのほうも距離を詰めて、カートをがらごろ鳴らしながら轍沿いに着くと同時に目の前で停車した。

「よかったあ、すごく困ってたの。〈門の街〉まで乗せてくれる？」『……猫ねこかぶり』ラジオの吊つり紐ひもを後ろ手で振りまわしてトランクの角にぶつけてやりながら満点の営業スマイルで運転席を見あげると、砂すな埃ぼこりで汚れた窓から運転手が顔を出した。窓まど枠わくに肘ひじをついて値ね踏ぶみするようにこちらの顔を一いち瞥べつし、途端とたんに笑顔になって、

「あれー、こんなところで美人を拾うなんて今日は運がいいや」

　ん？

　軽けい薄はくなナンパ口く調ちように聞き覚えがあるような気がして眉まゆをひそめたとき、相手のほうもこちらが引きずっているトランクに目をとめて「あ」という顔をしたので思いだした。

　トゥールースでキーリを誘っていた、あの若い男だ。巡じゆん礼れい者しやには見えなかったのでただの旅行者かと思っていたが、トラックを運転しているところを見ると行商人だったようだ。

「や、奇遇だなあ。もう一人の子は一いつ緒しよじゃないの？」

「やっぱりいいわ」

　まわれ左で九十度方向転換して歩きだすと「おいおい、なんだよ乗っていけって」と慌あわてた声が追いかけてくる。

「〈門の街〉だろ、車でだってまだ丸一日以上かかるぜ？　女の足で歩ける距離じゃない」

「大きなお世話よ」

　そこらへんの普通の女と一緒にするなとさっきラジオに抗こう議ぎした差別問題と今ひとつ矛む盾じゆんしたことを考えながら半分だけ振り返り、そのときトラックの助手席に同乗者がいることに気がついた。

　二つの小さな頭が男の肩越しに興きよう味み深げにこちらを覗のぞき見ている。キーリよりもいくつか年下に見える、よく言えば質素、言葉を換えれば地味で田舎いなかくさい格かつ好こうの少女と、さらにもう四つ五つばかり年下の少年。

「あー！」

　少年のほうがぱっと表情を明るくして声をあげた。

「魔ま女じよのおねえちゃんと一緒にいたおねえちゃんだ」

「イル！　失礼でしょう！」

　少女が血相を変えて少年の頭を引っ込めさせる。あのときは変装していたはずだがよく気がつくものだ。それにしても十六歳のキーリはまだしも、こんな年とし端はもいかない子供にまで手をつけるとは……。

「あんた何か恐ろしい誤解をしてるだろ。違う違う、俺おれは親切心から乗せてやっただけで」

「どーだか」

　運転席に半はん眼がんの視線をずらして睨にらみやると男は取とり繕つくろうように顔の前で両手を振って、

「じゃあほら、あんたも乗れば俺に下心がないことが証明されるってわけだ。な」

　と、どう見ても下心がある顔で名案とばかりにぽんと手を打った。
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　城じよう壁へきの背後に見える北の果ての山脈はそれでもまだ遥はるかに遠く、砂色のガスに霞かすんで幻のように浮かんでいる。しかしここからならもう、目を凝こらせば山脈の中腹に粛しゆく然ぜんと、しかし異様な不気味さを漂わせて横たわる濃のう灰かい色しよくの都市の姿を視界に捉とらえることができる。

　一つとして同じ形のない数十、あるいは数百あるのかもしれない巨大な塔とうが天に向かってそびえたつ摩ま天てん楼ろうの街──見ようによっては、それは苦痛にのたうち身をよじりながらお互いに助けを求めて絡みあう墓ぼ標ひようの群れ。

（あれが、首都の機き械かい都市……）

　キーリはしばらく立ちどまって、遠く佇たたずむ都市の影かべを眺ながめていた。

　寄宿学校に飾ってあった写真を見たときはさぞ荘そう厳ごんな風景なのだろうと想像が膨ふくらんだものだが、実際目にしてみるとたいした感慨がわいてくるわけでもない。一いつ瞬しゆんだけ畏い怖ふのような感情が泡立って消え、それだけだった。

　遠くの景色から視線を少し手前に移すと、アップタウンの家々の屋根越しに街の北側を囲う乳白色の城壁がそびえている。対する南側の城壁は戦争中に崩ほう落らくしたきり今日まで修復されることがなく、ダウンタウンがなし崩くずし的に裾すそ野のを延ばして広大なスラムを形成している。

　首都へと続くゲートの街とはいえ、北の城壁の門から山脈の中腹までは気が萎なえるに十分な長い道のりと厳きびしい登山道が待ち構えている。首都を目指して惑星の各地からこの街にたどり着いたものの、ここで力尽きて住み着いてしまう巡礼者も多いのだそうだ。

　首都の恩恵を受けた古くからの良家が立ち並ぶアップタウンと、貧ひん困こん層そうの市民や住み着いた巡礼者たちが暮らすダウンタウン──〈門の街〉は駅や教会があるミッドタウンを境に街の様相が南北でがらりと変わる独特の構造を持つ。そしてもう一つの特徴が、首都の山脈から地下水を引いて建造されたという長大な地ち下か水すい路ろ網もう。戦前の遺い物ぶつでありながら現在もほとんど原形をとどめた状態で、街の地下全域に張り巡らされている。

　教区境の街からおよそ一日と半分列車に揺られて、着いたのは翌日の午後。駅で多少の地理を把は握あくして、足を向けた先は南側のダウンタウンだった。

　これも戦争の名な残ごりなのだろう、ダウンタウンから高台のアップタウンにかけて階段状の内壁が幾層も切り立って、当時は敵の侵入を防いでいたのかもしれないが今では単に市街地を分断して交通を不便にしている。地下水路と言っても低地のダウンタウンになるとそれが地下にあるとは限らず、頭上にそびえる内壁の中にあったりもするらしい。

　内壁に沿ったじぐざぐの舗ほ装そう階段をダウンタウンのスラムに向かって下っていくと、乾かん燥そうした街の空気が次第に湿気を帯びはじめる。まだわりあい日が高い時間だというのにすでに疲れきったような倦けん怠たい感かんが脛すねのあたりに沈ちん殿でんし、壁かべや地面がじっとりと濡ぬれて乾ききらない洗せん濯たく物ものみたいな臭においが嗅きゆう覚かくにまとわりつく。

　階段を降りきると内ない壁へきの底辺に沿ってアーチ形の空洞が窓のように並び、薄うす暗ぐらいトンネルが壁かべの中へと延びている。かつてはこのあたりも水路として機能していたらしいが今は水が引いて、水路跡が巡礼者や浮浪者たちのちょうどいい避ひ難なん所じよになっているという。

　午後のぼやけた陽光が急角度から射さし込んで程よい薄明かりに照らされるトンネルの中へと、キーリは足を踏ふみ入れた。トンネルの両りよう隅すみにばらばらと寝転がっている人々の非友好的な視線に若じやつ干かんたじろぎながら奥へと進む。

　誰だれに訊きいてみようか迷っていると、トンネルの奥にテーブルを運び込んでカードゲームに興きようじている人たちの固まりが目についた。真っ昼間からビールを片手に酒臭さを漂わせているが、真っ昼間から日陰に寝転がってうっとうしげな視線で睨にらみあげてくるだけの半死人のような人々よりはよほど話しかけやすそうだ。

「すみません……」

　人々の輪わの後ろから声をかけてみるが、ベットタイムの山場を迎えているようで全員ゲームに夢中になっていて反応してくれない。困ったなと思いはじめたとき、テーブルの端に浅く腰こしを引っかけてゲームを眺ながめていた人物と目があった。

　半分がた落ちた化粧に胸もとが広くあいた服を着た、女の人だった。

「ハイ。どした？」

　仲間たちの頭越しにこっちに首を伸ばして声をかけてくる。気さくな応対をしてくれる人がいたことにキーリはほっとしたが、すぐに違和感に気がついた。少し逡しゆん巡じゆんし、とはいえ他ほかに訊けそうな人もいないのでそちらに歩み寄った。

　ちょうどゲームの決着がつき、勝った負けたで盛りあがる人々の喧けん噪そうの片かた隅すみで女に訊たずねる。

「あの、このへんにハンスさんていう人がいませんか」

「んー。ハンスなんてありふれてるからねえ」

「城門の掃そう除じ夫ふをしてる人だって聞きました」

「ああ」

　心当たりがあるような反応が返ってきて期待に胸を弾はずませた直後、

「死んだらしいよ」

　女の口から告げられたのは、その一言だった。

「死んだ……？」

　呆ぼう然ぜんと復唱する。「ああ、らしいよ」彼女は結ゆいあげた髪に片手を突っ込んで搔かきまわしながら繰くり返して、

「何日前だったかな、仕事に出たきり帰ってこなくなって、たぶん水路に落ちたんだろうってみんな言ってるよ。運よく見つかったとしてもふやけた水死体になってるだろうね。水路で行方ゆくえ不明が出るなんてそんなに珍しいことじゃないよ」

　それだけ言って、次のゲームがはじまったのでそちらに興きよう味みを戻してしまった。

　キーリはしばらく彼女の後ろに突っ立って途方に暮れていた。ハーヴェイを見たという人に会えれば、消息はわからないまでも少しでも次の行動を決める手がかりになるかと思ったのだが、いきなりあてがなくなってしまった。

「そういや、」

　と、思いついたようにかけられた声に視線をあげると、彼女が首をひねって再びこちらを向いていた。

「ハンスだけど、あいつ前からおかしなこと口走ってたってさ。もし自分が死んだら死者の行列を見ちまったせいで迎えが来たんだと思ってくれとかなんとか。まあ言いはじめてからも別に普通に生きてたけど。人間本当に死ぬときってのは唐とう突とつであっけないもんだね」

「死者の行列、ですか……」聞いたこともない。もちろん見たことも。

「もう行きなよ。あんたみたいな子が来るところじゃないよ」

　突き放すようにそう言って彼女はまた向こうを向いてしまい、キーリはここで何かを得ることは諦あきらめて、小声で彼女に礼を言ってカードゲームで盛りあがる人々の輪わに背を向けた。

（どうしようかな……）

　思いきって首都まで行ってみようか。けれど行ったところでそれこそ次にどうすればいいというあてはない。当然知りあいもいないし、ついでにお金もあまり残ってないっけ。

　首都の知りあい……？

　何かを思いだしかけたとき、前方の水路の出口が急に騒さわがしくなった。

　ざわめきに混じってがちゃがちゃと金属を打ち鳴らす騒そう音おんが聞こえ、アーチ形にくりぬかれた砂色の陽光の中に大柄な黒い影かげが次々と現れた。

　同時に背後でも騒動があがり、振り返ると賭かけカードに興じていた人々が大急ぎでカードを搔かき集めテーブルを片づけている。

「はやく行きなってば」

　かしいだテーブルの端に一人悠ゆう々ゆうと腰こしかけたままさっきの彼女が顎あごで出口を示し、それでもキーリがきょとんとしていると焦じれたように、「ここで賭と博ばくするのは禁止されてんだ。一いつ緒しよにブタ箱に放り込まれたくなかったらはやく逃げるんだよ」

　カードに参加していた十人余りがあたふたとテーブルを運びだそうとしていたが、そのときには出口に現れた集団がトンネルに踏ふみ込んできて、悲鳴をあげる人々の襟えり首くびを片っ端ぱしから捕まえはじめた。

　白い僧衣の要所要所を同じく白い装甲板で固め、全員が警けい棒ぼうを手にしている──ゲートをくぐる巡礼者の監かん視しを主として〈門の街〉の治安を維い持じする教会兵たち。

　寝転がっていた他ほかの住人たちまでつられて逃げはじめたので関係者も非関係者も入り乱れてあっという間にトンネル内は混乱状態に陥り、教会兵もとにかく目についた市民を誰だれかれ構わずひっつかまえているという感じで、気がつくとキーリも厳いかついグローブの手に襟えり首くびを摑つかまれていた。

「放してっ──」

　暴れて手を振りほどき、逃げだそうとしたとき後頭部に衝しよう撃げきを受けて視界がちかちかとフラッシュし、人込みの中に突っ込むように倒れ込んだ。
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　人間、本当に死ぬときってのは唐とう突とつであっけないもんだね。

　さっきの彼女の台詞せりふの一部が妙に耳に残って頭の中で繰くり返される。最初に聞いたときは別になんということもなく聞き流しただけだったのに。

（死んでない……）

　つい納得してしまいそうになるのを意地になって否定する。死んでない。普通の人とは違うんだから、簡かん単たんに死んだりするはずがない。

　地面につけたお尻しりが冷えてきたので、身じろぎをするついでに抱えた膝ひざのあいだに埋めていた顔をわずかにあげて周囲に視線を走らせた。灰色の壁かべに囲まれた湿っぽい空間に二十人ほどが詰め込まれて難民みたいに座り込んでいる。賭かけカードのテーブルを囲んでいた者の顔も見受けられるが、半分は単にあのとき水路跡にいただけで巻き込まれて一いつ緒しよに連れてこられた人々だろう。

「よー、頭へいき？」

　声をかけられて隣となりを振り向くと、水路跡で話した女が並んで壁際ぎわに座っていた。キーリは後頭部に手をやって「平気です。頭固いから」と、自分を元気づける意味もあってちょっと冗じよう談だん混じりに囁ささやいた。あまり成功しなかったが。

　膝を抱えなおして顎あごをつけ、伏し目がちに自分の靴の爪つま先さきを見つめる。

　当たり前だが留置所に収容されるなんて生まれてはじめてだ。捕まるようなことは（少なくとも今回に関しては）何もしていないとはいえ、このまま出られないんじゃないかという絶望感がじわじわと心に侵入してくる。湿気と臭しゆう気きが底のほうに重く沈殿するこの独特の閉へい鎖さ空間は、人の気力を萎なえさせる効果があるのかもしれない。

「まあ心配しないでいいって、あっちもどうにかしようってわけじゃないからすぐ出してくれるんだよ。貧乏人を何十人もぶち込んでタダ飯食わしておくだけじゃ奉仕活動と変わらないもんね。感かん謝しやこそすれ誰だれも凝こりやしないからいつも同じこと繰くり返してんだ。恒例行事みたいなもんなの」

　そう言って彼女が気軽に笑うので、少し元気づけられてキーリも微笑ほほえみ返した。首都の影えい響きようを強く受けるノースハイロ教区にはイースタベリに増して信仰心厚い人々が住んでいるのだろうと漠然と想像していたが、スラムのほうに住む人々は敬けい虔けんな信仰者ばかりというわけでもないようだ。

「ハンスになんの用があったの？　知りあいってわけじゃなさそうだね。見た感じ巡礼者でもないみたいだけど、わざわざハンスに会いに？」

「いえ……」

　他意のない興きよう味みからの問いなのだろうが、キーリは少々答えに詰まった。

「人を捜してて、ハンスさんが前に会ってるかもしれなくて、それで話を聞こうと思って」

「ふーん。あれだ、恋人だ」

「へっ？」

　思わずひっくり返った声をあげてしまい、剝むきだしのコンクリート壁かべに意外に大きく声が響ひびいて周囲から怪け訝げんな視線を浴びた。「ちっ違います、そんなんじゃなくて」慌あわてて囁ささやき声に戻して否定すると彼女はあーはいはいと本当に信じてくれたのか疑わしいからかい口く調ちようではあるがとにかく了解して、

「よくわかんないけど、逢あえるといいね」

　そう言って、化粧の崩くずれた瘦やせた頰ほおに疲れた感じの、けれど綺き麗れいな微笑を浮かべた。

「どうも……」

　気恥ずかしくなってキーリは俯うつむいて答え、膝ひざを抱えたまま壁に背中をつけた。視線を靴の先に落としてぽつりと呟つぶやく。「でも、もしかしたらもう、生きてないかもしれなくて……」呟いてしまってから自分の心の弱さに落胆した。さっきあんなに否定したのに、結局また少しすると不安が首をもたげてくる。

「まだわかんないんだろ？　まあ捜してみれば」

「……はい。ありがとう」

　気休めの励ましでしかないかもしれないが、しかし廃駅の駅長に言われた言葉とどこか同じ匂においがして、キーリは軽く微笑ほほえんで礼を言った。捜しはじめたばかりなんだし、まだ諦あきらめる気はない。

　金属質の靴音が近づいてきて、顔をあげると格こう子し扉とびらの外に見張りの教会兵が姿を見せた。びくりとして身を硬くしたがキーリ以外のほとんどの人々は緩かん慢まんな動作で振り返っただけで、看守は房の中の生気のない人間たちを見下したように一いち瞥べつしてから、がちゃがちゃと鍵かぎをあけはじめた。

「もういい。帰れ」

　誰だれかが小さく口笛を吹き、「あんたラッキーだね、今日ははやいよ。いつもはひと晩くらいは放っておかれるんだけど」と隣となりで彼女が囁いた。晩飯食わしてから出してくれればいいのになどとぼやく声も近くで聞こえた。

　格子扉が開け放たれ、収容されていた人々が重い腰をあげて出口へ向かう。

「ほら、行きなよ」

　彼女の声に背中を押されてキーリも列の最後のほうから格こう子し扉とびらをくぐり、通路に出てから振り返ると、もう全員が外に出て房の中は無人になっていた。

　彼女の姿はどこにもなかった。

「どうした。はやく行け」

　看守に急せかされて列の最後尾を再び歩きだしながら、心の中で感かん謝しやを述べる。知りあいもいない房の中で心細い思いをしないように隣となりで話しかけてくれていたのだろう。

　彼女はどんなふうに死んだんだろう。……彼女の言葉どおり、あっけない死に方だったのだろうと思う。そういうのが彼女には似合っているような気もするし。

　雑居房が並ぶ通路を抜け、階段をあがって地上階に出る。留りゆう置ち所じよの出口の手前に監かん視し室があり、その前で見張りの教会兵が二人、揃そろってよくできたロボットみたいな無表情を並べて、釈放された人々が外へ出て行く様よう子すを見守っている。

　その斜め後ろにもう一人、体格のいい兵士たちに比べると小柄な人物が姿勢を正して立っているのが目についた。

　教会兵の白い僧衣とは違う、襟えりが高い漆しつ黒こくの長衣──正式な神官のそれよりも若じやつ干かん簡かん素そな作りの神官服。イースタベリの寄宿学校にいたとき研修に訪れた首都の神学生の制服と似ているが、着ている人物は神学生にしてもまだ若く、少年と言ってもいいくらいに見える。背後で見守る少年の存在に、屈くつ強きような兵士たちがどこか畏い縮しゆくしたように表情を硬直させて佇ちよ立りつしているのが不ふ思し議ぎだった。

　すれ違いざま何気なく横目で見ていると、自然と少年と目があった。

　目をあわせたまま少し行き過ぎて、それ以上首がまわらなくなったところでキーリは足をとめた。

　首をひねった姿勢のまま、何な故ぜか一いつ時とき固まった空気の中を少年と見つめあう。

「……キーリ？」

　少年のほうから口を開いた。

　キーリは身体からだごとぴょんと飛びあがるように向きなおり、それきり絶句して相手の顔を見あげた。……見あげた？　長身というほどではないがキーリよりはだいぶん背が高く、斜め上からこちらを見おろす瞳ひとみは深しん緑りよく色いろ。薄うす茶ちや色のやわらかい髪に、品のよさそうな目鼻立ち。

「ユーリ……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと少年がぱっと顔を輝かがやかせた。その途端とたん表情に子供っぽさが強調されて、一気に見た目の年ねん齢れいが二つ三つ下がって見える。

「やっぱり、キーリ！」

　笑顔で両手を広げて歩み寄ってきて、キーリの肩を抱こうとしたところではっとしたように手をとめた。背後で訝いぶかしげに眉まゆをひそめる兵士たちに態たい度どを取とり繕つくろい、声の調子を抑えてあらためて囁ささやく。

「すごいや、本当にキーリだよね」

「本当にユーリ……？　だってそんなに……」

　キーリはまだ信じられない思いで少年の顔を見あげて、記き憶おくに残る二年近く前の面おも影かげと照らしあわせた。だってそんなに背は高くなかったはず……キーリのほうが少し大きいくらいだったはずだ。それに声も前より低くなってなんだか変な感じがする。けれど話し方や表情はやっぱりあのときのやんちゃなユリウスだ。

「キーリだって変わったよ」

　ちょっと照れたようにユリウスは言い、周囲に視線を走らせて「まあいいや、あとでゆっくり話そう」とまた表情を引き締しめた（そうしていると神学生の制服が似合うくらいに大人おとなびて見える）。

　少しかがんでキーリの耳に顔を近づけ、さっきよりもさらに声を潜ひそめて、

「どうしてわかったんだ？」

「え？」

　キーリがきょとんとして訊きき返すと、ユリウスのほうも至近距離で深しん緑りよく色いろの瞳ひとみをしばたたかせた。

「え？　知ってて来たんだろ？　心配して損したと思ったんだけど」

「何を？」

「いや、だから……。あいつがここにいるってこと」

「……誰だれが？」

　さらに訊き返してから、その誰かが誰を指しているのか唐とう突とつに思いあたった。とはいえわかったあともキーリは少しのあいだどんな反応も浮かばずに、斜め上のユリウスの顔を凝ぎよう視しして固まっていた。







「まだけっこうひどいよ。本当に顔見る？　大丈夫？」

「大丈夫。会わせて」

　硬い表情で、しかしきっぱりと頷うなずく。ユリウスが独房の看守に目め配くばせをすると、看守がじゃらじゃらした長い鍵かぎの束を持ちだして扉とびらの施せ錠じようを解きはじめた。

　雑居房の区画のさらに奥まったところから急傾斜の階段を降りて、案内されたのは鉄てつ格ごう子しの小窓がついた細長い扉が並ぶ区画だった。足の下はもう地下水路になるのか、肌寒いのに皮ひ膚ふにべたつく湿気が沈殿し、それに地面を踏ふむ靴音が上の階と微妙に違う。空洞の鐘かねを叩たたいたようにかすかに乱反射して通路の壁かべに反はん響きようする。

　通路の一角にスチールのデスクと椅い子すが置かれ、デスクの上には日誌と錆さびたケトルと簡かん易いコンロ、横の壁かべに濃のう灰かい色しよくの外がい套とうが引っかかったコート掛け。そこが看守の待機場所なのだろう。こんな環かん境きようで一日中一人で見張りをしているだけというのは気が狂いそうな仕事だ。

　看守が閂かんぬきをはずし、小窓を覗のぞいてから扉とびらをゆっくり押しあけて、人が一人通れる程度の隙すき間まを作る。それからユリウスに何か耳打ちすると、ユリウスは「そうか」と短く返してこちらを振り返った。

「ちょうどよかった、ちょっとはましな格かつ好こうになったかも。もう少し待ってて」

　言い置いて、意味がわからないながらもキーリが頷うなずくのを見て先に一人で扉の隙間に姿を消した。扉越しにぼそぼそと話し声が聞こえてくる。

　キーリは無む意い識しきにコートのポケットをまさぐって、指に触れたものを握りしめた。

　鼓こ動どうがはやくなる。唾つばを飲み込み、喉のどに迫せりあがってくる動どう悸きを抑えつける。

「キーリ」

　ずいぶん待ったような気がするが、実際は十秒もたっていなかっただろう。ユリウスが扉から顔だけ出して、入っておいでと目線で示した。

　ポケットに手を突っ込んだままどこかぎくしゃくした足取りで扉に歩み寄り、敷しき居いを踏ふんだところで足をとめて、房の中にゆっくりと、恐る恐る視線を巡めぐらせる。

　吊つり電球の鈍にぶい灯あかりにぼんやりと照らしだされた、湿っぽい小部屋。

　最初に視界に入ったのはクラシックな黒服を着た中年の女性だった。ふくよかな頰ほおに微笑を乗せてこちらに軽く会釈をし、汚れた衣類や包帯、洗い桶おけなど周囲に散乱したものを片づけている。

（……？）

　予想外の先客がいたことに張り詰めていた緊きん張ちようがつい途と切ぎれかけ、そのとき、場所を譲ゆずるように脇わきによけた女性の身体からだ越しにもう一つの人ひと影かげが見えた。

　当たり心地ごこちがいいとは言えないはずの打ちっ放しのコンクリート壁にぐったりと背中を預けて座り込んでいる、長身瘦そう軀くの青年。狭いところに三人も他ほかの人間が入ってきているというのに周囲の状況にまったく関心を示さず、伏し目がちの視線を地面のどこでもないところに落としている。

　着替えさせてもらったばかりのようで比較的こざっぱりとした格かつ好こうをしているが、あまりきちんとは着られていないシャツの胸もとや袖そで口ぐちから覗く身体のあちこちにただれたような傷きず痕あとが残り、以前に増して肉が削そげて鎖さ骨こつや手の骨格が浮いて見える。

「おい」

　ユリウスが呆あきれたような声をかけるとようやく、青年は洗いざらしのまま乾いていない赤しやく銅どう色いろの頭を面めん倒どうくさそうに持ちあげた。

　顔を見た瞬しゆん間かん、心しん臓ぞうがどくんと大きく脈打った。

　大きなガーゼが顔の片側、右みぎ頰ほおと右目をそれぞれ覆おおうようにべったりと貼はられてテープで固定されている。どんよりと黄みがかった裸はだか電球の下で真っ白なガーゼだけがまるで当てつけみたいにひどく清せい潔けつで、それが青年の顔に残る痛ましい傷きず痕あととすさんだ独房の風景を余計に強調している。

　思わず目を逸そらしそうになり、ポケットの中できつく手を握りしめた。

「……ハー、……ヴェイ……？」

　震ふるえる声で呟つぶやく。久しぶりに、本当に久しぶりに目の前に本人がいるのに、唇に引っかかってうまくその名前が出てこない。

　声に反応して、青年が緩かん慢まんな仕し草ぐさでこちらに視線を向けた。よく見えないのか目を凝こらすように片方しかない赤しやく銅どう色いろの瞳ひとみをわずかに細めて、一拍おいてから、

　露ろ骨こつに怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「……誰だれ」

　それが第一声だった。

　空気が一気に真っ白になった。「……キーリだろ」固まっているキーリの横で、ユリウスが絞しぼりだすような溜ため息とともに口を挟む。

「キー……」

　ユリウスに向かって中途半端な呟きを漏もらして青年はもう一度よく確かめるようにこちらの顔を見なおし、それでもさらに数秒かかってからようやくわかったような顔になって、
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「お前、ここで何やって……」

　聞き終わる前にキーリはポケットの中で握りしめていた右手を反射的に振りあげて、手の中のものを相手の顔めがけて投げつけていた。ぱしんと軽い音を立ててくしゃくしゃの紙切れに包まれたライターがガーゼの上から右目に当たり、その瞬しゆん間かん後悔しないでもなかったがほんの少しだけだった。

「何……って、わ、私がどれだけっ……」

　駄だ目めだ、泣くっ……！

　そう思った瞬間、キーリは百八十度反転して独房を飛びだした。

「待っ──」

　背中で聞こえた制止の声は途中で途と切ぎれて、がこんと洗い桶おけか何かがひっくり返る音と何かが地面に倒れる音と「痛いてっ」という声が重なったが全部無視して、外に突っ立っていた看守がびっくりした顔をしたがそれも無視して脇わきをすり抜けて一気に通路を抜けて全速力で階段を駆かけあがった。
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　とっさに追いかけようとしたが足がふらついて洗い桶に蹴け躓つまずき、そのあと起きあがるという行動もなんとなく思いつかずに、地面に突っ伏して頰ほおにあたる濡ぬれたコンクリートの感触とかすかに聞こえる水の音に意い識しきを傾けていた。

　頰に貼はられたガーゼを通して、湿った冷気が微生物の群れのようにじりじりと傷口に滲しみ込んでくる。半分欠けた視界にぼんやりと映る景色は染みの模様の細部まで正確に頭の中で再現できるんじゃないかというほど毎日見飽きた打ちっ放しの壁かべと天てん井じよう。

　きい、と錆さびた物音が聞こえ、わずかに視線をあげるとほんの三十センチばかり押しあけられた扉とびらの隙すき間まから（ここの看守はいつも怖々という感じでその程度の隙間しか作らない。万一何か起こったら、面会人を中に置き去りにしてでも即座に閉められるように）神官服の少年が姿を見せた。

　飛びだしていった少女を追って残りの二人も外へ出ていったが、少年だけがいったん戻ってきたようだ。

「……キーリは」

　寝転がったまま少年をじろりと睨にらみ、声こわ色いろを低くして訊たずねる。

「今日は連れて帰る」

「もう一回会わせろ」

「今日は駄目だ。そう頻ひん繁ぱんに面会人を出入りさせたらいくらオレの立場でも怪しまれる」

「お前の立場なんて知ったことか」

　吐き捨てたが我ながら八つ当たりにしか聞こえず、舌打ちをして黙だまり込んだ。ユリウスが吐息して背後の扉とびらに寄りかかる。

　しばらくお互い口をつぐみ、別に沈ちん黙もくに耐えられなくなったわけではないが、とっとと訊きくことだけ訊いてこの面おも白しろくない空気を終わらせたくて自分のほうから会話を再開した。

「お前が呼んだのかよ」

「そんなわけないだろ、お前結局キーリの居場所は口を割らなかったじゃないか。自分で捜してここまで来たんだよ。スラムで騒そう動どうの巻き添え食らって留りゆう置ち所じよなんかに放り込まれて怖い思いして、それで、やっと会えたお前の反応があれだぞ？　自分がさっきなんて言ったか覚えてるか？」

「……」反論できる部分がないだけにものすごくむかむかしてくる。なんでこんなガキに小こ言ごとを言われてるんだ。

「ちょっと頭冷やせよ」

「うるせー。冷えてるっての」

　口を歪ゆがめて言い返し、そっぽを向くついでに冷たい地面に額ひたいを押しつけた。

　そうは言っても、あれはあっちが反則だろう。いきなり来て、いきなりなんかちょっと感じが変わって大人おとなっぽくなって、わかるか普通。

　戸口に立つユリウスの神官服を横目で睨にらみあげて、あの乳臭かったガキがこれだけでかくなって偉そうに説教するくらいになったんだから、キーリも当然成長しているはずだと少し想像すればわかるだろうと自分に突っ込む。その少しの想像力を働かせてみたことがなかっただけで。

「さて、オレも帰る」

　ユリウスが言って扉から背を離した。小窓を覗のぞいて看守に合図を送り、しかし思いついたようにいっぺん振り返って、

「明日はキーリを観光に誘おうかな。せっかく久しぶりに会えたし、二人でさ。城じよう壁へきの回廊から街を眺められるんだ。夜景が綺き麗れいなんだぜ」

　あからさまに当てつけという感じで言われてかなり本気で殺意を覚え、そのまま態たい度どに表して睨みつけると、ユリウスは若じやつ干かんたじろいだようだがそれでも負けじと勝ち誇ったようににやりとしてみせた。

　……やっぱり相変わらずガキじゃねえか。馬ば鹿からしくなってこちらから視線をはずし、投げやりに吐き捨てる。

「好きにしろ」

「ほんとに誘うからな。今言ったこと後悔するなよ」

「しねーよ」

　どうでもよさそうな反応をすると向こうも対抗意い識しきが失うせたのか、不満げに息をついただけできびすを返した。看守が外から閂かんぬきをはずし、例によって一人がやっと通れる幅だけ扉とびらを押しあけた。

「ユリウス」

　思いついて、房を出て行こうとする少年の背中に声をかける。敷しき居いを踏ふんだところでユリウスが足をとめてもう一度振り返った。

「なんだよ」

「……なんで助けた」

　以前訊きこうとして今度と言ったきりそのままになっていた問いだった。ユリウスは少しだけ考えるような時間をおいてから、真ま面じ目めな顔で答えた。

「不ふ死し人にんと話してみたかった」

「噓うそつけ」それだけか。

「噓じゃない」きっぱりした口く調ちようで否定したあと、外にいる看守に気を遣つかってか声を落として続ける。「不死人は神の摂せつ理りに反した忌いまわしい存在で凶暴な化け物だって教会では教えてるけど、でもお前は普通に話が通じるし普通の人間と変わらない。まあお前はオレとは話したくないみたいだけど。不死人が本当に見つけ次第猛もう獣じゆうみたいに捕まえて殺さなきゃいけない存在なのか、オレにはそこまでする理由がよくわからない」

「はっ。異端者だ。親が泣くぞ」

「親おや父じだって真剣に話せばきっとわかってくれる」

「甘ー。ガキの一言で教会が変わるんだったら世の中はすげー幸せだな」

　さっき言い負かされた仕返しとばかり馬ば鹿かにした口調で切って捨てると、ユリウスは憮ぶ然ぜんとした顔で口をつぐんだ。

「……言っとくけど、怪け我がが回復したとしても無条件で釈放してやると思うなよ。オレの囚しゆう人じんなんだからな。お前の命はオレが握ってるようなもんなんだぞ」

　急に尊大な態たい度どになって話をねじ曲げ、最後に「また来る」と言い残して今度こそ房を出ていった。

　あいたときと同じ錆さびた音とともに扉が閉ざされ、もとどおりに閂がかけられて、そんなに厳げん重じゆうにしておくほど買い被かぶってくれなくてもいいものを四つの鍵かぎが順に施せ錠じようされていく。耳慣なれすぎてサウスハイロのアパートのドアにも鍵が四つあったような気が最近してきた。

　看守も見送りについていったのだろう、二種類の靴音が通路の壁かべに反はん響きようして遠ざかり、気配けはいが消えた途端とたん、呼吸もしたくないほどの疲労感が一気に押し寄せてきた。

「うぁ……」

　喘あえぐような呼気を漏もらして地面に片かた頰ほおをつけ、それきりしばらくぴくりとも動かずに、自分の体内を巡めぐる血流に感覚を集中して〈核〉から送りだされる血液の流れを追ってみる。そんな器用な芸当ができるようになったのも、意い識しきはあるのに動くことができずにここで寝転がって暇を持てあましていた数ヵ月ばかりのことだ。

　じっとしていると修復粒子を含んだ血液がじわじわと身体からだに行き渡る音が実際に聞こえるような気がして、多少は楽になってきた。

　損そん傷しよう箇か所しよの修復に〈核〉のほとんどすべてのキャパシティが注つぎ込まれているようで、日常的な生体活動や身しん体たい機き能のうを維い持じするほうに余力がまわっていない──というのが、同じくここで寝転がっているあいだに自分自身について漠然と把は握あくした状況だった。それだけ〈核〉の機能が低下しているのだろう。以前だったらこれくらいの怪け我がが未いまだに完治していないなんてことはなかったはずだ。

　サウスハイロの宇宙船の遺い跡せきで〈核〉に受けた亀き裂れつは、どうやらそういう結果をもたらしていた。

　薄うす暗くらがりに沈む視界の少し先に、地面に投げだした自分の両腕が見える。右の義腕は首都から逃げるときに大破して、今はまったく動かすことができない。……動かすことができないという言い方は語ご弊へいがあるかもしれない。サウスハイロでの一件でちぎれかけてから、外傷は治って表面的には再び繫つながったが以前のように神経まで融ゆう合ごうすることはなく、もとよりそれ以来自分の意思で動かせたことはない。

　それでも、こっちの意思をほぼ完かん璧ぺきに汲くみ取って自立的に動いてくれていたので不自由はなかった。本来の自分の腕より気が利きいていたくらいだ。

　サウスハイロを出て首都へと旅立ってから、たった一人（一本？）の同行者としていつも助けてくれていた。

　その右腕に宿っていたはずの魂たましいの気配けはいが、もうずっと感じられない。

「おい……」

　呼びかけてみるが、無む惨ざんに歪ゆがんだ金属骨格がかすかなモーター音を唸うならせて答えることはやはりない。最初からなんの変哲もないただの義手で、自ら動いたことなど一度もなかったように。考えてみるとそれが当たり前なのだが。

（……ばーか。なに勝手に壊こわれてんだよ……）

　理り不ふ尽じんな文句とともに胸中で溜ため息をつき、感情を抑えつけて右腕から生身の左手に意い識しきを移した。

　力を入れるとタイムラグが少しあってから指先の神経に命令が伝わりぎこちない動きで拳こぶしを握り込んだが、握力はほとんどないに等しい。というか力の使い方をよく思いだせない。

　目の前に落ちていたライターと何やらゴミみたいな紙くずを摑つかんで引き寄せるだけの動作に少々労力を要した。

（俺おれのだっけ……）

　ライターを見つめて考えたが、どこででも手に入るような量産品なので自分のものだという決め手はなく、そうかと言って自分のものではないとも言えない。どっちにしても所有権を主張するほどの価値があるものでもない。

　ゴミだと思った紙くずのほうは、開いてみると見覚えがあった。自分の筆ひつ跡せきだったんだから当たり前だ。まあそれも二秒で走り書きして情報屋に渡しただけのメモなので、読み返してみてはじめて書いた内容を思いだした。

（……何やってんだ、って）

　今しがたキーリに向かって吐いた失言を思いだして自分自身に呆あきれ返る。メモを頼りに追いかけてきたに決まってる。さっきは思考回路がショートして、ほとんど脊せき髄ずい反射で口を滑らせてしまった。

「俺おれのほうだろ……」

　どっちかというと自分のほうが何をやっているのかわからない。

　左の拳こぶしを何度か開閉する。しばらくまともに身体からだを動かしていなかったせいですっかりなまってしまって自分の身体じゃないような違和感があるが、少しすると徐々に感覚が戻って力の使い方を思いだしてくる。活動状態に移行するように、低めに保たれていた体温があがりはじめるのがわかる。

　閉ざされた扉とびらの向こうに気配けはいを感じた。看守が戻ってきたようだ。パイプ椅い子すを軋きしませてデスクの前に座る一挙一動が気配と物音だけではっきりと脳裏に浮かぶ。

　横になったまま扉を睨にらみ据すえて、今度は強く左手を握りしめる。

　慣ならすのにちょうどいいか……。
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「どうぞ」

　落ち着いた色のクロスがかかったダイニングテーブルに薄うすい陶器のティーカップがことりと置かれた。キーリは畏かしこまった姿勢で椅子に座ってカップに視線を落とした。焦こげ茶色の液体が品よく七分目まで注がれて、温かい湯気と甘い匂においを立ちのぼらせている。

「温まりますよ。それともチョコレートなんてもうお召しあがりにならないかしら」

「いえ。好きです。いただきます」

　礼を言ってカップに両手を添える。綺き麗れいなカップなので過って割ったらたいへんだとプレッシャーを感じてしまう。

「すみません、お世話になります。明日には発たちますので」

「そんなに恐きよう縮しゆくなさらないで。うちはぜんぜん構わないんですよ、坊ぼつちゃんの大切なお友だちですもの」

　やわらかい口く調ちようで話す女性には、あとから気がついたのだが見覚えがあった。〈砂の海〉を渡る砂さ船せんの出港時にはじめてユリウスを見かけたとき、桟さん橋ばしでハンカチを振って見送っていたあのメイド服の婦人だ。

　ユリウスの乳う母ばだった女性で、今は役目を終えて〈門の街〉のアップタウンにある実家に戻ってきているのだそうだ。ユリウスも〈門の街〉に滞在するときはたいていこの家に寝泊まりするとのことで、ユリウスの計らいで今夜はここに泊めてもらうことになった。

「ユー……、ユリウス、さま、には、何から何まで助けてもら、いただいて。ハーヴェイのこともなんてお礼を言っ、申し、あげたらいいか……」

　不慣なれな言葉遣づかいにおかしなくらいつっかえつっかえになってしまい、お手本が書いてあるわけではないのだが両手のあいだのカップに助けを求めるような視線を落とすと、「普段ふだんどおりにお話しになられて結構ですよ」と婦人にくすくす笑われた。確かにそのほうがまだましっぽい。

　カップの縁ふちに口をつけながら、テーブルの斜め前に座って果物を剝むきはじめた婦人の顔を上うわ目め遣づかいに窺うかがう。

　ユリウスの指示で週に一度ほど留りゆう置ち所じよを訪れて、ハーヴェイの身のまわりの世話をしてくれていたのだそうだ。放っておいても死ぬことはない不ふ死し人にんとはいえ、そのあいだも一応最低レベルの生せい体たい機き能のうは働いている。しかし最近までほとんど植物人間のような状じよう態たいで、自分のことは何一つできなかったらしい。

「あの、あなたは教会と縁えんが深い方、ですよね……」

　それなのにどうして不死人なんかの面めん倒どうを親切にみてくれるのか。はっきり言えずに迂う遠えんな訊きき方をしてしまったが、婦人は意図を察したようで、果物ナイフを持つ手もとに視線を落としたまま微笑ほほえんで話しはじめた。

「わたくしは坊ぼつちゃんのご意思に従うだけです。余計なことは詮せん索さくしませんし、口外もいたしません。坊ちゃんなりのお考えがおありなのでしょうから。まあ昔は腕わん白ぱくでいらっしゃいましたから、小こ言ごとも申しあげましたけどね」と微笑にちょっと苦笑を混ぜて言い、それからまたやわらかい、控えめに誇らしげな笑顔に戻って、

「一昨年おととしの冬、サウスハイロまでお一人で旅をされて帰っていらっしゃってから急にたくさんお勉強されるようになって、神学校の高等科に進まれてからはずっと主席でいらっしゃるんですよ」

「立派にな、られたんですね。ユリウス、さまは……」

　まだちょっと変な言葉遣いになりながら、夕方留置所でユリウスと再会したときのことをあらためて思い返す。船の上で会ったときはいつもそばについていた母親の霊れいの気配けはいが今はもうすっかり消えていた。もう一人でも大丈夫だって安心したんだろう、きっと……。

「ご立派になられましたけれど、でも同年代のお友だちがいらっしゃらないようで、それが気がかりだったんですよ。あなたみたいな可愛かわいらしいお友だちがいらっしゃったなんて、ほっとしましたわ」

「はあ……」

　反応に困ってキーリは視線を泳がせた。気恥ずかしさと、それ以上に後ろめたさで。サウスハイロ港で逃げるようにユリウスのもとを去ってから二年近く、キーリのほうからは思いだすこともほとんどなかったのに、ユリウスはまだ自分を友だちだと思ってくれていて、もしばれたらどんな咎とがめを受けるか知れないのも承知でハーヴェイを匿かくまってくれたのだ。

　何から何まで、どんなに感かん謝しやしてもしきれない。

　チョコレートをひと口舐なめる。久しぶりの甘い味はとても美お味いしくてなんだか心地よくて、けれどそれと同時に、結局のところ自分はまだ甘いチョコレートが似合う子供なんだという現実を突きつけられた気がした。

　いつだって誰だれかに守られていた。母親が生きていた頃ころも、祖母と暮らしていたときも、寄宿学校にいたときも、ハーヴェイと旅をしていたときも、それからラジオとベアトリクスと一いつ緒しよにいたこの一年半も。兵へい長ちようはもちろんのことベアトリクスだって、なんだかんだ文句を言いながらもずっとそばにいてくれた。

　自分を傷つけないように気を遣つかっていたのだと少し考えればわかったはずなのに、一いつ時ときの不信感からまさしく子供じみた癇かん癪しやくを起こして二人を置いてきてしまった。

　心配しているだろうか。それよりもきっと怒っているだろう。

　それにハーヴェイも、怒ってるだろうな……。

（痛かった、よね。ひどい顔してた……）

　顔に貼はられたガーゼの目に痛いくらいの白と、その下に見えた傷きず痕あとがまだ網もう膜まくに焼きついている。あんな怪け我がをしているところに思いきりライターをぶつけてきてしまって、それに今思えば、ハーヴェイにものを投げつけるなんてことをしたのははじめてじゃないだろうか。最後に見たとき啞あ然ぜんとした顔で固まっていた。

（でも、ハーヴェイだって悪いんだから……）

　心の中で言い訳わけ混じりに呟つぶやく。だってやっと会えたのに、あの反応はあんまりひどすぎると思う。死んだかもって聞かされてどんなに心配してたと思ってるんだ。

　……でも、やっと会えたのに、ろくに話もしないうちに自分から会話を断ち切って飛びだしてきてしまったんだ。

　いったい何をしに来たんだろう。みんなを置き去りにして、ハーヴェイとも喧けん嘩かして。

　今まで繫つながっていたすべてのものから突然切り離されて、独ひとりぼっちになってしまったみたいだった。しかも全部自じ業ごう自じ得とくで。

「お疲れなんでしょう」俯うつむいて黙だまり込んでしまったこちらの様よう子すに、婦人が果物を剝むく手をとめて優やさしく言った。「お風ふ呂ろに入ってはやめにお休みになられたほうがいいですよ。あの人のところには明日また行ってみましょう」

「え……」

　チョコレートに視線を落としたままキーリは口ごもった。明日になったからといってどんな顔をして会えばいいのか。今度は落ち着いて話せるという自信もないし、あっちも怒ってるかもしれないし。

「はじめのうちはね、もっと怖い方だと思っていたんです」

「……ハーヴェイが、ですか？」

　聞き取りやすい穏おだやかな口く調ちようで話す婦人の顔を、キーリは視線をあげてきょとんとして見返した。婦人は頷うなずいて、眉まゆを寄せてちょっと困ったような顔で続ける。

「もちろん不ふ死し人にんというのは恐ろしいものだと思っていましたし、あんなひどい怪け我がをされて片方の目も失われて、それだけでも最初は怖くて見ていられませんでしたし……それに何より、残ったもう片方の目でいつもどこかを睨にらんで険しい顔をしていらっしゃって……」

　キーリには若じやつ干かん意外に感じられる話だった。キーリの記き憶おくでは、ハーヴェイは普段ふだんから怖い雰囲気を漂わせていたことはあまりない。どちらかというと何も考えていないような顔をしているほうが多かった。

「ですけど、先週やっと少し話してくださるようになって……その日、いつもどおり怪我の手当てや着替えのお手伝いをさせていただいて帰るときにね、本当に小さい声でしたけど、世話になります、って言ってくださったんですよ」

　そうして最後ににっこり微笑ほほえんで、それで婦人のその話は終わりだった。

　キーリは数秒言葉を失って婦人の顔を見つめ、それからかくんと九十度首を俯うつむけて、涙がこぼれないうちに言い切れる最低限の台詞せりふで答えた。

「……はい。そういう人です……」
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　がこんっ……！

　独房の扉とびらの向こうでふいに大きな物音が響ひびき、看守は心しん臓ぞうと椅い子すに腰こしかけた尻しりを五センチばかり飛びあがらせた。

　ユリウス坊ぼつちゃんを見送って独房の見張りに戻ってきて、深夜勤務の交替要員が来るまでまだ少し時間があるが取りたててすることもないので、デスクに向かって引ひき継つぎ日誌をつけているときだった。

　日誌と言っても上に報告できる当たり障さわりのない内容だけを書いた形式的なものだ。この独房の奥に収容されている囚しゆう人じんが何者か、真実を知っている人間はごく少数──囚人の身元引受人であるユリウス坊ちゃんと、坊ちゃんの使用人の女、囚人をここに運び込むために坊ちゃんが使ったわずかな手勢の兵士、そして坊ちゃんのポケットマネーを給料に上乗せしてくれるという条件で口止めとここの見張りを任されている看守、つまり自分。

　囚しゆう人じんが逃亡しないための見張りというより、むしろ人目に触れないように気を配る役目のほうが大きい。

（なんだ……？）

　日誌をつけるペンを置き、ぎくしゃくと首をまわして音がした扉とびらを振り返る。しかし一度大きな音が聞こえただけで、それ以降はまたもとのとおりかえってぞっとするほどなんの気配けはいも物音もしなくなっている。

　様よう子すを見てみようかと椅い子すから腰こしを浮かせたが、その姿勢でためらった。

　最初にここに運び込まれてきたときは腐ふ臭しゆうすら漂ってきそうなぼろぼろの半死体だったのに、週に一度坊ぼつちゃんの使用人が世話をしに来る以外は水しか与えていないのに、死なないばかりか徐々に回復して今はもういつ暴れだしてもおかしくないのだ。人間じゃない。

　とはいえユリウス坊ちゃんに信頼されて見張りを任されている以上、囚人に万一のことでもあったら坊ちゃんに顔向けできないし……。

　家いえ柄がらの七光りなどと言ってよく思わない連中も一部にはいるが、自分を含めて同僚の多くはあの少年をそんなに嫌ってはいなかった。確かに首都の超特権階級の家系の子息であり、その威光を存分に活用してここに訳わけありの囚人を匿かくまっていたりもするのだが、それで自分たちの仕事がむやみに引っ搔かきまわされているわけではない。権力者の御おん曹ぞう司しなんて言ったらもっと素す晴ばらしく手のつけられない暴君になる資質を持った子供が多いもんだろうが、変な言い方だが、あの少年はきわめて良心的な暴君なのだった。

（あーくそ。坊ちゃんのためだ……）

　何ごとも起こりませんようにと祈りつつ、仕方なく覚悟を決めた。

　扉に視線を固定したまま手探りで腰に提さげた警けい棒ぼうを抜き、腰が引けた体勢で恐る恐る、足音を忍ばせて歩み寄る。右手で警棒を掲げ持って小窓の格こう子しに顔を寄せ、そっと中を覗のぞき込んでみる──

　がっ！

　瞬しゆん間かん、格子の隙すき間まから唐とう突とつに突きだしてきた腕に手首を摑つかまれた。

「ぎゃっ──」

　反転して逃げだそうとしたが即座にその腕が首にまわって引き戻され、相手の腕と摑まれた自分の腕がおかしなふうにクロスして喉のどを絞しめあげられる格かつ好こうになった。

「はっ、放……」

「喋しやべるな」

　小窓に押しつけられた後頭部のすぐ後ろで低い声が囁ささやく。「う、あぐ……」喋ろうにもどのみち喉もとに腕が食い込んで途と切ぎれ途切れの呼吸しかできない。

「鍵かぎあけろ」

　端的な命令口く調ちよう。後頭部にかかる息づかいが犬のような低い唸うなり声に聞こえる。

　いつ咬かみつかれるか知れない恐怖に内心で震ふるえあがりながら、それでも看守はなけなしの勇気を振り絞しぼり、固定された首をかろうじて横に振って抵抗の意を表した。警けい棒ぼうを持った右手首は摑つかまれているがもう一方の手は自由だ。それに対して相手は隻せき腕わん。

　自由が利きくほうの手で相手の腕を引き剝はがそうと試みたが、しかし予想外にびくともしなかった。

　あきらかに自分のほうが体格はいい。こんな格こう子しの隙すき間まを抜けられるくらい瘦やせぎすの、骨格と血管が浮いて見えるような腕に腕力で負けるはずはない。それなのに、どんなに力を入れても動かない。

「ひっ……」

「あけろ。簡かん単たんに殺せる」

　指示を繰くり返す声とともに喉のどを絞しめあげる腕に力がこもる。ぴき、と相手の腕の中で妙な音が聞こえた気がしたが恐怖心が先に立ってもう何を考えることもできず、看守は左手であたふたと腰の鍵かぎをまさぐって後ろ手に扉とびらの施せ錠じようを解きはじめた。

　手探りの作業、おまけに手が震えておぼつかずなかなか鍵穴に入らない。時間が過ぎるごとにいっそう喉もとに腕が食い込んで呼吸が困難になり、狂犬が背後で唸うなり声を押し殺しているような重く鋭するどい殺気がプレッシャーをかけてくる。

　食い殺される……！

　神の加か護ごを祈りながら必死で作業を続け、首の骨を折られるか窒ちつ息そくするか、どちらか一方が限界に達する前にどうにか四つの鍵をすべてあけることに成功し（なんで四つもあるんだ、迷惑にもほどがある）、閂かんぬきをはずして地面に落とした。

　首にまわった腕の力がいったん緩ゆるみ、助かったとほっとした途端とたん再度力がこもって小窓の鉄格子に後頭部を思いきり打ちつけられた。

　目眩めまいを起こしているあいだにあいた扉から独房に引きずり込まれて奥に突き飛ばされ、入れ違いに囚しゆう人じんが扉の隙すき間まを滑り抜けて、外から閂がかけられる音がした。

「しまっ……」

　ずきずきする頭を振って慌あわてて身を起こし、小窓に顔を押しつけて格子の隙間から目を凝こらす。「あれ……？」遠ざかっていく足音も聞こえなかったのに囚人の姿はすでに通路に見あたらなかった。

　一いつ瞬しゆん狐きつねに化かされたような気になったが視線を落とすと単に扉の真下でへたばっていただけで、しかしすぐに立ちあがって若じやつ干かんふらつきながら階段のほうへ駆かけていく。壁かべに掛かっていた外がい套とうを途中でひっつかんでいった。

「まっ、待て！」

　頭のてっぺんから一気に血の気が引いた。「おい、誰だれか！　誰か来てくれ！」小窓の格子を両手で摑み扉をがたがた揺らして助けを呼んだが、もちろん声が届く範はん囲いに他ほかの人間などいない。だからこそ、下へ手たな場所よりもあの囚しゆう人じんを匿かくまっておくのにもっとも安全だとユリウス坊ぼつちゃんが判断したのだ。

　どどどうしよう、減給どころか場合によっては解雇、最悪教会から追放とか──。

「誰だれかっ……」

　絶望的な気分でとにかくやみくもに扉とびらを揺らしているうち、閂かんぬきの横木がわずかにずれてきているのに気がついた。向こうも焦っていたのか、中途半端にはめただけでしっかり固定されていなかったようだ。

　はっとしていっそう激はげしく扉を揺らす。左右の金具に渡された横木が数センチずつずれていき、やがて片側が金具から抜けて、がこんと斜めに地面に落ちた。

　ひと息つく暇もなく看守は扉をぶちあけて通路に飛びだした。深く考える前に壁かべの警けい報ほう機きに飛びついてベルを鳴らし、けたたましく鳴りはじめた警報ベルをＢＧＭに電話機を摑つかむと上の監かん視し室しつにいる同僚の間延びした声が聞こえる。

『あー、どうした。今飯食ってて──』

「呑気のんきに食ってる場合じゃねえ！　脱走だ、脱走！　それといつも言ってるけど先にこっちにも飯持ってこい！」

　苛いら々いらと怒鳴り返して看守は送話器を壁に叩たたきつけ、携帯ライトを摑んで囚人が逃げたあとを駆かけだした。

　通路を抜けて雑居房の区画へと続く階段に突きあたり、そこでいったん立ちどまって階上の闇やみを見あげる。踊り場の壁の高い位置に明かり取り用の窓があり、ブルーグレーの夜の空が正方形に切り取られて浮かんでいる。あの囚人の体格くらいならぎりぎり抜けられないこともなさそうだが、しかし常じよう識しき的に考えたらあそこまで登るのは不可能だ。

　視線を足もとに落とす。吊つり電球の鈍にぶい灯あかりに照らされて、自分の影かげがごく薄うすく滲にじむように床に落ちている。視線で床をたどると階段の手前に水を捌はけるための四、五十センチ四方の排水口があり、格こう子し状の鉄の蓋ふたが微妙にずれていた。







　同僚と合流してから来ればよかったと後悔したもののすでに遅く、携帯ライトの丸い光で恐る恐る前方を照らしながら、暗闇の地下水路をひたひたと進む。踏ふみだすたびに濡ぬれた地面に靴の底が吸いつくような感触、湿気を帯びた冷気、もたつく水の音。見事なくらいおどろおどろしい状況が揃そろっている。

　おまけにいつあの野犬みたいな囚人が暗闇から飛びだしてきて喉のどもとに咬かみついてくるとも知れないのだ。

（あーあ、なんだってこんなことに。俺おれが何かしましたか、神よ……）

　あまりにもまずい事じ態たいに陥ってしまった不運を天に向かって嘆く。

　囚しゆう人じんを逃がしたのはもちろん、とっさに警けい報ほうベルを鳴らしてしまったのも失敗だった。事じ態たいが大きくなってあの囚人の正体が周囲にばれたらさすがにユリウス坊ぼつちゃんの立場が悪くなるし、自分に至っては首が飛びかねない。本当に物理的に飛ぶ可能性だってある。……ああ、特別手当てに釣つられてこんな余計な仕事を引き受けるんじゃなかった。やはり人間慎つつましやかに信仰だけを喜びにして生きていくべきなのだ。うん。

　靴の爪つま先さきにひたりと水の感触が触れた。ライトを照らすと、踏みだした靴のすぐ先で黒い水面がゆらゆらと蠢うごめいている。

　河か岸がんの通路が中途半端なところで途と切ぎれて垂直に落ち込んでいた。

「うわ、危ねえ……」

　ぞっとして足を引き、噴ふきだしてきた冷や汗を拭ぬぐう。

　ぐぅ……。

　喉のどを鳴らすような低い唸うなり声が背中で聞こえた──。

　振り返った刹せつ那な、いつの間にか背後に立っていた長身の影かげが長い腕を突きだしてきた。悲鳴をあげる暇もなく骨張った五指に喉のどもとをわし摑づかみにされ、自分の首が折れる音を聞くという稀け有うな、最初で最さい期ごの体たい験けんをした。
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「〈テンプル〉のフラッシュ！　どうだ！」

「〈巡じゆん洋よう艇てい〉と〈ソード〉のフルハウス」

　うわあ、と嘆いてユリウスがカードをテーブルに放りだし、天を仰ぐようにソファに深く背中を預けた。

「また負けたあ。意外だな、キーリがカード得意だったなんて」

　向かい側のソファに座ってカードを集めながら、キーリは「得意ってほど上う手まくないよ」と困惑ぎみに苦笑した。

　婦人の言葉に甘えて風ふ呂ろを借り、身体からだが温まると程よく眠気が寄せてきて寝ようかと思ったところにユリウスが帰ってきたので、リビングのソファで思い出話に花を咲かせつつカード遊びをはじめたのだった。

　サウスハイロの港で別れたあとのことも話題に上り、炭鉱の街の〈バズ＆スーズィーズ・カフェ〉のことや東サウスハイロでの暮らしのことを当たり障さわりのない範はん囲いで話した。ラジオの兵へい長ちようのことやハーヴェイ以外のもう一人の不ふ死し人にんベアトリクスのことなど、さすがに詳しく話すわけにいかない事情もあったが。

　ユリウスのほうはサウスハイロにしばらく滞在したあと首都に戻り、今は神学校の高等科に進学しているのだそうだ。

　何が驚おどろいたって、最低でも二つ三つはキーリのほうが年上だと思っていたのに話してみたらたった一学年違いだったということと、ユリウスの家柄が想像を超こえて立派だったこと。

　ユリウスの祖父は教会の最高機き関かんである長老会の要人であり、同じく父親は教会治安部の副責任者──つまり惑星全土に存在する教会兵支部を統とう括かつする組そ織しきのナンバー・ツーなのだそうだ。極端な話、ユリウスは父親の威光を楯たてに惑星中の教会兵支部に自由に出入りして好き勝手に振ふる舞まうことだってできる。

　長老会は聖人たちの子孫と言われる十一人の高位聖せい職しよく者によって構成され、その下に教会兵を管かん轄かつする治安部や神官を管轄する説教部などの各組織が存在している。〈十一聖者〉というのが本当にいたのかについてはキーリは疑ってかかっているが、とにかくユリウスの家は惑星全土で十一本の指に入る名家であり、ユリウスはもしかしたら将来長老会の一員になるかもしれないのだ。

　その話を聞いたとき、キーリは文字どおり別世界の人を見るような目でユリウスの顔を凝ぎよう視ししてしまった。ユーリって貴族の王子さまみたいだねと言うと（この惑星に貴族なんてものが存在していたことは今も昔もないので、古くからある貴族の物語はたぶん母星から持ち込まれたのだろう）ユリウスはにこにこして、

「オレのお嫁よめに来れば貴族のお姫ひめさまになれるよ」

「きっと素敵すてきな人だね」

「いや、そうじゃなくてさ……」

　キーリがきょとんとした顔をするとユリウスは何な故ぜかわずかに笑顔を引きつらせて、「いいけどね……」と溜ため息をついた。

　ユリウスがもうひと勝負と食い下がるので、そろそろ本格的に眠くなってきていたがカードを集めて再び切りはじめたとき、リビングの戸口に婦人が姿を見せた。

「あら、楽しそうですねえ」

　二人の様よう子すを目にしてにこやかに言い、それからユリウスに目配せをして、

「坊ぼつちゃん、お邪じや魔まをして申し訳ありませんが、詰め所のほうからお電話が」

「こんな時間に？」

　軽く眉まゆをひそめてユリウスはソファから腰こしをあげ、すぐ戻るからと言い置いてリビングを出て行った。

　婦人も付き添って姿を消したのでキーリは一人で取り残されてしまい、無意味にカードを切り続けながら所在なく部屋の中を見まわした。

　ソファやカーテン、ローテーブルやキャビネットなど、華美ではないがどれも質のよさそうな調度品でまとめられ、ユリウスの家には及ぶべくもないだろうがこの家もそれなりに上流階級に属する家柄なのだろう。〈門の街〉のアップタウンは首都の名家の傍系や、代々首都に仕える使用人の家系の屋や敷しきが多いと聞いた。言っても仕方のないことなのだろうが、同じ信仰を持つ人々であることに変わりはないのに、ダウンタウンの水路跡に棲すむ巡礼者崩くずれの難民たちと何な故ぜこんなにも暮らしぶりに差があるのだろうと考えてしまう。

　足をあげてソファの上で膝ひざを抱える。

　明日、どうしよう……。

「キーリ！」

　気を抜いていたところにいきなりユリウスが戻ってきたので慌あわててソファから足を降ろし、心持ち姿勢を正して振り返ると、ユリウスが血相を変えて戸口に立っていた。

「どうかしたの？」

「あいつ、逃げたってっ……」

「え？」目をしばたたかせてユリウスの顔を見つめ返す。ユリウスも半ば放心したような顔で突っ立っている。「……え？」もう一度呟つぶやいて、一拍おいてからキーリはソファを蹴けって立ちあがった。

「どういうこと？　どこに？」

「オレだってわからないよっ、地下水路に逃げ込んだらしいけど……。とにかくオレ今から詰め所に行ってくるから」
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「私も一いつ緒しよに！」

「駄だ目めだ」

　勢い込んで言うと予想外に鋭するどい声で拒絶され、キーリは若じやつ干かん驚おどろいて言葉を飲み込んだ。それでも懇こん願がんの意を込めてユリウスの深しん緑りよく色いろの瞳ひとみを見つめていると、「……わかったよ」と、ユリウスは根負けしたように溜ため息をついた。

「上着取っておいで。冷えるから」

「すぐ取ってくる」

　頷うなずいてキーリはリビングを飛びだし、寝室としてあてがわれた二階の客間に向かった。

（逃げたって──）

　何やってんのハーヴェイ、あんな状態で……。一気に階段を駆かけあがったせいだけではなく心しん臓ぞうがどきどきしてくる。

　さっきあっという間に留りゆう置ち所じよを飛びだしてきてしまった自分の短たん慮りよを今になって心の底から後悔した。まだほんのちょっと顔を見ただけなのに。まだ何も話してないのに。今度行ったときに仲直りすればいいって、心のどこかでそんなふうに考えて気が緩ゆるんでしまっていた。今度がある保証なんてどこにもなかったのだ。

　寝室に駆け込むと電気をつける時間も惜しく、窓から射さし込むかすかな街まち灯あかりを頼りにダッフルコートを摑つかむ。袖そでを通しながらすぐにきびすを返して部屋を出ようとしたとき、ばたんと音を立ててドアが閉まった。

　鍵かぎがかかる音がした。

「な……」

　事じ態たいが飲み込めずに目の前で閉ざされたドアを呆ぼう然ぜんと見あげ、それからはっとしてドアノブに取りついたががちゃがちゃと引っかかるだけで動かない。

「ごめん、キーリ」

　ドア越しにユリウスの声。キーリは無表情に通せんぼを続けるドアノブの羊の彫刻から手を放し、ドアに張りついて両手で叩たたいた。

「ユーリっ……？　何、あけて！」

「悪いけどオレが帰ってくるまでここにいて」

「やっ、私も連れてってよ！　どうして！」

「ちょっとまずいことになってるんだ。ことの次第によっては、いくらなんでもオレもこれ以上あいつをかばうわけにはいかなくなる。でも最悪でもキーリの安全は絶対保証するから。だからおとなしくしてて」

「何言ってるかわかんないよっ。なんなの、ハーヴェイに何かあったの？」

「逆だよ」

　ドアに顔を押しつけて問いかけると、返ってきたのはユリウスにはひどく似つかわしくない、突き放したような冷たい声だった。苛いら立だちか、あるいは失望にも似た。

「ユーリ……？」

「追っていった看守が地下水路で死体で見つかった。首を折られて、殺されてた」

「殺──」

「水路に捜索隊が出てる。抵抗するようなら、見つけ次第射殺が許可されてる。不ふ死し人にんだってばれるのもそうなったら時間の問題だ」

　感情を押し殺した声でそれだけ言うと、そこで説明は終わりというようにユリウスは言葉を切った。キーリが愕がく然ぜんとしているあいだに、婦人に一言二言指示を残してドアの前を離れる気配けはいがした。

「待っ……、待って！　噓うそだよ、ハーヴェイじゃないよっ」

　慌あわててドア越しに呼びかけたが、足音は立ちどまらずに廊下を歩き去っていく。

「待ってユーリ、ねえ、私に行かせて！　私が捜して事情訊きくから、絶対何かの間違いだから！　お願い、連れてって！」

　両の拳こぶしでドアを叩たたいて呼び続けたが足音が戻ってくることはなく、「申し訳ありません。あとでまた参りますので……」と若じやつ干かん震ふるえが混じったか細い声を残して婦人の足音も遠ざかっていった。

「待っ……」

　廊下から人の気配が消えてもキーリはまだしばらくドアに張りついていたが、少しして背中にくぐもった話し声が聞こえてきたので弾はじかれたようにきびすを返し、反対側の窓辺に駆かけ寄った。

　ガラス越しに外を覗のぞくと、夜よ闇やみに溶け込む黒塗りのトラックがちょうど屋や敷しきの前の表通りを走り去っていくところだった。教会兵のトラックだ。ユリウスを迎えに来たのだろう。

　窓から視線をはずして部屋の中を見まわしたが施せ錠じようされたドアの他ほかに出入りできそうな場所はない。窓に向きなおり、ガラスに顔を押しつけて周囲の壁かべに視線を走らせる。眼下に一階の窓のひさしが見える。距離はあるが、窓枠を手がかりにすればなんとか飛び降りられないこともない。

　鍵かぎをはずして窓を開け放すとノースハイロの秋の夜風が髪を搔かき乱した。ユリウスには本当に申し訳ないと思いながら窓枠によじ登る。

　あいにくと育ちがよくないから、部屋は必ずドアから出入りするようにとは教えられなかった。
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　右手が動かないので口を使って買ったばかりの煙草たばこの封をあけ、そのまま唇の先で一本くわえて引き抜いた。左手で煙草たばこの箱をポケットに落とし、代わりにライターを摑つかみだして、火をつけるあいだだけ立ちどまる。

（やっぱりわかんねーなー……）

　煙草の先に火を近づけながらライターを眺ながめて内心で首をひねった。キーリが投げつけてきたライターだがあらためて見ても自分のものだったという覚えはない。

　ライターのほうに意い識しきが向いていたので深く考えず惰だ性せいで煙を吸い込んで、その途端とたん肺がひっくり返ってげほげほと思いきり咳せき込んだ。

　地下にいるあいだ微み塵じんもありがたくない長期禁煙を強しいられていたので、考えてみるとずいぶん久しぶりに煙を肺に入れたことになる。一気に酸素不足になったのか目眩めまいを覚えて軽くふらついた。

（しまった……）

　行き交う通行人の怪け訝げんな視線を浴びてしまい、コートのフードを深く被かぶりなおして足早にその場を立ち去る。

　目についたコートをとっさにひっつかんできたのは我ながらいい判断だった。ポケットに少々の小銭が入っていたのでありがたく頂ちよう戴だいして煙草を買ってから、夜の街の程よい闇やみと人通りに紛れてアップタウンの方向へと歩いている。今のところ街のほうに追っ手が出ている様よう子すはない。あんな単純な囮おとりに引っかかるとは正直期待していなかったが、運よく狙ねらいどおり地下水路に逃げたと思ってくれたようだ。

　無む理り矢や理りにでも身体からだを動かしはじめると傷の修復から日常活動のほうに〈核〉のエネルギーがまわりはじめたのか、逃げだした直後はその場にへたり込んでしまうくらいだったのに徐々に違和感も薄うすれて普通に動けるようになってきた。

　代わりにずきずきと疼うずきはじめた右目と右みぎ頰ほおの目立つガーゼをフードで隠し、たいして美う味まいとも思わないのだが妙に意地になって煙草をふかしてまた咳き込んだりしながら、夜の街の片かた隅すみを足早に抜ける。

　ついでに言うとさっき馬ば鹿か力ぢからを使ったので左腕の筋すじを痛めた。

　自分たちが過去の戦争で最強の兵士扱いされていたのはどんな無茶むちや苦茶くちやをやったところですぐに再生するので肉体の限界を無視して暴れまくることができたからで、別にもとから人並みはずれた身しん体たい能力を持っているわけではない。製造時になるべく素材のいい死体が選別されたという実際あり得そうな噂うわさも聞くが、事実だったとしてもいずれにしろあくまで常人レベルでの優ゆう劣れつの話だ。

（くそ、遅いな……）

　まだ力を入れると肘ひじから肩に痛みが突き抜ける。あまり考えなしに無茶をやると再生のほうが追いつかなくなりそうだとあらためて認識する。

　潰つぶれた眼球の破片がごろついて邪じや魔まだったので自分でえぐりだしたのも、今にしてみれば短絡的だったのだろう。この調子では眼球が完全に再生するまでに相当の時間がかかる。遠近感がうまく摑つかめず、片目の視界で歩くのに慣なれるまで途中何度か通行人とぶつかりかけた。

　大おお雑ざつ把ぱな場所だけは前にあの女が喋しやべっていたことがあったので、目的の家は比較的容易に見つかった。アップタウンの閑静な住宅地の一角。嫌いやみのない品のよさを備えた、このあたりではこぢんまりとした部類に入る白い壁かべの屋や敷しきがブルーグレーの夜空の下に佇たたずんでいる。

　予想どおりの雰囲気の家でよかったとなんとなく安心し、そういう安らかな気分とはまったく矛む盾じゆんした行為になるのだが、通りの左右に軽く視線を走らせて人目がないのを確認してから門に足をかけてよじ登った。

　音を立てないように飛び降りて、屋敷の前庭に降り立つ。

「さて、と……」

　そこまで気軽に行動したはいいが、玄関を前にしたところでそれからあとのことを具体的に考えていなかったので行動がとまった。

　ユリウスか、あるいはあのユリウスの乳う母ばとかいう女以外の家人がいるとしたら正面切って訪ねるわけにはいかないだろうし、どこかから入り込むにしてもさすがに屋敷の内部までは把は握あくしていない。それをクリアしてうまくキーリと会えたとして、

（何を言うつもりだ、俺おれは……）

　数秒思案して、なんとかなるかととりあえず侵入できそうなところを探して視線を巡めぐらせたとき、いきなり玄関のドアがあいた。

　長方形に切り取られた屋内の光が前庭を照らしだす。身を隠そうとしたが玄関から飛びだしてきた女の影かげがステップに蹴け躓つまずいて転げ落ちそうになったので、とっさに手を出して支えてしまった。

「あっ──」

　胸に飛び込んできた女が顔をあげ、こちらの顔を認めるなり口を悲鳴の形にあけたので慌あわてて左手で塞ふさいだ。「何もしません。キーリ、……夕方来た子がここにいるって」耳もとに口を寄せて早口で囁ささやく。

　女はこくこくと小刻みに頷うなずいて、と思ったら今度は目を見開いて激はげしく首を横に振りはじめた。様よう子すがおかしいことに気がついて手をどけるとすごい形ぎよう相そうで逆にこっちの腕にしがみついてきて、

「申し訳わけありませんっ、お部屋からいなくなってしまわれて……！」

「いなくなった？」

「きっとあなたを捜して地下水路に行かれたんです。わたくしがお側そばを離れたばかりに、ユリウス坊ぼつちゃんになんてお詫わびを申しあげればっ……、いえそれよりも大事なお客さまに万一のことがあったらどうすれば、はやく捜さないと、はやくっ……」

「ちょっ、わかったから、落ち着いて」

　涙で化粧をぐしゃぐしゃにして喚わめきたててくる女を少々持てあまし気味に引き離し、

「どれくらい前ですか。どっちに行ったかは」

「まだそんなにたってはっ……。方向はわかりません、申し訳わけありませんっ。わたくしがお側そばを離れたばかりに、ユリウス坊ぼつちゃんになんてお詫わびをっ……」

「わかったって」さっきも聞いた。「いいから、あんたは家に入って。大丈夫です、俺おれが捜しに行きます」女の肩に手を置いてなるべく誠実に言いながら、頭の半分に市街図を描いて水路への降り口の見当をつけた。時間がたっていなければ追いつけるだろう。

　多少は気が落ち着いたのか、女は握りしめていたハンカチで涙目を拭ぬぐって気恥ずかしげに俯うつむいた。

「すみません、取り乱してしまって……」

「いえ」

　女の肩から手を放し、軽く頭を下げる。

「こっちこそ、いろいろ迷惑かけます」

　言い置いてきびすを返し、立ち去ろうとしたが視線を感じていったん振り返ると、玄関前に残った女がまだ泣きはらした顔でぽかんとしてこちらを見つめていた。目があうと慌あわてたように視線を落として「あの、いえ、意外と普通の人みたいなので……あっ」何が「あっ」なのか知らないが縮ちぢこまってそれきり黙だまり込んだ。

　悪かったな、意外と普通で。

　反応に困って、結局表情が浮かばないままきびすを返した。
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「イル、もう遅いから寝なさい」

「まだ眠くなーい」

　少女の声に、少年の声が明るく答える。

　前部座席の背後の小窓越しに荷台の様よう子すをちらりと窺うかがって、ベアトリクスはこっそり吐息した。荷台に積まれた荷物のあいだに少女が毛布を広げて寝床を作り、少年がきゃあきゃあ楽しそうにその上を転がっている。

　平和だ。

「だからさあ、あんないたいけな少年少女が姉きよう弟だい二人でノースハイロの親しん戚せきん家ちに向かってるって言うんだから、俺は純粋な親切心から乗せてやったわけ。悪い奴やつに捕まって有り金がね巻きあげられて人買いに売られでもしたら寝覚めが悪いだろ？」

「はいはい。聞き飽きたわよ」

　ハンドルを握りながらぺらぺら喋しやべる運転席の男に視線をずらしてなおざりに応じる。まあたぶん本当なのだろう。その親しん戚せきの家とやらが教会に縁えんのある金持ちだろうと踏ふんで送り届けた恩を押しつけて、謝しや礼れいとあわよくば商売のコネにでも、とかなんとかいう打算もあるのかもしれないが、そんなことまで心配してやる義理は別にない。

　稀き少しよう品ひんやマニアックなコレクターズアイテムの取り扱いを主として、ウエスタベリとノースハイロを行き来している商人なのだそうだ。なるほどウエスタベリやノースハイロにはそういうものに手を出す余裕がある金持ちが多い。あくまでひと握りではあるが。

　トゥールースにはその途中で立ち寄って、たまたまカード賭と博ばく場じようで同席したクールな顔してなかなか強い黒髪の女の子に目をつけてナンパしようと追いかけて、あとの顚てん末まつは、まあそういうことだ。

「しかし驚おどろいたな。あんなおかしないや奇抜な格かつ好こうして顔隠してるからどんなひどい顔の女なのかと思ったら、すげえ美人なんだもんなあ。あのときあんたを誘っておけばよかったな」

「もしそうしてたらトランクに轢ひかれるくらいじゃ済まなかったわよ。事情があったのよ、あのときは」おかしいも奇抜も言いなおしたところで似たような意味だろうが。

「事情って？」

「関係ないでしょ」

「おねえちゃん、魔ま女じよのおねえちゃんはどうして先に行っちゃったの？」

　つんとそっぽを向いたとき後ろから無む邪じや気きな声が割り込んできて、振り返ると幼い少年が荷台の小窓から頭を出してにこにこしている。子供は好きでも嫌いでもないが、少なくとも相手をするのは苦にが手てだ。渋い顔で言い淀よどんでいると、「イルってばっ」と姉の少女が弟の脇わきを抱いて小窓から引っこ抜いた。

「もうその話はしちゃ駄だ目めって言ってるでしょ！」

「そうだぞ、イル」

　と何な故ぜか商人まで兄貴面づらで頷うなずいてみせ、バックミラー越しに小窓に向かってもっともらしく講こう釈しやくをはじめた。

「〈トゥールースの魔女〉が黒髪に黒服の女ってのは、鐘しよう楼ろうに幽ゆう霊れいが出るとかいう目もく撃げき談だんをもとにあそこに集まってる土産みやげ物もの屋の連中がでっちあげたただのフィクションなんだぜ。ちゃんとした筋の情報だと、魔女は金髪碧へき眼がんの美女って言われてる」言いながらちらりとこっちに横目を送ってくる。意味の深さを測りかねてベアトリクスは無表情に睨にらみ返すにとどめた。考えすぎかもしれないが、まさかこっちの反応を探っているのか。

「そもそも魔女の幽霊なんているわけないだろ？　単に通りがいいから魔女魔女って言われてるけど、正確にはトゥールースの魔女ってのは──」

「駄目ですッ！」

　少女の出し抜けの大声が商人の台詞せりふを遮さえぎって後頭部に響ひびき、ベアトリクスは思わず心持ち頭をのけぞらせた。そこまで喚わめくことかと思いながら振り返ると少女は弟を何かから守るように抱きしめて荷台にうずくまり、「モニカ、なんだよう？」と身じろぎして逃れようとする弟の耳を両手でしっかり塞ふさいでいる。

「それは魔ま女じよ以上に忌いまわしい、決して口にしてはいけない汚けがれた言葉ですよっ。両親にも教会の神官さまにも、きっ、きつく言われてましたっ……」

　ぶるぶると痙けい攣れんすら起こして訴える少女にベアトリクスも商人も肝きもを抜かれて、二人してぽかんとした顔を見あわせた。

「いやあ、ノースハイロに来たって感じがするねえ」

「……そうね」

　にやりと笑って軽口を叩たたく商人にベアトリクスは素そっ気けなく同意しただけで、顔を背そむけてフロントガラスに映る景色に視線を投げた。とはいえ取りたてて何が見えるわけでもなく、濃こいブルーグレーに沈み込んだ夜の世界をヘッドライトの白い光が丸く切り取って、荒野にできた轍わだちの陰影を浮かびあがらせている。

　首都のお膝ひざもとノースハイロに限ったことではなく、ごく一般的な信仰心厚い家庭にとって、不ふ死し人にんという存在と言葉はごく一般的にそういうものだ。

　──どんっ！

　と、空気の壁かべを叩くような爆ばく音おんが突然荷台で轟とどろいて思考を引き戻され、続いて大音量の音楽ががんがんと流れはじめた。

「わ、なんだ？」

　商人が驚おどろいた声をあげ、ベアトリクスも耳を塞ぎながら荷台を振り返った途端とたん座席から飛びあがりそうになった。毛布の上できょとんとして座り込んでいる少年の腕に小型ラジオが抱かれている。トランクと一いつ緒しよに荷台に放り込んでおいたのを少年がいじってしまったのか。

「馬ば鹿か、こっちに貸して！」

　小窓に上半身を突っ込んで少年の手からラジオをひったくる。即座にボリュームを落としてひと息ついたが、少年と同様に放心して荷台にへたり込んでいた少女が眉まゆをひそめた。

「今のはなんですか？　ああいう野や蛮ばんな音楽は禁止されてますよっ！」

『野蛮で悪かっ』ラジオが抗こう議ぎの声をあげようとしたのでやかましいと後ろ手で前部座席に放り込み、「えっとこれはね、私のじゃないのよ。預かってんの。ほんとはとっとと捨てたいんだけど、仕方なく」

　なんだかうっとうしいことになってきた。うんざりしながらとりあえず言い繕つくろって運転席の商人の反応を窺うかがうと、商人はハンドルに肘ひじを乗せて気楽に運転を続けながら、

「まあそう固いこと言わなくても、どうせこんな荒野の真ん中で誰だれに咎とがめられるわけでもないし、流してたって構わないぜ？　旅は道連れって言うしさ」

　にこやかにそんなことを言ってこっちに目配せしてみせた。

　妙に理解がよすぎやしないか。「……ありがと」ベアトリクスは一応礼を述べながら、警けい戒かい心しんを解かないことに決めた。
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　闇やみの向こうで何かの気配けはいがした。

　首から下げた携帯ライトをかざしてみるが、光はすぐにトンネルの闇に吸収されてごく狭い範はん囲いしか見通すことはできない。地下ではきっと光よりも闇の優ゆう先せん順位のほうが高いのだ。

「ハーヴェイ……？」

　頼りなげな呼びかけに答えてくれる声はなく、周囲を包む湿気と闇の壁かべに不気味に反はん響きようして自分に跳はね返ってきただけだった。ライトで河か岸がんの通路を照らして、キーリはとりあえずそちらに足を向けた。教会兵の捜索隊と鉢合わせしたら困るので大声で呼びながら歩きまわるわけにもいかない。

　携帯ライトはユリウスの乳う母ばの家の軒先で見つけて、本当に育ちが悪くてすみませんと心の中で謝しや罪ざいしつつ拝借してきた。アップタウンの住宅地の排水口から水路に降り、河岸の通路を歩きはじめて小一時間ほど経過しただろうか。冬の荒野を吹き抜ける刺すような乾いた風とはまったく異質の、芯しんからじわじわと冷えてくるような湿った冷気がコートの上から凍しみ入ってくる。濡ぬれたコンクリートを踏ふむ自分の足音がヘドロと苔こけでぬめり気を帯びた壁にひたひたと異様に響ひびいて聞こえ、饐すえたような臭気と地下のトンネルの閉へい塞そく感かんがただでさえ心細い気持ちを余計に萎い縮しゆくさせる。

　やみくもに歩いているつもりではなかったがだんだん自信がなくなってきた。アップタウンから留りゆう置ち所じよのあるミッドタウンの方角へ向かうなら水路を下流に辿たどればいいはずだが、このあたりでは流れがもたついてどちらが下流なのかよくわからない。ライトで水面を照らすと、廃棄オイルに似た粘性の黒い水が怠たい惰だな生き物みたいにゆらゆらとたゆたっている。

　戦前の高度文明の遺い物ぶつである地下水路は現在の技術ではおそらく建造不可能な巨大な規模を誇り、迷路のように交こう錯さくしながら〈門の街〉の地下全域に横たわっているという。水路に沿って設けられたコンクリートの通路を歩いていると横の壁に時折りぽっかりとアーチ形の空洞が現れ、細い支流へと水が流れ込んでいく。

　今歩いているのはかなり大きな流れに沿った通路で、携帯ライトの頼りない光では対岸を見通すことはできない。もっとも幅のわりに天てん井じようは低く、ヘドロがこびりついたでこぼこの天井が頭上からのしかかって閉塞感を塗り重ねている。

　通路をしばらく進むうち、闇に包まれたトンネルの先のほうからざあざあと水が流れる音が聞こえてきた。

　ライトで周囲を照らしながらもう少し歩くと、二本の水路が交差している少し開けた場所に出た。二つの流れがぶつかりあって澱よどんでいるあたりに黒い土手のようなものが横たわっているのが見える。

　水路を漂う大小のゴミが澱よどみの真ん中に停滞し、それらがヘドロと一いつ緒しよに固まってちょっとした堤防を形成しているようだ。堰せきとめられた水が堤防の隙すき間まから溢あふれて、そこから先はまた澱みが解消されて下流に向かって速い流れが続いている。

　ここで流れが滞とどこおっていたのかと納得しながら目を凝こらしていると靴の先がぴちゃりと水に浸り、慌あわてて足を引いた。水面下で崩くずれてきているのだろうか、歩いてきた通路が傾斜して水に沈み、そこで道が途と切ぎれていた。

（行きどまりだ……）

　さっきの気配けはいが気のせいじゃなかったとしたら、どこかにまだ道があるはずだが（飛び込んで潜もぐっていったりしたんじゃなければ……）。小さな手がかりも見逃さないようにゆっくりとライトを水面に這はわせる。

　堤防の手前に様々な漂流物が引っかかり、黒い水の表面でわずかに浮き沈みを繰くり返している。

　その中に、俯うつぶせに沈んだ人間の背中と後頭部のように見えるものがあった。

「あっ……！」

　深く考えずにキーリは水に沈んだ通路の先へと踏ふみ込んでいた。幸い急に深くなっているということもなくブーツの高さまで足が浸つかる程度で、脛すねにまとわりつく濁にごった水を蹴けってぱちゃぱちゃと分け入っていく。

　堤防の一部が腐って崩くずれたところからよじ登ることができ、堤防の上を渡って人ひと影かげが漂っている場所まで近づいて、恐る恐るライトを照らして生存を確かめる。

（なんだ……）

　あとで考えてみるともちろんそれがハーヴェイだという確信があったわけではなく、とにかく人が漂っていたから近寄ってみただけなのだが、人間のように見えたそれは単に水を吸ったぼろ布が絡まりあった粗大ゴミだった。

　ほっとすると同時に若じやつ干かん拍子抜けした。水路で行方ゆくえ不明者が出るのは珍しいことではないと聞いたせいでつい思い込んでしまったのかもしれない。

（向こう側から行けそうだな……）

　堤防の上からライトを照らしてみると、水路を挟んだ対岸の通路はどうやら水に沈んでいない。向こう側に渡ればまだ下流へ進むことができそうだ。

　堤防をつたって対岸に向かって歩きだした。ゴミの固まりでできた足場にどろどろしたヘドロがこびりついて滑りやすく、靴の底に気をつけながら一歩一歩慎しん重ちように進む。

　十分注意していたつもりだった。しかし足場のほうにばかり気を取られていて、水が浸入したブーツの内部で足が泳いだ。

「わ」

　バランスを崩くずして堤防の向こう側に滑り落ち、尻しりもちをつくような格かつ好こうでぱしゃんと腰こしから水に浸つかった。「あっ……。わっ」堰せきの向こうは思った以上に水の勢いが強く、あっという間に流されそうになって危うく両手で堤防にしがみつく。

　かろうじて踏ふみとどまったが、そこで身動きが取れなくなってしまった。少しでも動いたら重心が浮いて流れに呑のまれてしまいそうだ。

　最初に通路から水の中に踏み込んだときは気にならなかったのに、水に浸かったコートの裾すそが意外に重たく下半身に絡みついて流れに引きずり込もうとする。なんとか抵抗して堤防にしがみついているあいだにも、痛いくらいの冷たい水が服の上から身体からだの芯しんに凍しみ入ってじんじんと手が痺しびれてくる。

　焦りながらも今ひとつ状況が理解できていなかった。〈砂の海〉の流砂はもっとさらさらしていてこんなふうにまとわりついてくることはなかったし、それにほんのりと温度があってこんなふうに冷たくなかった。

（どうしよう。困った……）

　水がこんなに重く冷たいものだなんて知らなかった。

「……。馬ば鹿かだ……」

「おう」

　自分に向けた呟つぶやきに、思いもしないところから同意の声があった。

　水の中に座り込んで両手で堤防にしがみついた不格好な体勢で顔をあげる。首から下げた携帯ライトも水に浸かっているが、幸い壊こわれてはいないようで水面下からゆらゆらと光を滲にじませて視界をかろうじて確保している。

　目の前の堤防の上に濃のう灰かい色しよくのコートの裾すそと二本の長い脚あしが見えた。もう少し視線をあげると、長身の人ひと影かげがコートのポケットに両手を突っ込んで立っている。

　さらにもう少し顎あごを持ちあげて相手の顔を見あげる。右目と右みぎ頰ほおに白いガーゼを貼はった二十歳くらいの青年。

「あ……」

　ほっとして笑顔になりかけたが、

「お前は何、その無鉄砲な性格はぜんぜん改善されてないな。不用意に水に入ったら流されるくらいのこと普通考えるだろ」

　次の瞬しゆん間かんには情け容よう赦しやなく斬きって捨てられて、緩ゆるみかけた気持ちが一気に凍りついた。薄うす闇やみの中ではっきりとは見えないのに、赤しやく銅どう色いろの左目に呆あきれた表情が浮かんでいるのがありありと目に浮かぶ。

「……だって」

　きまりが悪いのとむっとしたのとでキーリは仏ぶつ頂ちよう面づらになって下を向いた。イースタベリにもサウスハイロにも水路なんてなかったし、普通考えるだろと言われても考えたこともない。ハーヴェイのほうがそういうことに通じすぎてるんだ。……ヒヨコ豆がどうやってできるかは知らないくせに。

　しがみついた堤防を不満げに睨にらんで押し黙だまっていると、溜ため息とともに斜め上から手が差しだされた。顔をあげるとハーヴェイが足場に膝ひざを折って、右手はポケットに突っ込んだまま左手だけを出してこっちに伸ばしている。

「ほら。はやく手ぇ出せ」

「……」

　目の前に差しだされた手を見つめて、数秒のあいだにいろいろな感情が閃ひらめいた。華きや奢しやなのに関節だけがごつごつと骨張った長い指と大きな手のひら。記き憶おくに焼きついている手と変わっていない。

　摑つかまろうかと、一いつ瞬しゆん思った。

「……いい」

　けれど結局、キーリはその手からぷいと視線を背そむけた。

「いらない。自分の面めん倒どうは自分でみる」

「お前な、みれてねえから今そうなってんだろ。何わけわかんねえ意地張ってんだよ」

「何って、もとはといえばっ」

　さっきから言われっぱなしなのも釈然としなくてすぐにまた顔をあげ、「ハーヴェイが逃げたりするからじゃないかっ。ユーリにだってさんざんお世話になったのに迷惑かけて、ユーリ怒ってたからね！」

　声を荒げて言い返すとハーヴェイのほうもむっとした顔になって、

「あのなっ、お前が話も聞かずに怒って帰ったからだろそれは」

「それだってハーヴェイがっ──」

　さらに反論しようとしたとき、しがみついた堤防からずるりと手が滑った。

「あっ」

「わっ」

　焦った声が二つ同時にあがった。とっさにぬめり気のあるヘドロの表面に爪つめを立てて持ちなおし、血の気の引いた顔をあげるとハーヴェイも手を伸ばしたまま同じような顔で固まっていて、お互い言葉を失って数秒間見つめあう。

「……あーもう、わかった」

　ハーヴェイのほうが根負けしたように渋い顔で溜め息をついた。

「俺おれが全部悪いってことでいい。文句はあとでいくらでも聞くから、とにかくこっちに手え出せ。心しん臓ぞうに悪い」

　しょうがないから譲ゆずるという感じなのでキーリはますます面おも白しろくない。ハーヴェイだってそうやって言いあいになるのが面倒だからって妥協するところなんかはぜんぜん改善されてないじゃないか。

「キーリ、摑つかまれって。頼むから」

「いい。放っといて」

　差しのべられた手から逃れるように堤防をつたってじりじりと横に移動しはじめる。水の勢いが弱いところまで行けば自力で這はいあがれるだろう。ハーヴェイなんかいなくたって、もうずっとやってきたんだから。

「おい、危ねえって──」

　手がかりにするために摑んだ場所にぐにゃりと沈む感触があった。

　腐りかけたゴミの一部分をごそっともぎ取るような格かつ好こうになって手が宙を泳ぎ、拠よりどころを失った途端とたんあっという間に黒い水に押し流されて、あとはわけがわからなくなった。







「この、馬ばっ──」

　間一髪でキーリの手首を捕まえたものの、反射的に何かを摑もうとした右腕は当然のように反応しなかったので自分の身体からだを固定することができず、逆に水中に引っ張り込まれて一いつ緒しよに流されるはめになった。

　気を失っているらしいキーリの手を引き寄せて左腕で抱きかかえ、一気に速くなった奔ほん流りゆうに揉もまれながら抵抗する術すべもなく闇やみのトンネルを滑り抜ける。ごうごうと水が暴れる轟ごう音おんが壁かべと天てん井じように反はん響きようして全方向から鼓こ膜まくを叩たたく。

　完全な闇やみならあっという間に方向を見失っていたところだが、キーリの首に引っかかった携帯ライトが水面を飛び跳はねたり沈んだりしながらかろうじて鈍い光を瞬またたかせている。

（くそ、どこまで……）

　光を頼りに下流に目を凝こらすがアーチ状のトンネルがわずかに蛇だ行こうしながら闇の先へと続いているだけで、どこまで流されていくのか見当もつかない。胸中で舌打ちをして、ぐったりしている少女の身体からだを放さないように片手できつく抱きなおす。あまり水を飲んでいなければいいが──。

「げ……」

　水路の先に視線を戻して、思わず呻うめき声が漏もれた。

　唐とう突とつに終点が見えてきた。あれを終点と言っていいのか、とにかく黒い奔流が中途半端なところで終わって水平線が横たわり、その向こうには闇しか見えない。

　やばいと思ったがいずれにしろどうすることもできず、そのときにはもう目の前に迫っていた水平線から滑るように闇の中に放り込まれた。

　水平線を境に滝が垂直に落ち込んでいた。ぶつかりあいながら落下する水流に翻ほん弄ろうされるまま、数秒後に水面に身体を叩たたきつけられて、一いつ瞬しゆん意い識しきが遠のいた。水中で手放しそうになったキーリの身体からだをはっとして抱きなおし、足で水を蹴けって水面に顔を出す。

「キーリっ……」

　自分の声すら聞こえないほどの轟ごう音おんが水面を叩たたいている。キーリの頭を自分の肩に乗せてざっと顔色を確認してから、周囲に視線を走らせる。

　地底にできた湖とでも言うのか、円形に近い開けた空間だった。天てん井じようは高く、垂直に切り立った瀑ばく布ふに沿って視線をあげても途中で闇やみに吸い込まれてどれくらいの距離を落ちてきたのかわからない。おそらくは十数メートルかもう少しくらいだろうと思うが、いずれにしろ登る手がかりもないのであまり関係はない。

　滝の真下では轟音とともに激はげしい水しぶきがあがり濁だく流りゆうが渦巻いているが、他ほかの水面は比較的穏おだやかで、黒い波がゆらゆらと鈍にぶい光を反射している。水かさが一定であるところを見ると底のほうに水の排出口があるのかもしれないが、相当水深がありそうなのでこれもどっちにしろ関係ない。

　滝の反対側の壁かべ沿いに這はいあがれそうな岸が見えた。

（ちょっと遠いな……）

　片手しか使えないうえにキーリを抱いていてはさすがにあそこまで泳ぐのは辛つらい。自分自身の身体のもどかしさに苛いらつきながら、肩に乗せた少女の頭がずり落ちないように襟えり首くびのあたりを口でくわえて、あいた左手で水を搔かいて泳ぎはじめた。

　波は穏やかだが濡ぬれた服のせいで身体が何十倍も重く感じられ、もたつく黒い水がそれ自体悪意を持っているかのように手足に絡みついてくる。苦労して岸の近くまで泳ぎ着き、あと少しで手が届くというところまで来たとき、

「う、ん……」

　意い識しきが戻ったようで、鼓こ膜まくを満たす水音に混じって少女の呻うめき声が聞こえた。

　嫌いやな予感がした。泳げないのは言うまでもなく、こいつはたぶん水中で足が着かない状況というのにまったく慣なれていない──。

　数秒、状況を理解するくらいの時間をおいて、予感が的中した。

「ひゃっ……！」

　のろのろと周囲を見まわしていたキーリが突然裏返った悲鳴をあげ、水から這いあがろうとするように頭にしがみついてきた。「馬ば鹿か、やめっ……」頭を押しつけられる格かつ好こうになって水面に顔が沈みかけ、当然キーリのほうも一いつ緒しよに沈みそうになって動転しさらに必死でしがみついてくる。

　危うく二人とも溺おぼれるという事じ態たいになりかけたがぎりぎりで岸に手が届き、暴れるキーリの手を引っ張り寄せて岸に摑つかまらせた。

「あがれっ」

　苛々と吐き捨てて背中を押しあげる。キーリは無我夢中といった様よう子すで岸にしがみつき、全身を引きずりあげて水際から少しでも逃げるように奥まで行ったところで、四つん這ばいで咳せき込みはじめた。

「ったく……」

　どっと疲れが噴ふきだしてきて、自分のほうは濡ぬれたコンクリートに上半身を乗せただけでしばらく肩で息をしていた。呼吸を整えてからようやく片手で岸に這いあがり、

「本気で焦あせった。殺す気か」

「だっ……」

「だってじゃねえっ、だからお前は水の怖さをぜんぜんわかってねえだろ！」

　何やら言い訳わけしようとした声を遮さえぎって怒鳴りつけるとキーリはぴゅっと身をすくめて、しかしまだ何か不満なのか仏ぶつ頂ちよう面づらでそっぽを向いた。

「……あー。勝手にしろ」

　つきあいきれなくなって、ぼたぼたと地面に水を滴したたらせながら少し距離を取ったところに腰こしを降ろした。

　全ぜん貌ぼうを見渡すことはできないが相当広い円形の空間のようで、緩ゆるやかに弧を描く壁かべに沿って湖岸が左右に伸びている。片側は少し先で崩くずれて水際に溜たまった漂流物の中に沈んでいるが、もう片側は闇やみの先へと続いていて、進んでみたらどこかへ出られるかもしれない。

　とりあえず、今は何もする気が起きない。
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　岸の幅は一メートルもないくらいで、脚あしを伸ばすと踵かかとが縁ふちに触れる。軽く膝ひざを折って座り込み、壁かべに背中を押しつけた。全身余すところなくずぶ濡ぬれだったが頭を振って髪の滴しずくを払った程度で水を絞しぼろうという気力も起きない。重く冷えきった衣類が肌にひたすら不快な感触を張りつかせる。

　遠くのほうでざあざあと流れ落ちる滝の音が程よい雑音になって沈ちん黙もくした空気を緩かん和わしている。水音を何なに気げなく聞き流しながら、視界の端で隣となりに座る少女の様よう子すを窺うかがう。同じく濡れ鼠ねずみで膝をたたんで壁際に座り込み、血の気が引いてかすかに震ふるえる唇を引き結んでコートの裾すそを親の仇かたきみたいに力いっぱい絞っている。

「寒いんだろ」

「寒くない」

「噓うそつけ」

「放っといて」

「……あそ。もう言わねー」

　会話終了。

　なんだってこんなふうにこじれたことになっているのか、何が直接の原因だったかすでに思いだせなくなっていた。視線を逃がすついでに天てん井じようの闇やみを仰いで嘆息し、空から見ている誰だれかがいるんだったら教えて欲しいとかなり本気で考えたが、どっちにしてもどうせこんな地下深くまでそいつの目は届いていやしないだろう。







　下着までびしょ濡れで身じろぎするたびにたぷたぷと気持ちが悪い。

　かじかんであまり感覚がない両手でそれでも無む理り矢や理りコートの裾を絞りながら、キーリはちらりと隣のハーヴェイの横顔に視線を送った。

　長い脚を折って壁にもたれかかり、少し苛いらついた顔で薄うす闇に包まれた水面のどうでもいい方向を睨にらんで、剝はがれかけた右みぎ頰ほおのテープをうっとうしそうに左手でひっぺがしている。剝がしたガーゼの下の頰に残っているのはまだひどくただれた無む惨ざんな傷きず痕あと。右目のテープも濡れて剝がれかけていたがこっちは剝がしてしまいたくないのか、手のひらで押さえて無理矢理くっつけなおした。

　さっき手を差しのべられたときには思い至らなかったが、右手をずっとポケットに突っ込んだままなのは動かないからなんだろうか。考えてみると水の中をここまで引っ張ってきてくれたときも右手は使っていなかったかもしれない。

　なんでこの人は、会うたびいつもこんなぼろぼろになってるんだ。

　ずるいと思った。これじゃこっちが悪いみたいな気がしてくる。一人で意地になって怪け我が人にんを一方的に困らせているみたいだ。

　……前ならこんなの簡かん単たんに仲直りできたはずなのに。

　予想外の部分で一年半分の空白を実感した。前はどんなふうに喋しやべってたんだっけ。明るくて素直な感じだった？　それとももっと遠えん慮りよがちだったっけ。少なくともこんなに意い固こ地じでひねくれていなかったことだけは間違いない。

　ハーヴェイはたぶんどこも変わっていない。変わったのは自分のほうなんだろう。少し手を伸ばせば届くところにいるのに、その少しの距離のあいだに一年半の時間が作った深い溝が落ち込んでいるように思える。

　膝ひざを抱えて座りなおし、眼前に広がる薄うす闇やみの空間に視線を投げる。

　綺き麗れいでも透明でもないどす黒い水が行き場を失って停滞し、わずかな光を反射してもたもたと緩かん慢まんに蠢うごめいている。獲え物ものが水みず際ぎわに近づいた瞬しゆん間かん漆しつ黒こくの深しん淵えんへ引きずり込んでやろうと機会を窺うかがっている触手の群れみたいにも見えてきて、けれど怖くなって心持ち爪つま先さきを引くと、水面はまた穏おだやかになってただ黒く静かにゆらめいているようにも見えてくる。

　見ている人間の心を映して姿を変える、ここの水はそういう鏡かがみなのかもしれない。

　前みたいに話せるようになったら、もしかしたらこの澱よどんだ水が澄すんで見えるようになるんだろうか。綺麗な澄んだ湖というのを想像しようとしたがうまく思い描けずに、重くて冷たいだけのコートの中できつく膝を抱えて身をすくめた。
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　かつて宇宙のどこかには、地下ではなくて地表にたくさんの水をたたえた青い惑星が存在していたと本で読んだのを思いだす。その惑星はとっくの昔に資源をすべて食い尽くされてこの惑星と同じように荒野と砂漠しかない乾いた球体になってしまったので、たとえいつかの未来に人類が再び宇宙へ飛びだす技術を取り戻したとしても、もう見つけることはできないだろうと言うけれど。

　遠くのほうでざあざあと流れ落ちる水の音に聞くともなしに耳を傾けてそんなことを考えながら、寒さで目が覚めた。

「う……」

　すっかり身体からだが硬直していて、ぎこちない動きで上半身を起こすと毛布代わりに掛けられていたコートが肩からずり落ちた。

　黒い燃もえかすだけになった焚たき火の奥のほうで残り火がじりじりとくすぶっている。もうほとんど暖だん気きが残っていないところからすると何時間か眠ってしまったのだろう。

　打ちあげられた漂流物の中から燃やせそうな木くずや板きれを引きずりだし、ライターも濡ぬれていたが何回か擦すったら使えたのでそれで種火をつけてから残ったオイルも使って、なんとか暖を取れる程度の焚き火ができた。そうじゃなかったら濡れ鼠ねずみのまま凍死していたかもしれない。

　自分のダッフルコートの上からもう一枚掛けられていた男物のコートを見おろしてキーリは少し考え、きょろきょろと周囲を見まわした。地面に置いた携帯ライトがぼんやりとした光の空間を作りだしているが、光は少しずつ確実に弱くなっている。

　ライトが届くわずかな範はん囲いに見えるのは湿気と苔こけでぬめりを帯びた灰色の壁かべと湖岸、底の見えない黒々とした水面だけ。あっという間に不安が心の中に侵入してくる。

（どこ行ったの……？）

　遠くの滝の音と近くでもたつく水音に紛れて、闇やみの先でかちゃかちゃという小さな物音が聞こえているのに気がついた。そちらに視線を送ったまま、逆さにして焚き火にかざしておいたブーツを履はきなおす。まだじっとりと冷たく湿っているが浸入した水は捌はけて、ブーツの中で足が泳ぐようなことはない。

　ライトを手に取り、コートを小こ脇わきに抱えて壁に沿って歩きだした。

　乾ききらない衣服の重さと不快さが身体にへばりついて、歩くだけで思った以上に体力を奪われる。骨が鉛なまりになったんじゃないかと疑うくらい重く感じる腕を持ちあげてライトをかざすと、壁かべ際ぎわにしゃがみ込んでいる背中と赤しやく銅どう色いろの後ろ頭が見えた。

（ハー……）

　ほっとして声をかけようとしたとき、向こうから先に気がついて振り返った。

　ライトが眩まぶしかったのか、あるいは片目ではものが見にくかっただけかもしれないが、じろりと睨にらむような視線を突き刺されてキーリはつい声を飲み込んで唇を引き結んだ。怒ったような顔になってしまったのが悪かったのか、ハーヴェイは無言で視線をはずして続けていた作業を再開した。

　なんだかまだおかしなことになっている。

　何をしているのかと肩越しに遠えん慮りよがちにライトを照らすと、壁かべにアーチ形の空洞があいて水がこちら側に流れ込んでいる。自分たちが流されてきたのと同じような支流が幸いもっと低い位置にあったようだ。

　この支流を上っていけば今いる水路の底から脱出できそうだが、問題は、入り口に雑居房の扉とびらのごとき鉄てつ格ごう子しがはまっていることだった。

　ハーヴェイはその下にしゃがみ込んで、水みず際ぎわに溜たまったゴミの中から見つけだしたのか錆さびた折りたたみ式ナイフのようなもので格子の鉄棒が埋まっている溝を削けずっている。一本か二本はずれれば身体からだをねじ込んで通り抜けることができそうだ。

「……暗くないの。使えば」

　ぶっきらぼうにライトを差しだして訊きくと、

「別に。慣れた」

　とぶっきらぼうな返事が返ってきた。

　キーリは次の台詞せりふを探して口を何度か開閉させたあと、ハーヴェイの斜め後ろの地面にライトとコートを置いて、少し下がったところにしゃがんで膝ひざを抱えた。

　視線を巡めぐらせると壁を這はう苔こけ類からごくかすかな、漆しつ黒こくの闇やみを幾らか緩かん和わする程度ではあるが自発的な光が滲にじんでいて、確かにライトがなくてもまったく光源がない完かん璧ぺきな闇ではない。顎あごを持ちあげて頭上を見ると、遥はるか高くの天てん井じようまでぼうっとした光の帯が続いている。

　視線を戻して、ハーヴェイの手もとの作業を眺ながめる。使っているのはやはり左手だけでかなり勝手が悪そうなのに、こういうときは文句一つ言わないで意外と地道に細かいことをやっていたりする。

　数秒ためらってから、訊いてみた。

「右腕、どうしたの」

「壊こわれた」

　振り返らずに端的な答え。でも考えてみるとこの人はだいたいこれが普通だ。

　一つ訊いて返事があると続けて言葉が出てくるようになった。俯うつむいて自分の足もとを見つめたまま、ぼそぼそとではあるが。

「お母さんのこと、調べてくれて、ありがとう。……一応」

「ああ」

「首都に行ってみたの？」

「ああ」

「ユド……、のこととか、何かわかった？」

「……ああ」

「生きてたの？　私も会ってみたい──」

「いや。死んだ」

　何なに気げない口く調ちようで、しかし遮さえぎるような早口で言われてキーリはぴたりと口を閉じた。顔をあげるとハーヴェイは表情を変えずに作業を続けているだけで、キーリはその横顔を一いつ時とき見つめて、また視線を落とした。

「……そう、なんだ」

「ああ」

　それきり沈ちん黙もくが降りた。

　あのライブ＆バーで、小さい自分を膝ひざに乗せてくれていた大きな男の人の砂色の無ぶ精しよう髭ひげを思いだす。悲しいのかはよくわからない。けれど、心に一つ穴があいたような気がした。

　それから少しして、ハーヴェイが固めた拳こぶしの手しゆ根こん骨こつのあたりで格こう子しの一本を強く叩たたくとがこんと音を立てて溝からはずれ、向こう側に倒れて水が跳はねた。

　できた隙すき間まをハーヴェイは数秒考えるような顔で眺ながめてからこちらを振り返り、

「お前なら通れる」

「嫌いやだ」

　即座に答えると、だいたい予想していたようにたいしたリアクションもなく「じゃあ待ってろ」と格子をもう一本はずしにかかった。

　差しあたって切りだせる話題もなくなって、キーリは気まずい気分で膝ひざを抱えてさらに長い時間を待たないといけなくなった。

　何もしないでいるとどうしても身体からだに凍しみる寒さのことばかり意い識しきしてしまう。コートの襟えりにうずめた顎あごが小刻みに震ふるえて歯の根がかたかたと小さな音を立てる。

「被かぶっとけ」

　ふいに言われて上うわ目め遣づかいの視線をあげると、ハーヴェイが一いつ瞬しゆんだけ手を休めてさっき地面に置いたコートをこっちに蹴けってよこした。

「……いい。ハーヴェイ着れば」

　強こわ張ばった表情のまま首を振る。ハーヴェイが不ふ機き嫌げんそうに小さく舌打ちしたので、素直に借りておけばよかったと後悔した。

　しばらくかかって二本目が同じようにはずれて、ハーヴェイが同じように手のひらの付け根で殴なぐると水を跳ねて向こう側に倒れた。それでもまだ余裕があるというほどではないがハーヴェイも縦たてに長いだけで決して体格がいいほうではないから、これくらいなら二人とも通ることができそうだ。

「行くぞ」

　コートと携帯ライトを摑つかんでハーヴェイが腰こしをあげたので、キーリも気を入れなおして重たい身体からだを引きずり起こした。

「今何時頃ごろかな……」

「さあ。もう夜が明けてるかな」

　持ってろ、とハーヴェイにライトを渡されて、頷うなずいて受け取る。我ながら慣なれた手つきでライトの吊つり紐ひもを首に通すと、ハーヴェイのほうは不器用にコートの袖そでを左腕に通して襟えりもとを口でくわえて引き寄せながら、今頃はじめて何かが足りないことに気がついたらしく左目だけで瞬まばたきをした。

「兵へい長ちようは」

「あ」

「ビーも。一いつ緒しよじゃないのか」

「一緒だった、けど……」

　言い淀よどんでキーリは視線を逃がし、

「話すと、ちょっと長くなる」

　ハーヴェイはうろんげに眉まゆをひそめたが、すぐにたいして興きよう味みのなさそうな顔になって前に向きなおり、格こう子しの隙すき間まに身を滑り込ませた。置いていかれるような気がしてキーリは急いであとに続いた。

　格子をすり抜けて支流の通路に踏ふみ入ると足もとでぱちゃんと水が跳はねた。水かさが多いようで河か岸がんの通路まで浸水し、地面が浸る程度の浅あさ瀬せが靴を濡ぬらしている。

　前に立つ背中を見あげる。ハーヴェイは入ったところで立ちどまって壁かべを這はう苔こけ類のかすかな光を頼りに上流の薄うす闇やみに目を凝こらしていたが、キーリが後ろで待っていると肩越しに視線をよこして、

「それで何」

「え？」

「話」

　まだその話題を続けてよかったのかとキーリがぽかんとしているあいだにハーヴェイはもう前を向いて歩きだしている。

「長くなるんだろ。どうせ出口までまだ長い」

「あ。うん」

　ぱちゃぱちゃと水を跳ねながらキーリは小走りでその背中を追いかけた。

　傍はたから見ればきっとひどくたどたどしい会話のテンポが、けれど妙に心地ここちいい。話し方を忘れたわけじゃなくて、前からこんなふうだったのかもしれない。
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　夜が明けてきた。

　片手をかざして眼前に広がる荒野の先に目を凝こらすと、朝方の薄うすい砂色の日が射さし込みはじめた空の下にうっすらと乳白色の城じよう壁へきが見える。

　徒歩で向かっていたときには永遠にたどり着かないに違いないと信じていたのに、乗り物があるって素す晴ばらしい。人類の発明の中でも交通手段の進化は時代を確実に一段階移行させる多大な影えい響きよう力りよくを持っていたというのも頷うなずける。

　エンストとかしなければ。

　振り返ると荒野にできた轍わだちの真ん中で幌ほろつきの三さん輪りんトラックが頓とん挫ざしている。丸一日以上酷こく使しされて機き嫌げんを損そこねたのか目的地までもう少しというところでオーバーヒートを起こして、乗員乗客の休きゆう憩けいも兼ねてエンジンを冷ましているところだった。

『ここからなら歩いてもそう遠くなさそうだな』

「そうね。嫌いやだけど」

　片手にぶら下げたラジオの呟つぶやきにベアトリクスは不ふ承しよう不ぶ承しよう頷いた。確証はないが相変わらずあの商人はどこか信用できないし、街に入る前に縁えんを切っておいたほうがよさそうだ。

『キーリはとっくに街に着いてるな。危険なことに巻き込まれてなきゃいいが』

「いくらなんでも過か保ほ護ごすぎよ、あの子だっていい加減ガキじゃないんだから。年寄りは心配性で嫌だわ」

『お前ら不ふ死し人にんは人生長いくせに中身が成長しなさすぎだ』

「うっさいわね」

　口を歪ゆがめて言い返したとき荷台の幌に隙すき間まがあいて、小さなあくびを漏もらしながら質素な格かつ好こうの少女が降りてきた。朝方の冷んやりとした空気に軽く身をすくめ、こちらの姿に目をとめて近づいてくる。

「まだ直らないんですね」

「弟は？」

「寝てます。昨夜ゆうべずっとはしゃいでたから」

　荷台に視線を投げて苦笑する少女に、年寄りじゃないくせにこいつも過保護だなとベアトリクスは胸中で嘆息した。

　隣となりに立つと少女は目を細めてしばらく無言で彼方かなたに見える城壁の街を眺ながめる。何もないのに不ふ思し議ぎと完かん璧ぺきな静寂にはならない、常にかすかな雑音が混じった荒野の風が二人の髪を搔かき混ぜていく。

「親しん戚せきん家ちって金持ちなの？」

「そう聞いてます。でもうちは普通の家です。両親が先月亡くなって、それで私たち引き取られることになったんです」

「ふうん」別に予想外ではなかったので気のない反応になった。こんな庶民の家（まあ偏見だが、正解だったようだ）の幼い姉きよう弟だいが理由もなく二人だけで旅行などしないだろうから、なんとなくそんな事情かとは思っていた。

「弟、知らないんでしょ。親が死んだって」

　これもなんとなくの勘かんだったが正解のようで、少女は俯うつむいて表情を曇くもらせた。

「なんて言ったらいいかわからなくて……」

「神さまの御み許もとに召されたんでしょ。別に悲しむことないんじゃない。本ほん望もうじゃないの」

　ちょっと意地悪な気分で言ってみてから、大人おとなげなかったのですぐやめた。死し生せい観かんについて信仰者と不毛な議ぎ論ろんをする気もない。代わりに、まあよかったら覚えといてと前振りをしてから、別のことを言った。

「一度隠すと言いだすタイミングを失うわよ。子供だと思って変に遠えん慮りよするのは、言い換えれば相手を信用してないってことだわ」

「……はい」

　きょとんとした顔でこちらを見あげて少女が頷うなずく。「モニカぁー」と、そのとき背後で舌足らずな声が少女の名を呼び、振り返ると幼い少年が目を擦こすりながら荷台からずり落ちるように降りてきた。

「おしっこ」

「待って、そんなとこじゃ駄だ目め」

　少女が慌あわてて少年に駆かけ寄り、手を引いてトラックの裏手へと連れていく。溜ため息をついて見送っていると、

『経けい験けん談だんってやつか』

　ラジオがしたり顔いやしたり声で呟つぶやいたので吊つり紐ひもを振りまわしてやりながらのしのしとトラックのほうへ戻ろうとして、運転席の人ひと影かげが目にとまった。さっきまでシートに寝そべって仮眠を取っていたはずだが、いつの間にか起きだして小型の通信端末のようなものをいじっている。

　通信──。

　気づくのと同時に滑るように身体からだが動いた。運転席のサイドドアに手をかけていきなりあけると、通信機を手にしていた商人が座席の上で飛びあがった。

「何やってるの」

「いっ、いや？」

　あきらかに狼ろう狽ばいした反応にベアトリクスは眉まゆをあげ、手を伸ばして通信機をひったくった。ひゃっと叫んで手を引いた商人をひと睨にらみしてから見ると、ディスプレイが付いた都市でも比較的高機能な映像通信機だ。

「どこに連絡──」

　言いかけたとき、商人が背中にまわしていた手を唐とう突とつに閃ひらめかせた。「！」脊せき髄ずい反応で飛びのいた刹せつ那な、

　──ぎゅぼっ！

　懐なつかしくもなんともないが久しぶりに耳にする、圧あつ縮しゆくした空気の塊を一気に解放したような濁にごった発砲音。一般人がこれを持っているとはさすがに予想外で半はん瞬しゆん反応が遅れ、視界の端で弾はじけた銃弾の破片が顔の片側に突き刺さった。

　腕で顔を覆おおいながらバックステップで距離を取り、運転席の商人とその手に携えられているものを睨にらみ据すえる。重量感のある大口径の銃身、両手で提さげて腰こしで構えて撃うつ格かつ好こう──〈不ふ死し人にん狩り〉が持つ炭たん化か銃じゆう。

「……素しろ人うとには危ない玩おも具ちやだわ」

「玩具扱いされちゃ困るな、ウエスタベリ製の模造品だけど威力は本物なんだぜ。これも俺おれの商品。ノースハイロの金持ち連中のあいだで最近護ご身しん用として受けててさ」

「はー。護身用ね」何から身を守るのやら、不死人が集団で市民を襲おそうとでも言うのならともかく。

「やあどうも、こんにちは、〈トゥールースの魔ま女じよ〉。もしかしたらと思ってウエスタベリの情報筋から写真を取り寄せたら、これが大当たりでさ」

　銃口を向けて牽けん制せいしながら冗じよう談だんめかした挨あい拶さつをして、商人が運転席から降りてくる。

　しらばくれる気も起きずに、ベアトリクスは顔を覆っていた腕をどけた。銃弾の直ちよく撃げきは免まぬがれたが細かい金属片がこめかみに突き刺さり、流れ落ちる血が視界の片側を遮さえぎる。腹の底からむかむかしてくる。手のひらを返されたからではなく──もともときな臭いと思っていたからそれは別にどうでもいい。それよりも、顔に傷をつけたな。

『ベアトリクス』

　ラジオの物言いたげな囁ささやき声。視線は敵に固定したまま重く頷うなずいて、

「詰めが甘いわね」

「何？」

　商人が目を丸くする。「残念だけど、こっちにも飛び道具はあるのよ」ラジオの周囲で空気が膨ふくれあがり、スピーカーから衝しよう撃げき波はが放たれる──

　寸前、振りかぶって投げ飛ばした。

　我ながらキレのあるサイドスロー。

『なっ……、わーっ！』

「どぁっ！」

　ラジオが回転しながら直球ど真ん中に突っ込んでいき、筐きよう体たいの角をもろに顔面に食らった商人が潰つぶれた声をあげてのけぞった。

　その隙すきにベアトリクスはダッシュで相手のすぐ目の前まで走り寄っている。片足できゅっとブレーキをかけると同時にその足を軸に身体からだを半回転させ、たまらず顔を押さえて呻うめいている商人に思いきりよく後ろまわし蹴げり。膝ひざの裏が綺き麗れいに首くび筋すじに入り、相手は砂すな埃ぼこりを巻きあげながら数メートルを吹っ飛んだ。

（まだ甘いっ──）

　間髪入れず踏ふみ込んで相手の手から炭たん化か銃じゆうを蹴り飛ばし、さらに相手に向きなおったところで、

「まっ待て、冗じよう談だんっ、冗談だよ、本気にするなって──」

　仰あお向むけでひっくり返ったまま商人が今さらそんなごまかしをしてきたが構わず膝を打ちおろそうとすると「たっ、助けて、命だけはっ……」情けない顔で命いのち乞ごいをするので、そこで気が萎なえた。

　動きをとめた途端とたん商人が助かったという顔をしたので、「……」やっぱりやめるのをやめてみぞおちに膝蹴りを食らわせてやった。

「ぐえっ……」

　泡を吹いて気絶した男を上から見おろして、ベアトリクスはふんと鼻を鳴らした。あばらの一本や二本は折れただろうが軽いものだ。「これで勘弁してやるわ」殺す労力をかけるのももったいない。

『ベアトリクス、お前なあっ』

　適当なところに転がっていたラジオがぎゃんぎゃん喚わめき声を吐きだしている。

『投げるなっ、この馬ば鹿か女おんな！』

「だぁれが馬鹿女ですって？」

　拾いあげて目線に掲かかげ、「飛び道具として立派に役に立ったじゃない」しれっとして言うとラジオはますます不満げに声を荒げて『飛び道具の意味が違う！　俺おれだって欲求不満なんだよっ、活かつ躍やくさせろっ！』そこが問題だったのか。

　まだぶうたれているラジオの声は右から左にスルーしながら、さて、と周囲に視線を巡めぐらせる。すでに〈門の街〉の教会兵の詰め所に通報されているかもしれない。トラックを頂ちよう戴だいして逃げるか──。

「おねえちゃん、今のなにっ、なにっ！」

　弾はずんだ声に振り返ると、トラックの陰から駆かけだしてきた少年が目をきらきらさせて胴に飛びついてきた。

「すごいや！　おねえちゃん強いんだ、かっこいい！」

「あー、ありがと……」

　事情がわかっていないのだろうがすっかり興こう奮ふんした様よう子すの少年を持てあまし気味に引き離して、そうかこいつらがいたかと胸中で舌打ちした。こんなところにほっぽり置いてトラックを持ち逃げするわけにもいかない。

　少年の後ろに姉の少女の姿もある──そちらに視線を流したところで、凍りついた。

　商人の手から蹴けり飛ばした炭たん化か銃じゆうが少女の両手に携たずさえられていた。どう見ても不ふ慣なれな構えで両手と両膝ひざをがくがく震ふるわせて、それでもしっかりと引き金に手をかけて銃口をこちらに向けている。

「こっちに来なさい、イル。その人から離れるの」

　きょとんとしている少年に、硬い声で少女が命じる。ベアトリクスが少年の肩に手を置く仕し草ぐさをすると少女の表情がこれ以上ないほど強こわ張ばった。

「弟に触らないでくださいっ！」

「……ずいぶんな言われようね。いったいなんのつもり、それは」

「今の話は本当ですか。あなたは、ふっ、ふし……、なんですかっ……？」

　口にするのも汚けがらわしいというように本題の単語だけ濁にごされて、ベアトリクスは怒る気にもならずに投げやりな溜ため息をついた。

「行きなさい。邪じや魔まだから」

　少年の肩を押して少女のほうへ歩かせる。少年は戸惑ったようにこちらを振り返り振り返り、姉との距離の中間まで歩いていく。それを見届けて、ベアトリクスは少女をまっすぐ睨にらみ据すえ、こめかみから流れる血を袖そで口ぐちで拭ぬぐった。
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　多量の出血のわりに、すでに再生がはじまって浅い裂れつ傷しようは消えかけている。

　少女の瞳ひとみが驚きよう愕がくと恐怖に見開かれた。

「それで、私をどうしたいの？」

「教会の兵隊さんを呼びます。お、おとなしく捕まってください」

「嫌いやだって言ったら？」

「抵抗するなら、撃うちます」

　声色を低くして少女が凄すごむ。発砲したところで反動でひっくり返るだけだろうが、しかし本当に撃つ気なのだろう。目が据わっている。

「あなた方は自然の摂せつ理りに反した、存在していてはいけない存在なんです。でも投降すれば神さまは寛大な御み心こころで赦ゆるしてくださいます。教会も誠意ある待遇をしてくれるはずです。だから、お願いします、おとなしくしてください」

「……バッカじゃないの」

　二度目の溜ため息が漏もれた。

「私が今ここにいることに誰だれかの許可が必要なの？　私は誰に赦してもらいたいとも思わないし、誰かに赦してもらわないと生きてちゃいけない生き物だとは思ってないわ」……一つあるとしたら、キーリにはちょっとだけ謝あやまりたいとは思うけど。

　少しのあいだ目を閉じる。少女に腹は立たない。どちらかというと自分自身にうんざりする。ここしばらく柄がらでもないお人ひと好よしぶりを発はつ揮きしていたお返しがこれだ。やっぱり人間なんかに情を移して関かかわるべきではなかった。

　息を吸って、目をあけた。

　目の前には視覚に馴な染じんだだだっ広い荒野の景色。その真ん中で、銃口をこちらに向けて立っている人間。当然、敵と認にん識しき。

「……私に銃を向けたんだから、覚悟はできてるのよね」

『ベアトリクス、やめろ。相手は子供だ』

　押し殺した声でラジオが囁ささやく。『おいっ──』答えずに、ラジオを持った手をだらりと下げて吊つり紐ひもを手放した。足もとで筐きよう体たいが転がる音がした。

　ほとんど同時だった──こちらが一歩踏ふみ込むのと、少女がびくりとしておそらく反射的に引き金を引いたのと、そして、

「モニカ、駄だ目めだようっ！」

　少年が叫んでいきなり飛びだしてくるのと。

　何な故ぜそういうふうに身体からだが動いてしまったのか、自分に舌打ちしたくなる。射線の真上に少年が飛びだしてきたと判断した瞬しゆん間かん、かっさらうように少年を抱え込んで身をひねっていた。

　肩口に衝しよう撃げき。肉がえぐられ血が蒸発する炭たん化か銃じゆう独特の不快な感触を一瞬にしてはっきりと感じ、モニカの悲鳴が荒野の平和な砂色の空に響ひびいて吸い込まれた。
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「またガキっぽいことを……」

　呆あきれ声で言われて、キーリは頰ほおを膨ふくらませて「私だってそう思ってる」と前を歩く長身の背中にぶうたれた。

　歩く道すがら、教区境のライブ＆バーでラジオとベアトリクスを置いてきてしまった経けい緯いをつっかえつっかえ説明した。あのときは二人への不信感からつい一人で飛びだしてきてしまったが、もとはと言えばハーヴェイのあの何も考えていない手紙が原因でもあるのだ。ガキっぽいと一方的に呆れられる筋合いはない。

　目の前の背中を不満顔で睨にらんでいると、

「ビーには俺おれも面めん倒どうかけたしな。あとで一いつ緒しよに謝あやまるか」

　と、振り返らずにさらりとその背中が呟つぶやいた。キーリは一度足をとめて瞬まばたきをし、

「……うん」

　頷うなずいて、小走りで距離を詰めた。

　水路を流れる水音と、浅あさ瀬せを跳はねて歩く二人の足音がトンネルの薄うす闇やみに反はん響きようする。キーリの首にかかっている携帯ライトはもう頼りなげな黄色い光を滲にじませているだけだが、壁かべと天てん井じようを這はうヒカリゴケがぼんやりとした光の帯で行く手を照らしている。

　ハーヴェイの斜め後ろに追いついてちらりとその肩越しの横顔を見あげる。ほんの少しだが見あげる角度が変わったように思うのは、たぶんキーリの背が伸びたからだ。右目には相変わらずガーゼが貼はられたまま。コートの右みぎ袖そでは通さずに空っぽの袖口がポケットに突っ込まれていて、右手はコートの中でワークパンツのポケットに入れている。

　首都で何があったのか、まだ何も聞いていない。

　ベアトリクスの話だと教会の機き密みつ施設とかいうものに入り込んでいたらしいが、いったいそこで何をやったらこんなひどい怪け我がをするんだろうか。情報屋もそこの内部情報を欲しがっているというから何か重要な施設なのだろうとは思うが、ユドを捜すという目的以上の何かがそこに……？　もし不ふ死し人にんと関係のある何かなら、そんなところに入り込んだらハーヴェイだってもちろん危険だろうし。そこまでして侵入したということはやはりユドはそこにいたのだろう。……でも死んだって言っていた。

　考えてみると、そもそも死んだっていうのはどういう状況なんだろう。遺体を見つけたのだろうか。それとも一応会うことができたんだろうか。だったらそのあとで死んだの？

　考えれば考えるほどとりとめのない想像だけが先走りしてしまう。ハーヴェイ本人に訊きいてみればいいのだろうが、訊いても適当に濁にごされるだけだろうという妙な確信がある。それになんとなく今は切りだせる空気ではない──普通の、むしろ普段ふだんより少しやわらかいくらいの口く調ちようで話しているにもかかわらず、一方でどこか立ち入ることを拒絶するような雰囲気があるのはたぶんキーリの気のせいではない。

　怖い人だと思ったんです、とユリウスの乳う母ばが言っていた意味が今なら少しわかる。




　看守が地下水路で死体で見つかった。首を折られて、殺されてた──




　唐とう突とつに、ユリウスの声とその台詞せりふが頭に浮かんだ。

　いや、もちろんハーヴェイのはずはない、絶対に。でもハーヴェイじゃないんだったら、誰だれがやったというんだろう──？

　一いつ瞬しゆん頭に浮かんだ考えを振り払う。想像した内容にではなく、一瞬でもそんなことを疑った自分にぞっとした。

　少し先まで行っていたハーヴェイが振り返ったので、知らずに足がとまっていたことに気がついて慌あわてて追いつく。ハーヴェイは特に表情を変えるでもなく、薄うす闇やみの下でどことなく乾いた血の色を帯びて見える左目でこちらを一いち瞥べつして、すぐに前を向いた。

「あのさ……」

　歩きながら濃のう灰かい色しよくのコートの肩越しにおずおずと声をかける。今まで意い識しきしていなかったが、よく見ればフードの襟えりもとに小さなピンバッヂがついている──十字と銃剣を象徴的に組みあわせた、教会治安部のエンブレム。

「その上着、留りゆう置ち所じよの人の……」

　言いかけたとき、いきなり目の前にハーヴェイの手が伸びてきて口を塞ふさがれた。

「むぐっ……？」

「黙だまれ」

　鋭するどく囁ささやく声とともに口を塞がれたまま抱え込まれて壁かべに頰ほおを押しつけられ、わけがわからず怖くなって混乱しかけたとき、耳にかすかに異質な物音が聞こえた。

　水路の上流で人の気配けはいがする。「ライト消せ」耳もとで指示されて、手探りで携帯ライトの灯あかりを落とす。

　湿気とぬめりを帯びた冷たい壁が頰に張りつく。背中にはハーヴェイの体温と息づかい。緊きん迫ぱく感かんでどきどきとはやくなる自分の動どう悸きに対して背中に感じる心しん臓ぞうの鼓こ動どうは臨りん戦せん態たい勢せいに切り替わるように気配を潜ひそめ、息づかいも聞こえなくなった。

（教会兵だ……）

　装甲板が擦こすれあう金属質の物音と交わされる会話の独特のトーンからそうとわかる。上流のほうでライトの光がちらちらと瞬またたいている。

「キーリ」

　押し殺した囁ささやき声がキーリにだけ聞こえるように耳にかかる。「状況によっては最悪お前だけあっちに引き渡す。ユリウスがすぐ保ほ護ごしてくれるだろうから──」

「むぅっ」

　喚わめこうとしたところを予想していたようにしっかり口を塞ふさがれ、代わりにキーリは動かせる限り力いっぱい首を振った。「馬ば鹿か、落ち着け。状況によってはって言ってる。やり過ごせそうなら別に」「うぅー」二人ともつい声が高くなり、そのとき上流で呼びかけるような大声が聞こえてぎくりとして凍りついた。

　息を殺して上流の様よう子すを窺うかがう。どうやら見つかったわけではなく、新たな兵士が何か伝えに来たようでいくつかの声が飛び交っている。

　やがて水を蹴ける足音とライトの光が上流の闇やみへと引き返していった。

「なんで帰ったんだ……？」

　上流を睨にらんで訝いぶかしげに呟つぶやくハーヴェイの手はまだキーリの口を塞いでいる。長い指が痛いほど強く頰ほおに食い込んでキーリが呻うめき声で苦痛を訴えると、ようやく気がついたように手の力が緩ゆるんだ。

　キーリは反射的にぱっと半歩距離を取り、痛みが残るほっぺたを押さえた。

「悪い。焦って」

「ハーヴェイなの？　留りゆう置ち所じよの看守を、殺したの……」

　そう訊きいた声には自分でぞっとするほどの不信感が込められていて、言った瞬しゆん間かん自分自身に跳はね返って胸に突き刺さった。こんな声をハーヴェイに対して使ったことはない。ただちょっと、一瞬怖かったから──。

　ヒカリゴケの薄うす闇やみの下で、ハーヴェイの顔から表情が消えるのがわかった。

「……なんの話だ？」

「ユーリが、ハーヴェイを追いかけてった看守が……殺されて見つかったって。それで射殺の許可が出てるって……」

「知らない」

　今はじめて聞いたという感じで即座に否定されてキーリは少しほっとした。「じゃあやっぱり何か行き違いがあったんだ──」心持ち弾はずんだ声になって言いかけたとき、次にハーヴェイが呟つぶやいた声には、さっきのキーリの声と同じ空気が込められていた。

「……お前それを、真に受けたのか？」

　自分で言ったときの何十倍もの重さと鋭するどさでその声が心しん臓ぞうに突き刺さり、一瞬息ができなくなった。「ちっ……、違うよ、そんな意味じゃ」言い繕つくろおうとしたがさっきほんのわずかでも疑いそうになったことを思いだしてつい言い淀よどみ、

「ユーリにちゃんと説明すれば、すぐわかってくれるよ。大丈夫、」

「いや、ていうか」

　無む意い識しきにねじ曲げてしまった話をハーヴェイの声に遮さえぎられた。どこか呆ぼう然ぜんとしたような、あるいは本気で困惑したような顔で、ハーヴェイが呟つぶやく。

「お前が信じなかったもんを誰だれが信用すんの？」

　湿っぽい地下のトンネル内に、ひどく乾いた空気が吹き抜けたような気がした。

　返す言葉がなく固まってしまったキーリに、少しして「あー、まあ」とハーヴェイのほうから軽い溜ため息をついて視線を背そむけた。

「それは別にいいんだ、今さら冤えん罪ざい一コ被かぶるのは」

「ハーヴェ……」

「とにかく地上に出るのが先か」

　一方的に話を終了させてきびすを返し、はやい歩調で再び浅あさ瀬せを歩きだしてしまう。

「あ……」

　キーリは結局弁明できないまま急いであとを追いかけた。

　さっき教会兵のライトが見えた場所からしばらく行ったところで今まで歩いてきた支流が終わり、突きあたりに一メートルほど高くなった段差があった。「ライト」単語で言われて少し考えたあとハーヴェイの後ろから携帯ライトをかざすと、段差の上に今いる支流と交差するように別の流れが横たわっている。これが本流なのだろう、大きな流れのようでごうごうと低く激はげしい水音が壁かべと天てん井じように乱反射して轟とどろいている。

　段差に軽く左手をかけてハーヴェイが先に上の水路の通路に飛び乗り、しゃがんだ姿勢で振り返ってこちらに手を伸ばした。口に出しては摑つかまれともなんとも言わない。無言かつ無表情で待っているだけのハーヴェイの顔を見あげてキーリは一いつ瞬しゆんだけ躊ちゆう躇ちよし、今度は素直に手を借りた。

　引っ張りあげてもらって段差の上に膝ひざを半分乗せたとき、ふいに頭上に影かげが落ちた。

「──？」

　キーリが顔をあげたときにはハーヴェイは肩越しに背後の水路を振り返っている。直後、その肩越しからいきなり現れた長い腕のようなものがハーヴェイの首に組みついて、声をあげる間もなく水路に引きずり込んだ。

「あっ──」

　手を放されたキーリはバランスを崩くずして段差からずり落ち、もとの支流の浅瀬にぱしゃんと尻しりもちをついた。同時に段差の上でざばんともっと派は手でな水音が聞こえた。

　即座に身を起こして段差に取りつき、眼前に横たわる水路にライトを照らす。光を水面に這はわせて流れの中にハーヴェイの姿を発見できたが、水面下から組みついてくる何かと揉もみあっているようだ。

　黒い水がぶつかりあってしぶきをあげる水面に断片的にその何かが姿を見せる。水を吸って異い様ように膨ぼう張ちようしたような大柄な人影──人影と言っていいのか、確かに人の形はしているが皮ひ膚ふは腐ったような緑がかった肌はだ色いろで、どう見ても生きている人間のものではない。

（……何、あれ……？）

　ハーヴェイとその影かげが揉もみあいながら下流に流されていくのでキーリは急いで自力で段差をよじ登り、水路に沿って河か岸がんを駆かけた。

「ハーヴェイ！」

　どうにか相手を振りほどいたものの方向を見失ったのか、ハーヴェイが水面に顔だけ出してきょろきょろしている。「ハーヴェイ、こっち！」トンネルを満たす激はげしい水音に負けないように声を張りあげると、気がついたようで片手で水を搔かいてこちら側に泳いできた。

　もう少し走って追いついたところでキーリは河岸に膝ひざをついて身を乗りだし、ハーヴェイのコートの肩口を引っ張って這はいあがるのを手伝った。

「けほっ……」

「大丈夫っ？」

　すぐに脇わきにかがみ込み、身体からだを折って咳せき込むハーヴェイの背中をさする。

　近くで大きな水音があがった。視線を振り向けると、少し下流の河岸にさっきの人影が取りついて這いあがってくるところだった。

　べちゃり……。

　水路を流れる濁にごった水とはあきらかに異質の粘性の液体をコンクリートの地面にへばりつかせて、それが河岸の上に全ぜん貌ぼうを現した。

　人間と呼ぶには、その姿はやはりあまりにも異い様ようだった。それでも人間のどれかにあてはめるなら、腐った水死体というのが一番近いかもしれない。

　緑がかった皮ひ膚ふの表面は水すい疱ほうができたようにぼこぼこと膨ふくれあがり、その半透明の膜まくの下で血管が不規則に脈打っているのが見える。ところどころ水疱が破れて粘性の体液が滲にじみ、顔に至っては皮膚も肉も半ば腐り落ちて原形をとどめていない。あったのかもしれない頭髪もすべて抜け落ちて、瞼まぶたのない眼がん孔こうの中に眼球がほとんど剝むきだしの状態で収まっている。

　背中を丸め、両腕をだらりと垂らした動物的な体勢で周囲に緩かん慢まんな視線をさまよわせている様よう子すからして、おそらくあまり思考能力はないのだろう。しかし布の切れ端らしきものをわずかに身体にまとっているのが不可解だった。かつては服を着ていたのかもしれない。ということは、あれはやっぱり人間なのだろうか──？

（……逃げないと）

　数秒硬直してキーリはその異い形ぎようの生物を観察してしまっていたが、本能に訴えかけられて我に返った。

「ハーヴェイ、はやくっ」

　腰こしをあげながら振り返ると、しかしハーヴェイのほうはまだ四つん這いでうずくまったまま、キーリよりもむしろ蒼そう白はくな顔でそれを凝ぎよう視しして固まっていた。

「どうしたの……ねえ、ハーヴェイっ？」

　もう一度呼んでコートの袖そでを引っ張ると一いつ瞬しゆんびくっと肩を震ふるわせ、驚おどろいたようにこちらに視線を向けて、

「あ」

　意味不明の声を漏もらしたかと思うといきなりキーリの手首を摑つかみ、立ちあがるのもそこそこに身をひるがえして全速力で河か岸がんを走りだした。

「ちょっ、待っ」

　脚あしの長さの差をまったく考こう慮りよに入れない速度で引っ張られてキーリは転びかけながら懸けん命めいにあとに続いた。前方の壁かべに支流の入り口を見つけ、引っ張られるままそこに飛び込んだところで水みず溜たまりに突っ込んだ足が滑って「きゃっ」「っと」ハーヴェイの足を巻き込む格かつ好こうで二人一いつ緒しよに支流の通路にもんどり打った。

「ごめんっ……」

「……いや。俺おれが悪い」

　そこでようやくハーヴェイはこっちの状況に意い識しきが向いたようで、先に起きあがると手を貸して抱き起こしてくれた。そのままキーリを抱え込んで壁に背中を張りつけ、息を殺して背後の通路を警けい戒かいする。さっき教会兵を見かけたときは冷静な反応を見せていた鼓こ動どうが、今度はひどく不規則に跳はねあがっているのを感じる。

　少し待ったがさっきのあれがすぐに追ってくる気配けはいはなく、斜め上からかすかに安あん堵どのような吐息が漏れてキーリの前髪を揺らした。

「今の、何……」首を持ちあげてハーヴェイの顎あごを見あげ、囁ささやき声で訊たずねる。「見たことあるの、ハーヴェイ……？」

「知らない。何も見てない」

　ハーヴェイは支流の入り口から視線をはずさずに、まだ若じやつ干かん血の気が引いた顔でどこか嚙かみあわない応答をして首を振った。ずぶ濡ぬれの赤しやく銅どう色いろの髪から水滴がぽたぽた滴したたってキーリの頰ほおを濡ぬらした。

「ハーヴェイ、変だよ？　大丈夫？」

「……なんでもない。平気」

　さらに問い詰めると無む理り矢や理りに見えるものの平静な表情を取り繕つくろい、「看守を殺したとかいうのはたぶんあれだ。はやくここから出たほうがいい。行くぞ」早口で言いながらキーリの肩を押して引き離したところで、ふいにその表情が固まった。

「……キーリ」

　声のトーンが一段低くなる。

「合図したらまっすぐあっちに走れ。ぜったい振り返るな」

「どうし……」

　顔をあげて訊きこうとして、キーリはふと違和感に顎あごを引っ張られるように視線を下に落とした。頭の上でハーヴェイが短い溜ため息をついた。このバカ、というような。

　前に立つハーヴェイの脇わき腹ばらから──ほんの数秒前までキーリがくっついていたその場所から、緑がかった人間の手が突きだしている。

　鋭するどい爪つめを持った五本の指が内ない臓ぞうの一部を摑つかんだままずるりと背中側に抜け、わずかに傾いたハーヴェイの身体からだを反射的に支えながら視線を跳はねあげると、まわり込んだ気配けはいなど決してなかったのにいつの間にかハーヴェイの背後にさっきのあれが立っていた。

　腐った水死体のようなのっぺりした質感の顔。今にも眼がん孔こうからこぼれ落ちそうな剝むきだしの眼球で指に引っかかった肉片をしげしげと眺ながめて小首をかしげ、

　ぐぅぅ。

　喉のどを鳴らすような唸うなり声とともに、赤い舌でハーヴェイの肉片を舐なめた。

　心しん臓ぞうが凍りついた。

「キーリ。行け」

　耳もとで囁ささやくハーヴェイの声が妙に遠いところから脳に届く。キーリはそれに視線を固定したまま、ぎこちない動きで首を横に振った。

「行けって！」

　肩を押されて突き放された直後、それが無造作に腕を真横に薙ないでハーヴェイの首筋を捕らえ、その勢いのまま水路に叩たたき落とした。たたらを踏ふんで転びかけながらキーリが振り返るとそれもハーヴェイを追って水路に飛び込もうとしている。まさか溺おぼれたのかハーヴェイは水面にあがってこない。

　キーリはとっさに首に下げた携帯ライトを摑み、それの剝きだしの眼球に光をかざした。視覚を奪うほどの鋭するどい光というわけにはいかなかったが、河か岸がんの縁ふちから飛び降りようとしていたそれが光に反応して動きをとめ、ゆらりとした動作でこちらを振り返った。

「こっ……」

　後ずさりながら一つ唾つばを飲み込み、

「こっち！」

　叫んだ瞬しゆん間かん、それがこっちに向かって猛然と突進してきた。同時にキーリはくるりと反転して河岸を走りだした。







　薄うす闇やみの水路に水みず溜たまりを跳はねて走る自分の足音が響ひびく。

　地理を把は握あくしていないのでどっちに行けば出口なのかまったくわからないが、とにかく直感で通路が続いていると思われる方向を選んで走った。行きどまりに飛び込むのだけは避さけないといけない。

　さっきまでつかず離れずの距離で追いかけてきていたもう一つの足音が聞こえなくなっていることに気がついて走りながら首を振り向け、その途端とたんコンクリートのぬめりに足を取られてすっ転んだ。

「痛つっ……」

　両膝ひざを強打して一いつ時とき呼吸がとまり、それでも急いで身を起こす。走ってきたことと、それ以上に緊きん張ちようと恐怖とで心しん臓ぞうがばくばく脈打っている。

　ハーヴェイから少しでも遠ざけることができただろうか。水面にあがってこなかったのが気になるが、本人がよく言っていたとおりハーヴェイだけだったらきっとなんとかなる。

　しゃがんだまま、しかしいつでも地面を蹴けって走りだせる体勢で水路の前方に視線を投げると、少し先の壁かべに支流の入り口と思おぼしきアーチ形の空洞が見えた。そこだけかすかに他ほかより明るくなっている。もしかしたら外へ続いているのかもしれない。

　背後を振り返って気配けはいを窺うかがうが、それがついて来ている様よう子すはない。

（どこ行ったんだろう……）

　息を殺して周囲の音に感覚を集中する。聴ちよう覚かくに引っかかるのは水路を満たす水音と空気に含まれるかすかなノイズ、抑えようとすればするほど跳はねあがる自分の鼓こ動どう。動かないでいるとあっという間に凍こごえてくるのに、握りしめた手のひらにはじっとりと汗が滲にじむ。

（どこだ……？）

　背後の通路に人ひと影かげは見えない。しかし何な故ぜか身体からだの緊きん張ちようが解けない。確かに何かが近づいている。

　ゆっくりと、舐なめるように周囲に視線を這はわせる。走ってきた道筋をたどって通路をじりじりと手前へ、しゃがんだ自分の足もとまで──靴の爪つま先さきが河か岸がんの縁ふちにかかり、そのすぐ先で黒い水面が鈍にぶく光を反射して揺れている。

　心臓がどくんと跳はねあがった。

　本能的に足を引いた刹せつ那な、水面が盛りあがって寸秒前までキーリの足があった場所に手がかかった。鋭するどい爪つめがコンクリートを引っ搔かいてきいっと不快な高音を耳に刻む。

「──！」

　悲鳴をあげるのも忘れてキーリはほとんど転がるように再び河岸を走りだした。それが河岸に飛び乗って追ってくる気配けはいを背中に感じながら、光が漏もれている支流の入り口を直角に曲がる。行きどまりだったら万事休すだ。

　前方にアーチ形に切り取られた砂色の光が見えた。

（外……！）

　幸いなことに滝の底にあったような鉄てつ格ごう子しもはまっていない。幸運に感かん謝しやして走る速度をあげ、一気に飛びだそうとして、

　ごうっ！

　瞬しゆん間かん、顔に吹きつけた突風にはっとして足をとめた。

「うわっ──」

　危うく出口にすがりつき、足もとに視線を落とすと靴の先すれすれのところから数十メートル下の舗ほ装そう路面までひび割れた壁かべが垂直に落ち込んでいる。立ちどまった靴と靴のあいだから、浅あさ瀬せの水が壁の亀き裂れつに染み込むようにちらちらと流れ落ちていく。

　市街地を隔てる内ない壁へきの半ばにあいた出口の一つだった。

　眼下に横たわる景色は薄うすい朝あさ靄もやがかかった広大なダウンタウンのスラム街。遠ざかるにつれ建物の影かげが低くまばらになり、地平線の果てまで続く赤茶けた荒野に侵しん蝕しよくされていく。乾いた突風が足の下を吹き抜けてコートの裾すそをはためかせる。

　一いつ時とき呆ぼう然ぜんと景色を眺ながめてしまってから、我に返って水路を振り返った。

　支流の曲がり角にそれが姿を現した。一度行き過ぎそうになってからぎょろりと眼球を回転させてこちらの姿を見つけ、長い両腕を一見無む造ぞう作さに身体からだの横に垂たらしたまま緩かん慢まんな動作で向きを変える。べた、べた、という不快な粘性の足音を地面に吸いつかせてゆっくり近づいてくる。

　もう一度外を振り仰いで切り立った内壁の上下左右に視線を巡めぐらせたが、逃のがれられそうな亀裂や突起は見つからない。

　足音が次第に間隔を狭せばめて速くなってくる。わずかに後ずさった踵かかとが崖がけの縁ふちにかかり、細かな石が壁にぶつかりながら転がり落ちてあっという間に眼下の景色に吸い込まれていく。

　ぞっとして唾つばを飲み込み、しかし同時に一つだけ方法が頭に浮かんだ。

（できるか……）

　怯ひるんでいる暇はない。他ほかに選せん択たく肢しは思いつかない。

　近づいてくる足音のスピードが一気にあがり、ばたばたと平たいものを叩たたきつけるような耳みみ障ざわりな騒そう音おんになる。キーリは崖の縁ぎりぎりに立ち、突進してくるそれを真正面から待ち構えた。

　跳はねあがる鼓こ動どうを抑え込み、乾いた唇を舐なめる。

（うまくいくように──）

　祈る。神さまにではなく自分の判断力と幸運に。

　目の前で振りあげられた長い腕に喉のどもとを捕まえられる寸前、半歩踵を引いた。

　すとんと身体が真下に落ちる。髪を数本絡め取りながらそれの腕が空を切り、勢いあまって頭上を突進していく──。

　数秒後、宙に投げだされた両足の遥はるか下方で何かが地面に叩きつけられる音が聞こえた。

　崖の縁に上半身でしがみついてかろうじて引っかかった格かつ好こうで、キーリは首をひねって眼下の舗装路面を見おろした。身体の断片を周囲に撒まき散らして横たわる緑色の死体が、ぶらぶら揺れる自分の足越しに小さく見える。

　目を閉じて顔を背そむけ、渾こん身しんの力でもとの水路に這はいあがった。

　浅あさ瀬せに座り込んで荒い息をしているうちに、今いま頃ごろになって両足ががくがく震ふるえだした。ほんの少しでもタイミングをはずして縁ふちにしがみつき損そこねていたら、自分のほうが今あの下でぐちゃぐちゃになっていた。

「痛いたっ……」

　震えを抑えようと膝ひざに手をあてた途端とたん鋭するどい痛みが走った。ひどく打ちつけたようで両膝に赤あか紫むらさき色いろの痣あざが浮いて血が滲にじんでいる。いつ転んだんだっけ。さっきか……。

（歩ける……）

　頭から痛みを追い払い、壁かべに手をついて立ちあがる。ハーヴェイみたいに完かん璧ぺきにはやれていないだろうが、痛みを無視するということが誰だれにでも多少はできるものなのだと、少しだけわかったような気がした。

「ハーヴェイ……」

　顔をあげ、まっすぐ水路の先だけを見み据すえて歩きはじめた。

　ハーヴェイのところに戻らないと。
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　沈んでから何分くらいたったのか、さすがに呼吸がやばくなってきた。息ができなくても死ぬことはないが、酸素が不足してから〈核〉の血液が活性化するまでにタイムラグがあるのか、死なないだけで文字どおり死ぬほど苦しい。

　わずかな光も届かない漆しつ黒こくの濁だく流りゆうの中、上流から押しつけてくる水圧でどうにか方向を把握しているだけだが、かなり下流まで流されただろう。

（このっ……）

　水の底から足首を摑つかんでくる手の感触を引き剝はがそうと蹴けりつけるが、水中では思いどおりに立ちまわれない。かろうじて見え隠れする黒い影かげはさっきのあれには間違いない。

　まわり込まれたわけではなく、最初から二体いやがった。

　教会兵を襲おそうつもりだったのかもしれないが、ちょうど連中が立ち去って入れ替わりに自分たちが現れたので自動的に標的が変更されたのだろう。それとも固い装甲服を着込んだ大男どもよりこっちのほうが喰くいやすいとでも思ったのか。

　気が焦る。もう一体がキーリのほうに残っているなら一秒だってこいつと遊んでいる暇などないのだが、片腕のうえ片足を摑まれていておまけに水の中ではあまりにもこっちに不利な要素が多い。

（あそこから逃げた奴やつらか……？）

　まさかこんなところで遭そう遇ぐうするとは思わなかった──しかし水路を通って移動してきたと考えればそう不ふ思し議ぎではない。首都とは地下で繫つながっているはずだ。

　いつから何体くらいがここに棲すみついているのか知らないが、器用なことに奴らは水に順応しているらしい。獲え物ものを狩る武器としてなのか顎あごの骨格と手足の爪つめが異常に発達し、指のあいだには水みず搔かきのような半透明の膜まくまで張っている。

　こっちにも何か武器が──。

　思いだして左手でコートのポケットを探る。格こう子しを削けずるのに使ってから捨てようと思ったのだがなんとなく忘れて入れっぱなしだったジャックナイフが指に触れた。切れ味は皆かい無むに等しいが何もないよりはましか。柄えを握り込んで親指で刃先を立てる。

　足首を摑つかんでいた手の感触がふいに放れた。

　急に束そく縛ばくから解放されたので逆に水流に翻ほん弄ろうされて方向を見失い、しまったと思ったときには同じ高さまで浮上してきた影かげが背後から組みついてきた。

（やろ、意外と知能がある──）

　間一髪で身を沈めて絡みついてくる腕を逃のがれる。勢いで回転して上下がひっくり返ってしまい、逆立ちの体勢のまま影の中心にジャックナイフを突き立てる。

　黒一色の視界に赤い染みが突然現れて煙のように拡散していく。予想どおり刃先ががたがたすぎて手傷を負わせたという手て応ごたえはなく、力ちから業わざで押し込んで横に薙なぐ。肉をえぐる重い感触が腕に伝わり、胃から食道へ異物が迫りあがってくるような不快感が駆かけのぼる。

　骨か筋すじか何かに引っかかってそこで抜けなくなったのでナイフの柄を手放し、相手の胸を蹴けりつけて、その反動でようやく水面に浮上した。

「ぷはっ……」

　水面に顔を出すと同時に引っかかり気味の呼吸を繰くり返して肺に酸素を取り戻す。

　左右を見まわし、波の向こうに白っぽく浮かびあがる河か岸がんを見つけた。とっくに腕力も消しよう耗もうしていたがなんとかそこまで泳いでいき、河岸に取りついて上半身を引きずりあげたところで力尽きて、突っ伏したまましばらく動けなくなった。

　麻ま痺ひしかけていた感覚がのしかかるように一気に戻ってくる。ごうごうと激はげしくぶつかりあう水音と自分の不規則な息づかい、呼吸のたびに脇わき腹ばらを突き抜ける引きつれたような痛み、身体からだに張りつく服の重さ、ずぶ濡ぬれの髪から滴したたる水が頰ほおをつたって目の前のコンクリートに濃のう灰かい色しよくの染みを広げる。

　わずかに頰をずらして横目で見あげると、頭上高くをヒカリゴケが這はうドーム状の天てん井じようが覆おおっている。ここで行きどまりのようだ。

　ひと息ついてから左腕を立てて身を起こし、下半身を河岸に引きずりあげようとしたところで、ふとあるものが目にとまった。

（ラジオ……？）

　視界の少し先に灰色の小箱のようなものが落ちている。携帯型のラジオだ。

　ゆっくりと、視線をさらに前方にずらすと、他ほかにも河か岸がんに打ちあげられた様々なものの輪りん郭かくがヒカリゴケの薄うす闇やみの下にぼんやりと浮かびあがっていた。

　あるいは、引きずりあげられたと言うのか。

　人間の溺でき死体だった。おそらく水路で迷って溺おぼれた者たちだろうが──しかしその多くが中途半端に食い散らかされて、ヒトの身体からだの断片が途中で飽きて捨てられた玩おも具ちやみたいにあちこちに散乱している。

（巣だ……）

　込みあげてくる吐き気を喉のどもとで抑えつける。動物未満の行為だ。動物は生きるために他ほかの動物を襲おそうこともあるが、奴やつらはたぶんなんのためにそうするのかもわからずにただ目についた動くものを襲って喰くっている。

　背後で水が跳はねる音が聞こえた。

（しまったっ──）

　我に返ってまだ水に浸つかっていた片足を引き抜いたが、直前で水中から突きだしてきた手に足首を摑つかまれ、それごと河岸に引きずりあげる格かつ好こうになった。

　べちゃりという不快な水音とともに、それが河岸に片手をついて這はいあがってきた。身体からだの内部から溢あふれだしているのではないかと思う汚水が滝のように流れ落ちて足もとに泥の水みず溜たまりを作る。

　さっきジャックナイフでえぐった傷きず痕あとを境に胸部がばっくりと上下に裂さけて、壊え死ししかけてほとんど機能は失っていると思われるどす黒い色の内ない臓ぞうが覗のぞいている。その胸の中心から少し左、胸きよう郭かくの奥に──予想どおりのものが埋まっていた。

　生体ケーブルの束に絡みつかれ、鈍い琥こ珀はく色いろの光をじんわりと明滅させている、いびつな黒い石。

　戦せん慄りつが走った。

「──放せっ！」

　摑まれた足首を振りほどこうとしたが逆にずるずると下半身にしがみついてこられて、腿ももにへばりつく粘性の皮ひ膚ふの感触に背筋を悪お寒かんが駆かけのぼる。




　エイフラム──。




（なんっ──）

　唐とう突とつに頭の中に呼び起こしてしまった幻げん聴ちように自分自身でぎょっとした。

　覆おおい被かぶさってくるそれの腐り落ちて原形をとどめていない顔の上に、見知った別の顔が重なる。ブルーグレーの瞳ひとみだけがかろうじて特徴的な、薄うすい印象の男。助けを乞こうようにこっちに向かって手を伸ばし、半分溶けた顔の中で半分溶けた口を歪ゆがめる──。




　よう、エイフラム。俺おれだ……。




「寄るなっ！」

　喚わめいて幻覚を追い払う。同時に相手の胸の裂さけ目めに靴底を突っ込んで剝むきだしの内ない臓ぞうを直接蹴けり潰つぶすという暴挙で突き飛ばし、さすがにこれは効いたのかそれは子犬のような泣き声をあげて河か岸がんの端まで転がっていった。

（なんで、てめえが出てくんだよっ……）

　へたり込んで肩で息をしながら、薄うす闇やみの下にうずくまるそれの影かげを愕がく然ぜんと凝ぎよう視しして自分の幻覚に悪あく態たいをつく。知るもんかまた裏切りやがって、今いま頃ごろどっかで行き倒れて虫の餌えさにでもなって無害な物質に分解されていてくれたら何よりだ二度と俺の前に現れるな、ていうかもういい加減俺が懲こりろ！　あいつと関かかわるとろくなことにならないって、何度──

　ぐぅぅ……。

　少しもしないうちにダメージが回復したのか、低い唸うなり声とともにそれがゆらりと身を起こしたのでぐるぐるまわっていた思考を握り潰つぶして目の前の敵に意い識しきを集中する。
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　再生能力だけは異常に高いようだ。やはり殺すには心しん臓ぞうを、

「！」

　四つん這ばいの状態からそれがいきなり地面を蹴けった。警けい戒かいしていたにもかかわらずなんの予備動作も感知できずに反応が遅れた。

　何に似ているかと言われれば四本足の動物というよりむしろ巨大な甲こう殻かく虫ちゆうを思わせる動きで、がさごそと四肢を蠢うごめかせて一気に迫ってくる。グロテスクな挙動にぞっとしながら横にかわそうとしたがあり得ない角度から伸びてきた腕に左手をすくわれ、反射的に立てようとした右腕はもちろん動かず肩口から地面に崩くずれた。押し倒された弾はずみで脇わき腹ばらに思いきり体重を乗せられて「──っ」あげかけた悲鳴を飲み込んで痛覚をねじ伏せる。

　人間の肉の味をしめたのか知らないが、裂さけた口を大きくあけてそれが喉のどもとに食らいついてくる。組み敷しかれた左腕は動かせない。

　防げない──！

　きん、と固いものがぶつかりあう甲かん高だかい音が響ひびいた。

　目の前で起こった光景に一いつ瞬しゆん自分の視覚を疑った。「なっ……」壊こわれて動かなかったはずの右腕が、喉もとぎりぎりのところでそれの歯を受けとめていた。異常に発達した上うわ顎あごと下顎に挟まれて金属骨格が軋きしみ、それでも抗あらがおうとしているのかモーターの唸うなりとともに剝むきだしのケーブルから火花が散る。

「やめろ、無茶むちやすんなっ──」

　直後、耐えきれなくなった前腕部が重力に押し潰されるようにぐしゃりとひしゃげ、それでもまだとまらずにめきゃめきゃという不可解な音とともに無む惨ざんに嚙かみ砕かれた。

　思考回路が真っ白になり、次の瞬しゆん間かんほとんど無意識に、それの胸部にあいた裂け目に左手を突っ込んだ。胸きよう郭かくを叩たたき折って心臓部の黒い石を摑つかむ。思ったより高温で手のひらの皮ひ膚ふが焼ける感触。無視して相手の胸に足をかけてつっかえ棒にし、石と身体からだの内部とを繫つなぐ生体ケーブルを引きちぎる。

　おそらく何をされようとしているのか理解はしていないだろう。しかし本能的に危険を感じるのか、それが激はげしく身をよじって抵抗しはじめた。




　やめろっ、エイフラム！　頼む──




　男の顔が再び重なり哀願するように手を伸ばしてくる。誰だれかがこっちの心理を見み透すかして幻覚を操そう作さしてでもいるように、今度はさっきとは別の顔が現れた。やはりよく見知った顔、砂色の短髪と無ぶ精しよう髭ひげの──。

（ユっ……）

　幻覚だとわかっていながらついわずかに力を緩ゆるめてしまい、その瞬しゆん間かん鋭えい利りな爪つめが顔面を掠かすめて右目のガーゼと一いつ緒しよに皮ひ膚ふの一部を搔かきむしった。

「くっ……」

　渾こん身しんの力を入れなおし、今度こそ躊躇ためらうことなく一気に生体ケーブルを引きちぎって摑つかんだ石を引っこ抜いた。

　腕がずるりと内ない臓ぞうの隙すき間まを抜ける。反動で地面に背中を叩たたきつけられ、その上から力を失った巨体が覆おおい被かぶさってきた。

　動力源を抜き取られてもまだ少しのあいだ、神経に伝わった命令が残っているのか四肢がぎしぎしともがいていたが、ぜんまいが切れていくように少しずつ動作が鈍にぶくなっていき、やがてぷつりと動かなくなった。

　巨体の下から身体からだを引きずりだすのも億おつ劫くうで、しばらくぜえぜえという自分の呼吸だけを聞きながら湿ったコンクリートに頰ほおをつけて転がっていた。高熱を発していた左手の中の石が外気に触れて徐々に冷えていく。もう力を入れて握ってはいなかったが、火傷やけどした手のひらに張りついて剝はがれなかった。

　コールタール状の黒い血液が肘ひじから下にべっとりと絡みつき、洗い落としたとしても内臓と血の感触がしばらく残りそうだった。

「嫌いやだ、もう……」

　ぼそりと愚ぐ痴ちが漏もれる。

　二度とやりたくない。こんな──同族殺しみたいなことは。

　ようやく少し動く気力が戻ってきて、肘の力で身体を引きずって重くのしかかる死体の下からのろのろと這はいだす。地面に投げだされたきりまだ死体の下した敷じきになっている右腕に視線をずらし、

「なあ……」

　呼んでみるが反応はない。左手に張りついた石をただれた皮膚ごと引き剝がし、その手で右腕を摑んで引っ張りだしてやった。

　金属骨格は見る影かげもなく滅茶めちや苦茶くちやにひしゃげて、高温で溶けたケーブルの隙すき間まで弱々しく火花がくすぶっている。

「なあ、おい、返事しろって。さっき動いただろ。もういっかい……」

　言いながら、次第に掠かすれて小さくなる自分の声に気がついていた。

　以前ならまだどこか腕のいいパーツ屋に持っていけば直してもらえる余地もあったかもしれないが、さすがにこれでは手の施しようがないだろう。

　無む惨ざんな金属の残ざん骸がいになった前腕部に額ひたいを押しつけると、まだ肘のあたりでかろうじて弱々しいモーター音が聞こえていた。

　きゅ、と最さい期ごに小さな唸うなりを残して、それもすぐに消え入った。







　立ちあがらないといけないのだがずぶ濡ぬれの服が地面に張りついて身体からだが動かない。はやく戻らないと。気だけは焦あせるが、しかしなんで急いで戻らないといけなかったのか今ひとつ思いだせない。

（あれ……）

　水路を満たす水音に紛れて、どこかで耳慣なれた雑音が聞こえている。ひどくノイズが混じって聞き取りづらいが、アップテンポの弦楽器の音ね色いろ。

　何な故ぜか懐なつかしい気がするその雑音に促されて、というか何をこんなところで休きゆう憩けいしてるんだ貴様はと尻しりを叩たたかれるような感じで唐とう突とつに思いだした。キーリのところに戻らないといけないんだ。

「わっ」

　目をあけた途端とたんかがみ込んでこちらを見おろしていた人ひと影かげが声をあげて飛びのいた。なんだかよくわからないが掃そう除じでもしていたのかほうきとブリキのちりとりを手にした見覚えのない男だ。腰こしのベルトに携帯ラジオを吊つるしていて、こんなところまで電波は届かないのではないかと思うが雑音は確かにそこから漏もれていた。

　男は少し離れたところから怯おびえたようにこちらの様よう子すを窺うかがっていたが、すぐに頰ほおを緩ゆるめて邪じや気きのない微笑ほほえみを浮かべた。

「やあ、やっぱりそうだ。また死体かと思った」

「……？」

　相手の顔をうろんげに見あげて少し考える。掃除道具とラジオを持った男──「あー」あまりまともな精神状態ではなかったが、あのときのことはぼんやりと印象に残っている。久しぶりにあのゲリラ局の番組が聞こえてきたから、何か妙に安心して。

「金返せ」

　半はん眼がんで言うと男はあたふたと手を振って、

「いや、あれはとっくに使っちまって」

「噓うそだよ。いいよ今さら」

　口の端で笑って、それだけで若じやつ干かん喋しやべり疲れて目を伏せる。戸惑ったような沈ちん黙もくのあと、驚おどろきと呆あきれと苦笑が混じった男の声が降ってきた。

「またひどい格かつ好こうしてるなあ。生きてるか？」

「……幸い」

　頷うなずいてよろよろと身を起こし、右目の血を肩口で拭ぬぐって脇わき腹ばらにあいた穴を見おろした。まだ歩けそうだ。たぶん。

　幸い、と答えた自分がなんとなく奇妙だった。幸い生きてるなんて思考回路は以前は持ちあわせていなかったような気がするが。

　幸いまだキーリのところに帰れる。
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　不ふ死し人にん捕ほ獲かく（未み遂すい）と模造炭たん化か銃じゆうの発砲騒さわぎの報が突然街の外から飛び込んできて、ユリウスはどういうことかと混乱しながらいったん捜索隊の兵士らとともに水路から引きあげ、ダウンタウンの入り口に駆かけつけた。

　教会兵の黒塗りのトラックに囲まれて一般人の小型トラックが一台停とまっている。その前で商人ふうの若い男があんたたちがはやく来ないから逃げられたんだというようなことを兵士に向かってオーバーアクションで訴えていたかと思うと、続いて腹を押さえて担たん架か担架と喚わめきはじめた。

　近くの兵士を摑つかまえて訊きいてみると、捕獲し損そこねたというのは女の不死人とのことだった。

（女……？）

　首をひねる。こちらが捜している男とは違うようだ。

　と、騒ぎの隅すみのほうで寄り添って縮ちぢこまっている二人の子供の姿が目にとまった──子供と言っても自分だってほんの二年ほど前まではあのくらいにしか見えなかったのだが。姉きよう弟だいと思われる、十歳そこそこの少女と幼い少年。

　それはともかく、目にとまったのは子供たちそのものよりも、むしろ少年が大事そうに抱えている古い小型ラジオのほうだった。あんなアンティークな、ガラクタにしか見えないほど錆さびてぼこぼこになったラジオを大事に持って歩いている旅行者がこの惑星に二組以上いるとも思えない。

「あの少女が発砲したそうですが、致命傷にはならずに逃亡したとのことで」

「あの子が？」

　兵士の説明を受けて、遠目にはおとなしそうに見える少女を意外に思って眺ながめる。兵士と別れて近寄っていくと、こちらに気がついて恐きよう縮しゆくしたように身をすくめた少女は近くで見てもやはりおとなしそうだった。

「神官さま」

　屈くつ強きような兵士ばかりに囲まれてはさすがに怖かったのだろう、すがるような視線を向けられてユリウスは少し困惑したが、怯おびえているうえにさらに混乱させても仕方がないので否定はしなかった。一般市民から見れば神学生も正規の神官もたいした違いはない。

「家はこの街に？」

「はい。親しん戚せきのところに……」

「わかった、送らせよう。あとであらためて話を聞くかもしれないけど、今日は帰りなさい」

　神官っぽく聞こえるように努めて大人おとなびた口く調ちようで言うと、少女は泣きだしそうなほどほっとした顔になって深々と頭を下げた。ユリウスは内心で自分の微妙な立場に苦笑した。本来は勝手に少女たちを釈放する職しよつ権けんなどなく、そもそも今ここにいること自体なんの職権があるわけでもなくただ首を突っ込んでいるだけなのだが、職権はなくても権力はある。

「ところでそのラジオ、どこで？」

　少年が持つラジオに視線を落として話を変えると、「これ、おねえちゃんの」と少年はどことなく「おねえちゃんの」の部分を誇らしげに強調して答えた。状況がわかっていないのか少年のほうは少女と違ってべつだん畏い縮しゆくしている様よう子すはない。

「預かってもいいかな」

「はい。もちろんです」

　少女のほうが答えて少年を肘ひじでつつき、少年は手放し難がたそうにしながらも渋々ラジオを差しだした。

　電源は入っていなかった。受け取ってよく見るとやはりあのラジオのような気がする。その逃げた不ふ死し人にんというのがキーリたちと関係があるというのは十分考えられる。

「神官さま……」

　筐きよう体たいをひっくり返したりして眺ながめていると少女のか細い声が聞こえ、まだ神学生だよとユリウスは今度は訂正しようとしたが、少女の様子を目にしてあけかけた口を閉じた。少女は両手を胸の前で組みあわせ、唇を震ふるわせて独ひとり言ごとのような早口で続ける。

「神官さま、私は正しいことをしたつもりでした。あの人たちは神さまから切り離された忌いむべき存在だって教会では教えてます。私もずっとそうだと思ってきました。……でも、……こんなことを言うことが罪なのかもしれませんけど……私は本当に間違ってなかったんでしょうか……」

「……」

　すぐには答えられずに、ユリウスは何かを期待するような目で見つめてくる少女の顔を無言で見返した。君は確かに正しい行いをしたので何も心配することはありません。そう言ってやれば、きっと少女は安心するんだろう。

　しかし少しして出てきた言葉は、これだけだった。

「……僕は神官じゃないから」

　教えを説く職権はない。こんなときだけ卑ひ怯きような逃げを打ってしまった自分に落胆し、少女も落胆した顔をしたかもしれないが反応を見ることなくきびすを返してその場を離れた。

　手近な兵士にトラックで姉きよう弟だいを送るよう指示を出し、「オレは戻る。まだ水路の捜索が続いてるから」と自分も乗ってきたトラックに向かう。助手席に乗り込もうとしたとき、運転席の通信機が鳴った。

　運転席で待機していた兵士が通信を受け、他ほかのトラックでも同時に同じ通信を受け取ったようで、周囲がにわかにざわつきはじめた。

「どうした？」

　眉まゆをひそめて周囲を見まわし運転席の兵士に問いかけると、兵士もよくわかっていない顔で水路から死体が降ってきたらしいですとかいうことを言った。
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　ラジオの音が聞こえる。

　ヒカリゴケの薄うす闇やみの向こうから漏もれてくるかすかな雑音に導みちびかれて、キーリは自然と歩調をはやめた。膝ひざの痛みをこらえて、通路の浅あさ瀬せをぱちゃぱちゃと歩く。

　水路の先に人ひと影かげが見えた。少し下がった右肩を壁かべにつけて軽く寄りかかり、ずぶ濡ぬれの長身を引きずるようにして歩いてくる。キーリが立ちどまると向こうもこちらの姿に気がついて足をとめた。斜め後ろの薄闇を振り仰いで何か一言呟つぶやくと、ラジオの音が静かに離れていった──役目を終えて安心したように。

　それからあらためてこちらに向きなおり、ほんのわずかに表情を崩くずして、

「……無事？」どう見ても訊きいた本人のほうが無事じゃない。

「そっちこそ」

　キーリは少し呆あきれて、しかめ面つらでそう答えた。

　再び歩きだす。次第に距離が近くなり、「……っと」もう少しで行きあうというところでハーヴェイがふらりと前のめりによろけたので手を出して支えようとして、二人一いつ緒しよに浅瀬に膝をついた。

「へへ。引っかかった」

　掠かすれ気味の、けれど悪いた戯ずらっぽいそんな声が耳もとで聞こえ、ハーヴェイはそのままキーリの肩にまわした腕を放さなかった。一いつ時とききょとんとしてからふらついたのは演技だったらしいと気がついてちょっと悔しくなる。

　目の前の胸に顔を押しつけて背中に両手をまわすと、コートの上からでもごつごつした肩けん胛こう骨こつの感触が手のひらにあたる。

「……少し瘦やせた」

「さあ。別に変わんないだろ」

「瘦せたよ。ちゃんと憶おぼえてるんだから」

　肩を抱く骨張った手の感触も体温も、喉のどのあたりで少しごろつくノイズ感のある声も、話し方の癖くせやどこで息継ぎをするかとかも、今は全部思いだせる。

　少し顔をあげ、閉じた右目と右みぎ頰ほおの傷きず痕あとを見あげて、キーリは唇を嚙かんだ。

「なんで、ちょっと目を離すといっつもそんな死にそうな顔して、バカじゃないっ……」

　再び視線を落として責めるような口く調ちようで吐き捨てると、「あー。うん……」とばつが悪そうな反応が降ってくる。

「急にいなくなってずっと連絡なしで、すごい勝手なことしたってわかってんの」

「うん……」

「私がどんな気持ちでいたかもわかってる？」

「うん」

「噓うそ。考えてなかったくせに」

「……うん」

「兵へい長ちようもベアトリクスも心配してたんだから。反省してる？」

「うん」

「うんばっかりじゃなくて、何か言いなようっ──」

「うん」

　一秒おいて、

「ごめん」

　それはとても短くて不器用な、けれど生き真ま面じ目めな謝しや罪ざいの言葉で、キーリはそれでもしばらく唇を引き結んで相手の鎖さ骨こつのあたりを睨にらんでいたが、やがて込みあげてくる涙と嗚お咽えつを抑えきれずに泣きじゃくりはじめた。堰せきを切ったようにとまらなくなってしまい、目の前の胸に飛びついて小さい子みたいにわんわん声をあげて。

「……そうやってすぐ泣く」持てあましたような声が後頭部にかかる。「ちょっとは大人おとなっぽくなったと思ったら中身変わってねえし」

「うるさいっ、泣かなかったもんっ……」

　説得力のない反論になったが、でも本当にずっと泣かなかったんだから──。

　だって、謝あやまらせるまで泣かないって決めてたんだ。

「ごめん……」

　くしゃくしゃと髪を撫なでる手の感触とともに背中で声が繰くり返し、それからぼそりと独ひとり言のように、もう一言聞こえた。




　……ただいま。
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「すごい騒さわぎだな……」

　現場に到着すると異常なほどの野や次じ馬うまが集まっていて、ユリウスは怪け訝げんに思いながら人垣の向こうにそびえる内ない壁へきを見あげた。ひび割れた壁かべの遥はるか上方にアーチ形の空洞が黒い口をあけて並び、ちらちらと細い水を滴したたらせている。主にダウンタウンの住人たちで構成されるギャラリーをどかせて奥へ分け入ると、内ない壁へきに沿って横たわる干あがった開かい渠きよ跡に兵士たちが集まっていた。

　その輪わの中心に倒れている人ひと影かげが、例の落ちてきたとかいう死体なのだろう。

　訓練された教会兵ですら顔をしかめて遠巻きに眺ながめているその死体が人垣越しに見えた瞬しゆん間かん、ユリウスは目を見開いて、一秒半後には目を逸そらした。

　頭上の水路の出口から降ってきたという以上無む惨ざんな飛び降り死体と化しているのは当然としても（それだってとても見たくないものだが）、それ以前にあれは落ちてくる前からすでに死体だったのではないか……？　水みず膨ぶくれした溺でき死し体たいのようでもあり、皮ひ膚ふがどろどろに溶けた焼死体のようでもあり──。

「なんだ、あれは……」

　ごくりと唾つばを飲み下して吐はき気を抑え込み、同行してきた兵士に訊きこうとすると、そいつのほうは後ろを向いて本当に吐いていた。

　野や次じ馬うまを遠ざけて死体を運びだすようにとの指示が飛んでいる。兵士たちが近寄り難がたそうにしながらも死体を運ぶ準備をはじめたとき、横合いから化か石せき燃ねん料りようの重いエンジン音が割り込んできた。

　崩くずれたコンクリートの土手を乗り越えて新たに水路跡に入ってきたトラックにユリウスは眉まゆをひそめた。黒塗りの教会のトラックには違いないが、過剰なまでに分厚い装甲が周囲に圧倒的な威圧感を放っている。

　兵士たちが畏い縮しゅくしたように場所をあけ、停とまったトラックから降りてきたのは黒塗りの車しや輌りようとは対照的に真っ白な、街の兵士たちよりもあきらかに格上のフルフェイスの装甲服で身を固めた一団だった。

　不ふ死し人にん狩がり──。

　目を見張っているうちに、現れた集団は街の兵士たちを当たり前のように脇わきにどかせて自らのトラックに死体を運び込もうとしはじめる。

「おいっ、いきなり来て何を勝手に──」

「まずいです、ユリウスさま」

　文句をつけに行こうとしたが別の兵士の囁ささやき声にとめられて、ユリウスは悔しさに下唇を嚙かみしめた。不死人狩りは長老会の直属部隊だ。父親の七光りがあっても唯一この部隊にだけは口出しできない。

　不気味な死体をなんの説明もなく淡々と運びだしていくフルフェイスの装甲服たちを、ユリウスはもちろん他ほかの兵士たちも不満を隠しきれず睨にらむように見送った。相手は意に介かいした様よう子すもなく、怪死体の回収が終わると続いてやはり勝手に水路の内部を調べるつもりなのか、捜索部隊の準備をはじめた。

「……こっちの脱走囚は見つかったのか？」隣となりの兵士に小声で訊たずねる。

「まだです。さっきの騒さわぎで中断されたままで……。あの様よう子すだともう我々には捜索もさせてもらえそうにないですね」

「貸せ」

　兵士が持っていた銃剣を借り受けて、というかほとんどひったくってユリウスはきびすを返した。

「えっ、あ、どちらへ？」

「ちょっと用を思いだした。ついてこないでいい」

　追いかけてくる慌あわてた声に振り返らずに言い残し、野や次じ馬うまを搔かき分けてもとのトラックに向かって歩きだす。
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「自分で歩けるよ」

「いい。背負いたい」

　何度か降りようとしたのだがそう言われて、水路の出口に向かって歩くあいだキーリはありがたくハーヴェイの背中に負ぶさってコートの肩に頰ほおを預けていた。

　あのあとひとしきり泣いて、しゃくりあげながらキーリも謝あやまった。ハーヴェイは最初何を謝られているのかわからなかったようで、殺された看守のこと、とキーリがおずおずとつけ足すと、少しだけ不ふ機き嫌げんになって「……別に」と呟つぶやいた。「どうでもいい奴やつらに何思われてもいいし。ただお前は」そこで台詞せりふを切って、どうも中途半端なところで途と切ぎれたような気がしたが、その話はそれ以上は続かなかった。

　たとえ世界中の全部がハーヴェイの敵になったとしても自分だけは絶対に絶対にハーヴェイを裏切ったりしないと、キーリはあらためて強く思った。

　それから水路を歩きはじめて、道すがらハーヴェイの背中の上でこの一年半のことをいろいろ話した。東サウスハイロの街々での暮らしのこと、住み込みのアルバイトのこと、ベアトリクスが兵へい長ちようを梱こん包ぽうして福祉施設に送ってしまった事件とか、ベアトリクスと変装して港町のクルージングパーティーに潜もぐり込んだこととか。

　頭に浮かぶままにぽつぽつと思い出話をするあいだ、ハーヴェイは相づちを打つでもなく黙だまって前を向いて歩いているだけだったが、別に聞いてなさそうだからやめようかと思うとそういうタイミングで「ふうん、それで」と先を促したりするので聞いているのかいないのかわかりにくい。

　話の中にベアトリクスの名前が自然とたくさん登場したので、なんだかんだで一年半も一いつ緒しよにいたんだなと今さらながら認にん識しきした。

「ベアトリクスって変な人だよね。わがままで偉そうで自分勝手なのに、意外と面めん倒どう見がいいところもあったり妙に責任感が強かったりして」

　金髪の彼女のふてくされた顔を思い描いて苦笑すると、「だから俺おれ前言わなかったっけ。ベアトリクスは信用できるって」何を今さらという口く調ちようで返されて、確かにそんなことを聞いた覚えがあるのを思いだした。かなりせっぱ詰まった状況のときのことでキーリを安心させるために思いつきで言っただけという感じの台詞せりふだったが、普通に本気だったのか。

　そんなふうにハーヴェイに言われる彼女を羨うらやましくも思いながら、今度からは今までよりももっとなんの気兼ねもなく、普通の女友だちとして仲良くできるだろうかと考えて少し楽しみになった。ベッカみたいに、親友になれたら嬉うれしい。

　その前に今回のことではさんざん怒られそうだけど……。

　帰ったら謝あやまろう。

　軽く目を閉じて息を吸うと、寄りかかった首筋からかすかに煙草たばこの匂においが感じられる。しばらく吸っていなかったはずだが体臭になるくらい身体からだに染みついているんだろうか。久しぶりの、いつもの匂い。

　天てん井じようからは霧きりのように細かい水滴がぱらぱらと降り注いで聴ちよう覚かくを小気味よい雨音で満たしている。天井を這はうヒカリゴケが降らせる光の雨のようなその水滴は不ふ思し議ぎと少し温かく、頰ほおを心地よく撫なでていく。
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　左手一本でお尻しりを支えてもらっているだけなのでずり落ちないように首にしがみつきなおして、ついでに前方に目を向けると長く続いた水路の先に細い砂色の光が射さし込んでいるのが見えてきた。天てん井じようにあいた正方形の空洞に向かって壁かべ沿いに梯はし子ごがかけられている。キーリが最初に水路に降りるのに使ったアップタウンのはずれの排水口だ。

　ふいにハーヴェイが足をとめた。

　波を立てない水のように静かな、しかし隙すきのない警けい戒かい心しんがすっと空気に浸透する。

「やっぱり。ここだったか」

　水路の壁をつたって声が響ひびいた。子供ではないが大人おとなにもなりきっていない少年の声。

　前方の光の中から人ひと影かげが降りてくる。梯子の途中から飛び降りると長衣の裾すそが風をはらんで舞まいあがり、地面に降り立つと同時にふわりと脚あしに沿って落ち着いた。

　天井から射すやわらかな砂色の逆光に目を凝こらし、黒い神官服に身を包んだその人影の正体を確認して、キーリはほっと気を抜いた。

「キーリも水路に行ったって聞いたから、たぶんここから降りたと思った」

「ごめん、ユーリ……」

　心持ち首をすくめてハーヴェイの背中の陰に隠れ、そこで違和感を覚えた。目の前の背中から感じる警戒心はほんのわずかも緩ゆるんでいない。怪け訝げんに思ったとき、かちゃりと小さな金属音が聞こえた。

　前方に視線を戻すとユリウスが無言で銃剣を構えていた。

「ユーリっ……？」

　急いでハーヴェイの背から滑り降り、浅あさ瀬せに足をついた途端とたん両膝ひざの怪け我がが疼うずいたが構わずに走り寄ろうとして、しかしハーヴェイの左手に遮さえぎられて後ろに追いやられた。肩越しに見あげるとハーヴェイは別に驚おどろいたふうもなく冷めた視線を前方の相手に投げている。

「そんなもんで俺おれを殺せないことくらいわかってんだろ」

「……」

　むしろユリウスのほうが追い詰められた顔で唇を引き結び、しかしまだ銃口は降ろさずに、重々しく口を開いた。

「一つ訊きく。看守を殺したのはお前なのか？」

「ユーリ、ちが──」

「キーリに訊いてるんじゃないんだ。ごめん」

　割って入ろうとしたキーリの声をユリウスは申し訳わけなさそうな、しかし頑がんとした声で遮さえぎって、まっすぐハーヴェイのほうを見み据すえて答えを待つ。泣きそうになって唇を嚙かむキーリに対してハーヴェイは本当にどうでもいいのかいつもどおりの気のない態度で、

「そう思いたいなら別にそれでもいい」

「お前なのか、違うのか」

　至し極ごく真剣な顔でユリウスが繰くり返す。ハーヴェイはやれやれというように吐息して、結局すぐに言いなおした。

「違う」

「……わかった」

　それで信用してくれたのだろうか、ユリウスは頷うなずいて軽く息をついたが、まだ硬い表情を崩くずさない。

「じゃあ真犯人は、なんだ？」

「心当たりがある口ぶりだな」

　続いて問われたことにハーヴェイがそう切り返し、キーリもユリウスが誰だではなくなんだと訊きいたことに気がついた。ひと呼吸おいて、おそらく最初からこっちのほうが本題だったのだろう、ユリウスは重大なことを告げるような口ぶりで続けた。

「ダウンタウンで死体が見つかった。水路から落ちてきた。化け物みたいな……」

「それっ……」

　キーリは思わずあげかけた声を飲み込んで、ハーヴェイのコートの袖そでを握りしめた。自分が落としたやつだ……。「黙だまってろ」視線はユリウスからはずさずにハーヴェイが囁ささやく。厳きびしい顔でこちらを睨にらみ据すえたままユリウスがさらに問いを重ねる。

「首都の不ふ死し人にん狩がりが運んでいった。あれは……なんだ？」

「不死人狩り……？」その単語が出てきたことにキーリも驚おどろいてハーヴェイの横顔を見あげたが、予想していたことだったようにハーヴェイの表情は変わらない。

「世の中にはお前が知らない大人おとなの事情ってのがいろいろあんだよ」

「真ま面じ目めに答えろ」

「……」

　ハーヴェイは少し考えるように沈ちん黙もくしたあと、左手をコートのポケットに突っ込んだ。唐とう突とつな動作にユリウスが全身を緊きん張ちようさせるのがわかりキーリも心しん臓ぞうをひっくり返らせたが、ハーヴェイは気にしたふうもなく、摑つかみだした何かを無造作にユリウスに放った。

「やる」

「わっ」

　結局こういう状況ではハーヴェイのほうが何枚も上うわ手てのようで、ユリウスは銃剣を片手に持ち替えてそれを受けとめてから、構えを解いてしまったことに悔しそうな顔をした。それから眉まゆをひそめて受け取ったものを見おろす。

　ちょうどハーヴェイの拳こぶしと同じくらいの、ごつごつした感じも似ている黒い石──遠目にそれを確認してキーリは目を見張り、ハーヴェイとユリウスの顔を交互に見比べた。

「なんだよ、これ」

「首都に化石エネルギーのラボがあるのを知ってるか」

「……存在は知ってる。それがなんだ？」

「親おや父じにでも訊きいてみな」

　不親切に会話を終わらせて、「行くぞ」こちらに囁ささやいてハーヴェイは何なに気げない足取りでユリウスが立つ出口のほうへ歩きだした。

　どちらにしてもユリウスはもう銃口を向ける気はなかったようで、釈しやく然ぜんとしない様よう子すながらも受け取った石を自分の外がい套とうのポケットに突っ込み、代わりに外套の内側に提さげていたものすごく見覚えがある小型ラジオを差しだした。

「あっ！」

　キーリはもちろんハーヴェイまで同時に大声をあげかけて、二人とも慌あわてて口をつぐんだ。

「どうしたの、これ」

　駆かけ寄ってついひったくるように受け取るとユリウスはやっぱりという顔をして、「女の不ふ死し人にんが持ってたらしい。お前たちの知りあいなんだな」ベアトリクスだ！　とキーリは心の中で声をあげ、

「それで、その人は？」

「逃げた。あとの行方ゆくえはこっちでもわからない」

「何があったのっ？」

「行商のトラックでこの街に向かってたらしいけど、乗りあわせた一般人に撃うたれて。わかってるのはそこまでだ」

「撃たれて、って……」

　愕がく然ぜんと呟つぶやいてハーヴェイの顔を振り仰ぐ。ハーヴェイも何か言いかけたが、そのときぴくりと瞬まばたきをして背後を振り返った。水路の奥を睨にらんで気配けはいを探るように動きをとめる。数秒遅れてキーリの耳にもかすかに金属質の物音が聞こえてきた。

「不死人狩りが水路の捜索に乗りだしてる。逃げるんだったらとっとと行け。オレは手は貸さないぞ」

　ユリウスが仏ぶつ頂ちよう面づらで言って梯はし子ごの前をあけた。手を貸さなくても見逃してくれるなら同じだと思うが──きょとんとして見返すとユリウスはキーリではなくハーヴェイのほうを睨んで声こわ色いろを無理に低くし、

「今回は、だからな。次に会ったときは敵かもしれない。覚悟しとけよ」

　おう、と無愛想に応じてハーヴェイがキーリの肩を押す。促されてキーリは梯子に足をかけながら、ハーヴェイの腕越しにもう一度ユリウスを振り返った。

「いろいろ本当にありがとう。また慌ただしくなっちゃって……」

「また会えるよな」

「うん。会えるような気がする」

　根拠はないが本当にそんな予感がする。前に別れたときもう二度と会うことはないと思っていたのにこうして会えたのだから、三度目もきっとあるだろう。

　ユリウスは深しん緑りよく色いろの瞳ひとみに少年っぽさと、それから少しだけ大人おとなっぽさを同居させた微笑を乗せて頷うなずいた。

「うん、約束な。そのときまでにオレこいつよりでかくなってるから」

「ばーか。お前なんかに抜かれるか」

　名な残ごり惜しいやりとりをハーヴェイの憎にくまれ口が一いつ蹴しゆうし、ついでにはやく登れというように靴底でがつんと足場を蹴けられてキーリは首をすくめて急いで梯はし子ごを登った。

　天てん井じようの排水口から頭を出すと視界に入るのはアップタウンの裏路地の風景と、家々の屋根の向こうに広がる砂色の空。ずいぶん久しぶりのように思える乾かん燥そうした街の風が湿った髪を搔かき混ぜる。

　路ろ肩かたのアスファルトによじ登り、膝ひざをついて排水口の縁ふちから覗のぞき込むと、自分で急せかしたくせにハーヴェイは梯子の半ばでふいに思いだしたように足をとめた。

「ユリウス」

　首をひねって眼下で見送るユリウスに視線を落とし、

「そのうち不ふ死し人にん狩がりの連中が見つけるだろうけど、東側の行きどまりにラジオ持った死体があるからできればお前んとこで葬ほうむってやって」

「え、ああ……？」

　よくわからない顔をしながらもユリウスが頷うなずくとほっと息をついて、あとは一気に二段飛ばしでキーリが待つ路上まであがってきた。

　明るいところであらためて見るハーヴェイの顔の傷きず痕あとはそれはもうひどい状態だったが、本人はさほど頓とん着ちやくしたふうもなく犬みたいにぶるぶると頭を振って髪の水滴を払い落として、それから若じやつ干かん眩まぶしそうに左手をかざして頭上を振り仰いだ。考えてみるとずっと地下の留りゆう置ち所じよにいたから、日の光の下に出るのは久しぶりなんだろう。

「ベアトリクス大丈夫かな。何があったんだろ……」

「あとで兵へい長ちように事情訊きこう。とりあえず急ぐぞ。走れるか」

「うん」

　促されて路地を駆かけだす前に、キーリは一度足をとめてハーヴェイの顔を見あげた。ハーヴェイも同じことを思いついたらしくちょうどこちらに視線を落としたところで、二人で神妙な顔を見あわせてキーリが手に提さげたラジオを見おろす。

「本当だったら一ヵ月くらいこのまま放置しておきたいな」

「そうだね……」

　電源を入れた瞬しゆん間かんから一ヵ月くらい続きそうなお説教がはじまるのは間違いない。

「しょうがない、気が済むまでつきあってやるか」

　ハーヴェイがやれやれという溜ため息をつく。

「あはは。二人で正座して聞こう」

　キーリは笑って頷うなずいて、ラジオの吊つり紐ひもをいつものとおり首に通した。
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　天てん井じようばかり眺ながめていたので、空の高さに目眩めまいがした。

　砂さ塵じん層そうの低い薄うす雲ぐもに覆おおわれたこの惑星でさえ空はこんなにも遠く高く、届きそうに見えて手を伸ばしてみても決して届かない。世界の果てにかつてあったという青い惑星は上空に宇宙を見み晴はるかすこともできたらしいが、抜けるような空などと言われても今ひとつ想像できない。

　被かぶったフードをわずかにずらして見あげていると、くわえた煙草たばこの先から立ちのぼる白い煙が砂色の秋空へと吸い込まれていく。

『それにしてもひでえツラしていやがる』

「へへ。これはまあ、勲くん章しよう」

『何を意味不明なことぬかしてんだ。ったく、貴様はもっと自分の身体からだを大事に扱え』

　腰こしを降ろした階段の横に置いたラジオがぶつくさと悪あく態たいをつき、自分でも意味はわからなかったのでその話はそれで終わった。

『で、覚悟は決まったのか？　妙に晴れ晴れした顔しやがって』

「いや、実はさ」

　訊きかれて少し視線を泳がせ、「用事を残してきちまったからまだ帰る気もなくて、そっちのほうはあんまり考えてなかった」

『貴様って奴やつは、結局そうやって面めん倒どうなことを先送りに……』

「違うって。今はもう決まった」急いで補足する。まあそれも自分から積極的に考えたというよりは、キーリのおかげのようなものなのだが。

　昨日キーリが会いに来ていなかったら、あるいは一人で逃げてもう一生会わなかった可能性もあったかもしれない。どう転んでも遠からず泣かせることになるならいっそこのままのほうがいいのではないかと、頭の一部分では考えていた。

「……でもあいつ迎えに来てくれて、なんか顔見たらほっとしたし、すげえ悪かったと思ったし、だから、キーリが一いつ緒しよにいたいって言ってくれる限りは責任持とうと思う。……そのためにまだ時間をもらえたんだって気が、なんとなくする」

『まだって……おい、まさか時間がもうあまりないかもしれねえって、そう考えてんじゃねえだろうな。さっき言ったな、今度死ぬような怪け我がしたらたぶん死ぬって……』

「なーに葬式みたいな声出してんだよ」

　急に神妙になったラジオの声を我ながらあっけらかんと笑い飛ばしてしまい、『何がおかしい、笑うところじゃねえっ』とスピーカーが憮ぶ然ぜんとした声と雑音を吐きだした。心配してもらっているのに笑うのは申し訳わけなかったかと声の調子を戻して答える。

「だって別に、それって普通だろ。死ぬような怪我したら普通死ぬ」

『死ぬような怪我したら普通死ぬ以前に動けねえんだよ。貴様みたいに腹に穴があいてんのにふらふら歩きまわって悪化させたりする馬ば鹿かはいねえんだよ』

　仕返しとばかりぴしゃりと切り返されて、これには反論できずに無言で首をすくめた。

　街で用事を済ませて合流地点に戻ってきたところで歩けなくなって階段に座り込んでしまい、ついでなので一服しながら休きゆう憩けいして待っている。そのあいだに、ラジオにだけは〈核〉の亀き裂れつのことを話しておいた。

『いいか、痛覚はなるべく遮しや断だんするんじゃねえぞ。痛みってのはそれ以上はやばいってのを身体からだが知らせるためにあるんだからな。普通の感覚ってのをちゃんと認にん識しきしろ。生きてることをもっと有あり難がたがりやがれ』

「あー了解了解」忠告は有り難いがだんだんうるさい。言わなきゃよかった。

『あのなっ、本気で聞いてねえだろ貴様は、俺おれは心配し』

「わかってるよ、兵へい長ちよう。サンキュ」

『て』

　素直に礼を言うとラジオは不意をつかれたように、まだまだ続けるつもりだったらしい文句を変なところでぶち切った。

「ちゃんと感かん謝しやできてる。今ここにいることに」

　細く立ちのぼる煙草たばこの煙越しに空を見あげる。

　宇そ宙らは見えないが、自分にとっては十分すぎるほど高い。
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　水路の東の端で怪死体がもう一体見つかったとかで、教会兵の情報遮断の隙すき間まから噂うわさが漏もれだし野や次じ馬うまたちがいっせいにそちらに移動しはじめている。一方向へと流れる人々の隙間を縫ぬって、キーリは街まち中なかを群衆とは逆方向に向かっていた。怪死体のほうも気にならないではなかったが、今はこのどさくさを利用して街を出るのが先決だ。

　肩にかけたスポーツバッグが背中で跳はねる。いったんユリウスの乳う母ばの家に戻って荷物を取って、ハーヴェイのぶんもあわせて世話になったお礼を言ってきた。ハーヴェイにそうしてくるように言われたので。びしょ濡ぬれで両膝ひざにひどい擦すり傷までこしらえているキーリの姿を見とがめた婦人に泣きだしそうな勢いで風ふ呂ろに入って温まって傷の手当てをしていくようにと懇こん願がんされたので、予定より三十分ほど時間を取られてしまった。

　まさかキーリを婦人の家に行かせておいてまた姿を消してしまうつもりだったのではないかと、あとになってから思いついて不安になってきていた。駅が近づくにつれて小走りの歩調がはやくなり、いつの間にか本格的に走りだす。

　駅前のロータリーに駆かけ込んだところで足をとめた。停車中の三さん輪りんタクシーの列の向こうに目を凝こらすが、待ちあわせ場所に決めた駅舎の階段の下に赤しやく銅どう色いろの頭は見えない。

（いない……）

　わいわい騒さわぎながら野や次じ馬うまと同じ方向に走っていく人々、そんなことよりも列車の時間を気にして駅舎へ向かう人々──交こう錯さくする人々の頭越しに周囲を見まわすが、捜している頭は見つからない。

（いないよ……？）

　自然とまた走りだそうとして、突然後ろから腕を摑つかまれた。

「きゃっ」

　思わず小さく悲鳴をあげて振り返ると、濃のう灰かい色しよくのコートのフードを深く被かぶった長身の人ひと影かげが立っていた。フードの隙すき間まからこちらの顔を見おろして片目で瞬まばたきをし、

「何泣きそうな顔してんだ」

「だっ、だってなんで決めたとこにいないのっ……」

「別に、人が増えてきたからまずいかと」

　こっちの気も知らずにさらりと答える。相変わらずといえば相変わらずなのだがキーリが憮ぶ然ぜんとした顔をすると何やら面おも白しろそうに片方の頰ほおで薄うすく笑って、

「なんだよ。どこにも行かないって」

　そう言って、キーリの肩を押して駅舎のほうへ足を向けた。「はやく乗っちまおう。検問がはじまりそうだ」「……うん」促されて歩きだしてから、キーリはふと気がついてハーヴェイの横顔をじっとりと睨にらみあげた。もしかしたらわかっていてわざといないふりをしたのかもしれない。根性曲がり。

　ハーヴェイは飄ひよう々ひようと視線を逸そらしただけで、真しん偽ぎは読み取れなかった。

「ベアトリクスのこと、どうだった？」

　雑ざつ踏とうの片隅を足早に抜けながら囁ささやき声で訊たずねる。キーリが荷物を取りに行くあいだハーヴェイは兵へい長ちようと一いつ緒しよにベアトリクスの行方ゆくえを捜してみるということになっていた。しかしハーヴェイが軽く首を振ったので、どうやらこの街では見つからなかったようだ。

「そっか……」

「情報屋に伝言置いてきた。教区境のほうにも伝えるように頼んだから、そのうちどっちかから連絡取れるだろ。心配すんな」

　気軽にそう言われても、自分の勝手な行動のせいでこんなことになったのだと思うとどうしても後悔が込みあげてくる。これからもっとたくさん話せると思っていたのに。まだお礼も言っていないし謝あやまってもいないし、来年の誕たん生じよう日びだってこれからなのに……。

「お前のせいじゃないから」よくあることだとあっさりと、けれどもしかしたら少しは気遣づかってくれているのか、ハーヴェイがつけ加えた。「生きてればまた会えるって。あいつは自分のことは自分でどうにでもする」

『貴様のほうはどうにもできてねえがな』

　ラジオの悪あく態たいに「どうせ」と口を歪ゆがめるハーヴェイは薄はく情じようなことを言っているように見えて、そうじゃなくてきっとそれだけベアトリクスを信頼しているんだろう。

　……ほんの少しでも、自分も誰だれかにとってそんなふうに特別な存在になれていればいいとキーリは思う。ハーヴェイと兵へい長ちようと、それからもしできれば、ベアトリクスにとっても。

『ところで、お前ら二人覚悟はできてるな？』

「何が？」

　ふいに言われて二人揃そろってラジオを見おろす。『列車に乗ったら死ぬほど説教だ。欲求不満……じゃねえお前らのためを思って言いたいことが溜たまりに溜まってんだからな』とびきり不ふ機き嫌げんそうな雑音に紛れて、スピーカーからとびきり苦にが々にがしい声が宣言した。

「……はーい」

　キーリのほうは観念して返事をしたが、ちらりと隣となりを見るとハーヴェイはやっぱりしばらくほっぽっとけばよかったと口の中で諦あきらめの悪いことを呟つぶやいて視線を明後日あさつてのほうに逃がし、そこでふと視線を固定して足をとめた。

　駅から眺ながめる乳白色の城じよう壁へきのさらにずっと向こう、北の果ての山脈が砂色のガスに霞かすんで遠くそびえている。その中腹に、巨大な墓ぼ標ひようの群れのように静かに重苦しく横たわる濃のう灰かい色しよくの機械都市──。

「ハーヴェイ……」
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　都市の姿を映す赤しやく銅どう色いろの左目がフードの陰ですっと険けわしくなる。

「……またあそこに行く？」

「ん。いや」

　ハーヴェイは一つ瞬まばたきをして都市の影かげから視線をはずし、「とりあえず、一時退却」苦笑混じりに、そんなふうに答えた。

　ジリリリリリ……。

　駅舎の階段の上から列車の出発を告げるくぐもったベルの音が響ひびきはじめ、人の流れが慌あわただしくなった。『まずい。遅れるぞ』ラジオの囁ささやき声に急せかされて、ホームへ急ぐ人々の波に乗って階段を駆かけあがる。

「キーリ、急げ」

　斜め後ろから少し遅れて走るキーリを途中でハーヴェイが振り返る。片方しか動かない手をこちらに差しのべて、一いつ瞬しゆんだけ次の台詞せりふを考えるようにしかめ面つらをしてから、

「まだ一いつ緒しよに来る気ある？」

　何か吹っ切れたような気軽な顔で、そう言った。

　伸ばした右手を引いてくれる左手の感触と、階段を駆ける二人の呼吸と足音と、それから三人で話す声とが、どうかこれからも少しでも長く続きますように。もしいるとしたら空のどこかで見ているだろう、とはいえたぶん手を差しのべてくれることはない神さまに、キーリはあまり期待しないで、けれど心からそう願った。




　久しぶりに三人で列車に乗ろう。

　懐なつかしいあのボックス席で、退屈な荒野の景色を眺ながめながら、話をしたりぼんやりしたり。

　いろんなことがあったから、幸い話題には当分困らない。




[image: ]








　　あとがき







　半年ぶりに文庫を出させていただくことができました。本来の筆の遅さに加えて引っ越しをしたり犬を飼ったりボツ原稿を生産したりコミックの原作を書かせていただいたりカレーを作ったりしていました。

　こんにちは、壁かべ井いユカコです。前巻から読んでくださっている方も、はじめて興きよう味みを持ってくださった方も、本書をお手に取っていただき本当にありがとうございます。

　引っ越してちょうど半年になりますが、前巻のあとがきで自慢にもならない予告をしたとおり段ボールはまだ積んであります。いつになったらこの「暫ざん定てい的に住んでる感」から脱却できるのかと……。ちなみに新しい部屋は五ご叉さ路ろくらいもある恐ろしく入り組んだ交差点のそばで、深夜もよく窓の下で急ブレーキが聞こえたり救急車やパトカーのサイレンが通り過ぎたりしてわりと物ぶつ騒そうです（不ふ思し議ぎとこの交差点自体で事故が起きないのは身代わり地蔵の祠ほこらがあるからだと思います）。以前住んでいた線路沿いから三軒目とはまた違った雰囲気で、ここもうらぶれた都会の一面みたいな匂においがして意外と気に入ってます。




　本書『キーリⅣ　長い夜は深しん淵えんのほとりで』は、前巻『キーリⅢ　惑ほ星しへ往ゆく囚しゆう人じんたち』から一年半後のお話になります。

　からからに乾かわききった世界を舞ぶ台たいにしてきた前巻までと少し変わって、今回は濡ぬれ場が（違う）……ずぶ濡れになる場面もあったりで水分多めです。今回もまわりくどい性格の少女と面めん倒どうくさい性格の男が周囲に迷惑をかけまくりながらくっついたり離れたりする話であり、人生くたびれた男が生きる意味を取り戻す話……だと思います。

　欲求不満の人や安否不明の人や語りたがらない人がいてまだまだすべてが解決していませんので、『キーリ』はもう少し続く予定です。と景気のいい予告をした途端とたん続けられなくなるんじゃないかという気がして不安なのですが……。

　よろしければもうしばらくのあいだ、彼らの物語におつきあいください。




　と、いい加減あとがきがワンパターンになってきているので少しは違うことを書こうと……思ったんですが風か邪ぜの頭で考えているので何も思い浮かびません……。

　あっ、この場をお借りして宣伝を。田た上うえさんの素敵すてきな絵で『キーリ』がコミックになりました。『電でん撃げきｈｐ』26号（２００３年10月発売）から３号にわたって掲けい載さいされています。小説本ほん編ぺんにはないサイドストーリーになっていますので、こちらも併あわせてお楽しみいただけましたらいっそう幸せです。




　さて、毎度のことになりますが今回も本の制作・出版にあたっては担当編へん集しゆう者さまをはじめ多くの方々にお力添えをいただきました。ご面倒をおかけする頻ひん度どが少しでも減ってきているといいんですが……だといいなぁ……。

　イメージぴったりの十六歳キーリとさらにいい感じにくたびれてきたハーヴェイで今回も本書の一部を担ってくださいました田上さん。犬自慢満開の迷惑メールにいつもなごやかにつきあってくださってありがとうございます。

　家族・友人知人の皆さま。最近私よりもむしろまわりの人たちがとてもたいへんそうでいろいろ心配です。私のほうは自じ業ごう自じ得とくでふらふら生きてますので……。２００４年、皆さまに幸運がありますように。




　そしてもちろん、この本を手に取ってくださったあなたに最高級の感かん謝しやと幸運を。

　願わくは、再びお目にかかる機き会かいがありますように。
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